
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
三
池
炭
需
要
と

石
炭
積
込
の
機
械
化

木
庭
俊
彦

は
じ
め
に

一
三
池
炭
の
積
出
状
況

二
三
池
港
に
お
け
る
荷
役
問
題

三
石
炭
積
込
の
機
械
化

お
わ
り
に

は
じ
め
に

三
池
炭
鉱
が
戦
前
の
三
井
鉱
山
お
よ
び
三
井
物
産
の
発
展
に
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
三
池
炭
鉱
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
（
三
池
炭
）
の
生
産
・
流
通
に
関
す
る
研
究
は
、
官
営
期
か
ら
昭
和
恐
慌
後
ま
で
を
中
心
に
分
厚
く
蓄
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積
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
明
治
期
の
三
池
炭
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
国
内
市
場
と
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
三
井
物
産
の
支
配
力
が
主
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
三
井
物
産
が
筑
豊
炭
の
販
売
権
を
積
極
的
に
獲
得
し
つ
つ
も
三
池
炭
を
軸
に
市
場
の
支
配
を
追
及
し
た
こ
と
、

ま
た
、
三
池
築
港
に
よ
っ
て
流
通
経
費
が
削
減
さ
れ
、
三
池
炭
は
安
定
的
な
利
益
を
上
げ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
１
）。
近
年
に
は
、

大
島
久
幸
［
二
〇
〇
三
］
が
三
井
物
産
船
舶
部
に
よ
る
低
運
賃
輸
送
も
三
池
炭
の
価
格
競
争
力
を
補
強
し
た
と
し
て
い
る
（
２
）。

両
大
戦
間
期
に
関
し
て
は
、
市
場
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
た
三
井
物
産
が
、
北
海
道
炭
や
外
国
炭
（
撫
順
炭
な
ど
）
の
取
扱
高
を
増
や
す
と

と
も
に
、
地
方
販
売
網
の
強
化
と
小
口
販
売
へ
の
テ
コ
入
れ
（
新
販
路
開
拓
）
に
よ
っ
て
シ
ェ
ア
の
回
復
を
図
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
そ
う

し
た
環
境
の
下
で
、
三
井
物
産
の
取
扱
高
に
占
め
る
三
池
炭
の
比
率
は
低
下
な
い
し
停
滞
的
（
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
）
に
推
移
し
た
が
、

三
池
炭
は
高
利
潤
を
維
持
し
、
三
井
鉱
山
の
収
益
源
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
つ
づ
け
た
（
４
）。
春
日
［
一
九
八
〇
］
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三

〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
採
炭
・
切
羽
運
搬
の
機
械
化
と
採
運
炭
夫
の
整
理
が
、
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
ト
ン
当
た
り
経
費
の
削
減
と
出
炭
能

率
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
高
収
益
に
結
実
し
た
と
し
て
い
る
（
５
）。

他
方
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
以
降
の
三
池
炭
市
場
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
販
売
の
側
面
か
ら
み
て
、
い
か
に
三
池
炭
が
三
井

鉱
山
の
収
益
の
安
定
性
に
寄
与
し
て
い
た
の
か
は
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
北
澤
満
［
二
〇
一
〇
］
が
生
産
・
販
売

カ
ル
テ
ル
と
の
関
係
か
ら
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
三
池
炭
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
（
６
）。
そ
こ
で
は
、
三
池
炭
市
場
の
特
徴
と
し
て
①
海

外
輸
出
向
け
が
底
堅
く
推
移
し
た
こ
と
、
②
安
定
し
た
外
国
船
焚
料
（
高
価
格
の
塊
炭
）
需
要
を
獲
得
し
続
け
た
こ
と
、
③
国
内
船
舶
の
焚

料
炭
と
し
て
粉
炭
需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
、
④
地
元
消
費
（
山
元
焚
料
と
関
連
工
場
）
が
増
大
し
た
こ
と
を
挙
げ
た
。
こ
の
う
ち
①
、
②
、

④
向
け
の
送
炭
は
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
生
産
カ
ル
テ
ル
の
規

制
対

象
外
と
な
り
、
三
井
鉱
山
が
「
増
産
の

自
由
」
を
確
保
し
た
点
を
強

調
し
て
い
る
。
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北
澤
［
二
〇
一
〇
］
は
、
三
池
炭
の
良
好
な
販
売
状
況
を
明
快
に
論
証
し
た
が
、
カ
ル
テ
ル
と
の
関
係
に
分
析
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

た
め
、
船
舶
焚
料
需
要
が
な
ぜ
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
増
大
し
、
そ
の
販
路
が
い
か
に
獲
得
さ
れ
つ
づ
け
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
十

分
に
説
明
し
て
い
な
い
。
三
井
物
産
船
舶
部
に
よ
る
焚
き
方
指
導
が
日
本
船
の
粉
炭
利
用
を
普
及
さ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
指
導
の
開

始
と
普
及
の
時
期
は
明
瞭
で
な
く
、
外
国
船
の
塊
炭
需
要
増
に
つ
い
て
は
三
池
港
（
内
港
）
の
浚
渫
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
三
池
炭
の
需
要
動
向
と
三
池
港
（
内
港
）
に
お
け
る
積
込
の
機
械
化
過
程
を
関
連
づ
け
て
考
察

す
る
こ
と
で
、
三
池
炭
の
販
路
の
維
持
・
拡
大
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
の
三
池
港
の
開
港
ま
で
、
三
池
炭
の
多
く
は
帆
船
で
大
牟
田
（
横
須
浜
）
か
ら
長
崎
県
の
口
之
津
ま
で
輸

送
さ
れ
、
汽
船
に
積
み
替
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
部
の
大
型
船
舶
が
口
之
津
で
三
池
炭
の
積
込
を
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
一
九
二

三
年
（
大
正
十
二
）
に
口
之
津
港
は
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
論
で
述
べ
る
と
お
り
、
こ
の
口
之
津
港
廃
止
の
前
後
に
お
い
て
、
大
口
需

要
家
の
船
主
よ
り
港
湾
荷
役
に
対
す
る
改
善
要
求
が
あ
り
、
三
井
鉱
山
は
迅
速
な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
船
舶
焚
料
用
と
し
て
の

消
費
が
三
池
炭
需
要
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
口
之
津
港
の
廃
止
、
三
池
港
の
施
設
改
善
、
積
込
の
機
械
化

に
至
る
ま
で
の
過
程
を
跡
付
け
て
い
く
こ
と
は
、
三
池
炭
の
競
争
力
の
基
盤
を
探
る
う
え
で
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
下
で
は
、
「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
を
基
本
資
料
と
し
て
、
ま
ず
三
池
炭
の
積
出
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
次
い
で
、
一
九
二
〇
年
代

初
頭
の
三
池
港
に
お
け
る
荷
役
問
題
の
発
生
と
船
舶
焚
料
需
要
の
増
大
要
因
に
つ
い
て
分
析
す
る
（
７
）。
最
後
に
、
三
池
港
（
内
港
と
渠
内
）
の

石
炭
船
積
機
が
新
造
・
改
造
さ
れ
る
経
緯
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（

1）
三
井
鉱
山
の
収
益
の
大
部
分
が
石
炭
山
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
大
半
は
三
池
炭
鉱
の
利
益
金
で
あ
っ
た
。
以
上
は
、
春
日
豊

「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展

構
造
」
（
『
三
井

文
庫
論

叢
』

第
一
一

号
、
一
九

七
七
年
）
、
『
三
井

事
業
史

』
本

�・
第
三

巻
上
（
一
九
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八
〇
年
、
一
五
八
ペ
ー
ジ
）、
畠
山
秀
樹
「
三
池
炭
鉱
の
発
展
と
三
井
鉱
山
会
社
」（『
福
岡
県
史
』
通
史
編
近
代
産
業
経
済
一
、
二
〇
〇
三
年
、

第
八
章
）
。

（

2）
大
島
久
幸
「
三
井
物
産
に
お
け
る
輸
送
業
務
と
傭
船
市
場
」
（
中
西
聡
・
中
村
尚
史
編
著
『
商
品
流
通
の
近
代
史
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二

〇
〇
三
年
、
第
六
章
）
。
な
お
、
前
掲
春
日
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展
構
造
」
は
、
三
井
物
産
が
輸
出
商
品
の
輸
送
と
抱
き
合
わ

せ
る
か
た
ち
で
、
船
舶
燃
料
用
に
三
池
炭
を
使
用
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（

3）
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
石
炭
市
場
に
つ
い
て
は
、
松
尾
純
廣
「
筑
豊
炭
市
場
に
お
け
る
企
業
間
競
争
関
係
の
変
容
（
一
）、（
二
）」（
大
分

大
学
『
経
済
論
集
』
第
三
九
巻
第
二
号
、
三
号
、
一
九
八
七
年
）
、
荻
野
喜
弘
「
第
一
次
大
戦
前
後
に
お
け
る
筑
豊
炭
の
市
場
動
向
」
（
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研
究
』
№
一
五
、
一
九
九
一
年
）、
新
鞍
拓
生
「
戦
間
期
日
本
石
炭
市
場
の
需
給
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
」（
九
州
大
学
『
経
済
学
研

究
』
第
六
六
巻
第
五
・
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
三
井
物
産
の
石
炭
販
売
に
つ
い
て
は
、
松
元
宏
『
三
井
財
閥
の
研
究
』
（
吉
川

弘
文
館
、
第
二
編
第
二
章
、
補
章
、
一
九
七
九
年
）、
春
日
豊
『
帝
国
日
本
と
財
閥
商
社
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
第
四
章
、

一
八
九
～
二
〇
二
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（

4）
前
掲
『
三
井
事
業
史
』
第
三
巻
上
、
四
〇
二
ペ
ー
ジ
、『
三
井
事
業
史
』
本

�・
第
三
巻
中
、
一
九
九
四
年
、
一
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（

5）
春
日
豊
「
三
池
炭
礦
に
お
け
る
『
合
理
化
』
の
過
程
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
四
号
、
一
九
八
〇
年
）。

（

6）
北
澤
満
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
三
池
炭
の
販
売
動
向
」（
荻
野
喜
弘
編
著
『
近
代
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
企
業
活
動
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
一
〇
年
、
第
一
章
）。

（

7）
「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
は
第
一
巻
総
説
、
第
二
巻
大
牟
田
港
、
第
三
巻
専
用
鉄
道
、
第
四
巻
三
池
港
其
一
、
第
五
巻
三
池
港
其
二
、
第
六

巻
三
池
港
其
三
、
第
七
巻
三
池
港
其
四
、
第
八
巻
労
務
、
第
九
巻
商
事
会
計
、
第
十
巻
付
録
（
口
之
津
港
、
三
角
港
、
三
池
炭
ノ
焚
キ
方
）
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
資
料
請
求
記
号
は
五
十
年
史
稿
六
五
～
七
三
。
本
稿
で
利
用
す
る
の
は
第
一
～
二
巻
と
第
四
～
十
巻
で
あ
る
。
煩
雑
さ
を

避
け
る
た
め
、
以
下
で
は
「
沿
革
史
」
と
略
し
、
巻
数
の
み
を
示
す
。
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
三
井
鉱
山
、
三
井
物
産
に
関
す
る
資
料
は
、

断
り
の
な
い
限
り
三
井
文
庫
所
蔵
資
料
で
あ
る
。
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一
三
池
炭
の
積
出
状
況

1

組
織

（
一
）
三
池
港
務
所
の
独
立

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
に
創
立
し
た
三
池
炭
礦
社
は
、
総
括
部
運
輸
課
（
そ
の
後
、
総
務
部
運
輸
課
に
名
称
変
更
）
を
設
置
し
、

各
坑
か
ら
積
出
地
で
あ
る
横
須
浜
ま
で
の
運
搬
を
同
課
に
管
理
さ
せ
た
。
二
年
後
の
一
八
九
一
年
、
宮
浦
坑
お
よ
び
七
浦
坑
と
横
須
浜
の
間

を
結
ぶ
専
用
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
帆
船
へ
の
積
込
場
と
し
て
横
須
浜
に
船
渠
が
築
造
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
三
井
鉱
山
合
資
会
社
が
発
足

し
、
運
輸
課
は
総
務
部
よ
り
独
立
し
て
三
池
炭
礦
社
運
輸
課
と
な
り
、
横
須
浜
ま
で
の
坑
外
運
搬
に
加
え
て
、
貯
炭
、
船
積
、
口
之
津
港
ま

で
の
海
上
輸
送
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
１
）。

一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
、
三
井
鉱
山
は
三
池
、
田
川
、
山
野
の
各
炭
鉱
と
附
属
工
場
を
統
括
す
る
組
織
と
し
て
九
州
炭
礦
部
を
設

け
、
三
年
後
の
一
九
〇
八
年
に
三
池
炭
鉱
事
務
所
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
運
輸
課
を
独
立
さ
せ
て
九
州
炭
礦
部
港
務
部
と
し
た
（
翌
年
に
は
港

務
所
と
改
称
（
２
））
。
港
務
部
長
（
所
長
）
の
下
に
は
専
用
鉄
道
に
関
す
る
事
務
、
貨
物
の
積
卸
と
貯
蔵
に
関
す
る
事
務
、
積
込
機
械
の
運
転
に

関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
運
輸
主
任
と
、
船
舶
の
出
入
に
関
す
る
事
務
を
職
掌
と
す
る
船
渠
主
任
が
置
か
れ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
は
三
井
鉱
山
の
業
務
組
織
が
再
編
さ
れ
、
九
州
炭
礦
事
務
所
（
九
州
炭
礦
部
が
改
称
）
の
管
理
下

に
あ
っ
た
各
鉱
業
所
が
独
立
し
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
三
池
港
務
所
も
運
輸
を
担
当
す
る
一
事
業
所
と
な
っ
た
。
三
池
港
務
所
長
の
下
に
鉄

道
・
海
上
運
送
・
荷
役
（
三
池
と
横
須
浜
）
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
運
輸
主
任
、
船
舶
の
出
入
や
港
湾
維
持
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す

る
船
渠
主
任
、
荷
繰
り
・
通
信
・
計
算
・
用
品
に
関
す
る
一
般
庶
務
を
担
当
す
る
事
務
主
任
が
置
か
れ
た
。
各
主
任
は
事
務
員
、
技
士
、
書
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記
長
、
工
手
長
、
書
記
、
工
手
、
雇
員
、
小
頭
、
直
轄
人
夫
、
請
負
人
夫
の
日
常
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ
監
督
し
た
。

な
お
、
一
九
〇
八
年
に
三
池
港
務
部
（
港
務
所
）
が
独
立
す
る
に
際
し
て
は
、
収
入
科
目
と
し
て
鉄
道
運
賃
・
積
込

�並
賃
・
港
銭
・
雑

収
入
が
、
支
出
科
目
と
し
て
本
部
費
・
運
輸
費
・
積
込
費
・
船
渠
費
が
設
定
さ
れ
た
。
鉄
道
運
賃
は
こ
れ
ま
で
の
鉄
道
運
輸
費
を
も
と
に
算

定
さ
れ
た
賃
率
を
石
炭
と
コ
ー
ク
ス
の
運
搬
ト
ン
数
に
乗
じ
た
も
の
と
し
（
３
）、
積
込

�並
賃
は
口
之
津
港
で
の
船
積
費
を
も
と
に
算
定
し
た
賃

率
に
積
込
ト
ン
数
を
乗
じ
た
金
額
と
し
た
（
当
初
は
ト
ン
当
た
り
八
六
銭
（
４
））
。
三
井
鉱
山
は
港
務
所
の
収
入
と
な
る
鉄
道
運
賃
を
各
坑
口
、

各
製
造
所
お
よ
び
水
洗
場
に
割
り
当
て
、
積
込

�並
賃
を
販
売
諸
費
と
し
て
本
店
に
付
け
替
え
た
（
５
）。

（
二
）
港
湾
労
働
の
従
事
者

横
須
浜
で
は
木
造
高
架
桟
橋
か
ら
帆
船
に
直
接
積
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
貯
炭
場
か
ら
の
積
込
に
つ
い
て
は
人
夫
に
よ
る
担

ぎ
込
み
と
、
桟
橋
へ
の
炭
車
の
押
し
上
げ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
作
業
に
従
事
し
た
の
は
運
輸
課
所
属
の
船
積
直
轄
人
夫
で
あ
り
、

各
駅
の
作
業
員
を
含
め
る
と
、
そ
の
数
は
専
用
鉄
道
開
通
後
の
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
末
に
二
〇
〇
名
を
超
え
た
。
そ
の
後
、
出
炭

量
の
増
加
と
三
池
築
港
の
開
始
に
と
も
な
っ
て
、
三
池
炭
鉱
で
も
荷
役
の
請
負
制
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十

八
）
に
は
横
須
浜
の
積
込
作
業
の
一
部
が
請
負
業
者
の
坂
田
彦
市
に
委
託
さ
れ
た
（
６
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
口
之
津
港
で
は
地
元
の
請
負
業
者
で
あ
る
南
彦
七
郎
が
近
隣
の
農
村
か
ら
人
夫
を
集
め
、
約
二
〇
〇
名
の
人
夫
を
い
く

つ
か
の
組
に
編
成
し
、
配
下
の
小
頭
を
つ
う
じ
て
積
替
作
業
の
指
揮
・
監
督
に
あ
た
っ
た
（
７
）。
や
が
て
、
三
池
炭
の
積
出
高
が
増
え
る
と
人
夫

不
足
に
陥
り
、
特
に
農
繁
期
に
は
周
辺
の
漁
村
や
島
原
方
面
か
ら
人
手
を
集
め
て
く
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
８
）。
そ
の
た
め
、
一
八
九
八

年
（
明
治
三
十
一
）
に
は
鹿
児
島
県
庁
の
要
請
を
う
け
た
三
井
物
産
が
、
与
論
島
、
沖
永
良
部
島
、

�島
か
ら
二
四
〇
名
を
口
之
津
に
移
住

さ
せ
、
そ
の
生
活
お
よ
び
積
込
作
業
を
請
負
人
の
南
が
管

理
し
た
。
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三
池
港
開
港
後
の
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
四
月
に
は
、
口
之
津
で
の
荷
役
量
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
人
夫
の
三
池
移
住
が
計
画
さ

れ
る
。
当
時
の
鹿
児
島
県
島
嶼
部
出
身
の
人
夫
数
は
家
族
を
含
め
る
と
一
一
二
六
名
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
口
之
津
に
残
留
し
た
も
の
が
七

三
名
、
帰
島
し
た
も
の
が
六
二
三
名
（
種
子
島
六
三
名
、
沖
永
良
部
島
六
二
名
、
与
論
島
四
九
八
名
）
、
三
池
移
住
者
が
四
二
八
名
で
あ

っ
た
（
９
）。
そ
の
た
め
、
三
池
港
に
お
け
る
人
夫
数
は
増
加
し
、
直
轄
夫
が
一
二
一
三
名
（
船
積
以
外
の
稼
働
者
を
含
む
）
、
移
住
し
た
「
与
論

人
夫
」
二
九
二
名
（
稼
働
者
の
み
）
、
請
負
業
者
が
供
給
す
る
「
土
地
人
夫
」
約
四
〇
〇
名
、
合
計
一
九
〇
五
名
と
な
っ
た
（

�）。
運
輸
主
任
の

も
と
で
直
轄
夫
、
与
論
人
夫
、
土
地
人
夫
が
荷
役
作
業
を
遂
行
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

2

三
池

港
の

設
備

次
に
、
開
港
前
後
の
三
池
港
の
設
備
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
に
三

池
港
が
開
港
し
た
。
こ
れ
ま
で
口
之
津
港
で
三
池
炭
を
積
み
込
ん
で
い
た
多
く
の
汽
船
が
、
外
海
か
ら
内
港
に
い
た
る
約
一
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
（
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
水
路
と
、
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
通
路
を
も
つ
閘
門
を
通
っ
て
入
渠
し
、
三
池
港
（
船
渠
内
）
で
荷
役
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
船
渠
、
貯
炭
場
、
内
港
の
順
に
三
池
港
で
の
積
込
作
業
の
概
略
を
示
し
て
お
き
た
い
（
第

1図
）。

（
一
）
船
渠

船
渠
内
の
水
深
を
一
定
に
保
つ
た
め
の
最
も
重
要
な
施
設
が
閘
門
で
あ
る
。
一
枚
九
一
ト
ン
の
鋼
鉄
製
扉
（
二
枚
）
を
引
き
潮
の
際
に
閉

じ
、
満
潮
時
に
は
扉
を
開
放
し
て
常
に
水
深
を
二
八
フ
ィ
ー
ト
（
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
）
に
維
持
し
た
。
渠
内
の

�船
壁
は
一
六
〇
フ
ィ
ー

ト
（
約
四
九
メ
ー
ト
ル
）
で
、

�船
壁
前
の
水
深
は
常
時
三
〇
フ
ィ
ー
ト
に
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
た
。
開
港
時
に
は
一
万
ト
ン
級
の
汽

船
が
三
隻
同
時
に

�船
可
能
で
あ
っ
た
（

�）。
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渠
内
の

�船
壁
に
は
、
一
日
五
〇
〇
〇
ト
ン
前
後
（
設
計
上
一
時
間
あ
た

り
三
〇
〇
ト
ン
以
上
）
の
積
込
が
可
能
な
三
池
式
快
速
船
積
機
が
三
台
設
置

さ
れ
た
。
各
坑
な
い
し
貯
炭
場
か
ら
底
開
き
炭
車
で
搬
送
さ
れ
た
石
炭
は
、

�船
壁
に
並
行
し
て
設
け
ら
れ
た
ピ
ッ
ト
ポ
ケ
ッ
ト
（
堀
溝
）
上
ま
で
運
ば

れ
、
一
輛
ご
と
に
炭
車
の
底
を
開
い
て
船
積
機
の
炭
函
に
落
と
し
込
ま
れ
る
。

炭
函
は
必
要
な
高
さ
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
頂
部
で
自
動
的
に
転
覆
し
て

シ
ュ
ー
ト
に
石
炭
を
流
し
込
み
、
空
に
な
っ
た
炭
函
は
ピ
ッ
ト
ポ
ケ
ッ
ト
の

位
置
ま
で

�き
下
ろ
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
シ
ュ
ー
ト
か
ら

船
内
に
石
炭
が
放
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
船
の
大
小
や
潮
の
満
ち
引
き

に
よ
っ
て
ハ
ッ
チ
（
積
込
口
）
が
変
わ
る
た
め
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
シ
ュ
ー

ト
口
の
高
さ
、
傾
斜
を
調
整
し
、
石
炭
の
破
砕
を
防
止
で
き
る
よ
う
な
設
計

が
な
さ
れ
た
（

�）。

一
九
〇
九
年
一
月
の
試
運
転
結
果
に
よ
れ
ば
、
塊
炭
五
二
・
一
二
ト
ン
の

う
ち
一
六
・
八
一
ト
ン
（
約
三
・
二
割
）
が
粉
炭
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

横
須
浜
で
の
高
架
桟
橋
積
の
二
・
六
割
（
塊
炭
四
九
・
九
九
ト
ン
の
う
ち
一

三
・
〇
六
ト
ン
が
粉
炭
と
な
る
）
に
比
べ
る
と
悪
い
成
績
で
あ
っ
た
が
、
横

須
浜
積
の
場
合
は
口
之
津
や
長
崎
で
の
積
み
替
え
に
よ
っ
て
粉
炭
が
さ
ら
に

増
加
す
る
た
め
、
三
池
式
快
速
船
積
機
は
「
石
炭
破
砕
減
少
ノ
点
ニ
於
テ
良
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第1図 三池港平面図

①第一貯炭場 ④�船壁

②第二貯炭場 ⑤荷揚桟橋

③閘門 ⑥焚料用桟橋

備考）「三池港務所沿革史」第6巻、五十年史稿本70、90ページをもとに作図。

⑥
⑤

④



果
ヲ
奏
ス
可
キ
事
疑
ナ
キ
ガ
如
シ
」
と
さ
れ
た
（

�）。

（
二
）
貯
炭
場

開
港
時
に
塊
炭
用
の
貯
炭
場
と
し
て
第
一
貯
炭
桟
橋
が
落
成
し
た
。
第
一
貯
炭
場
は

�船
壁
の
背
後
に
位
置
し
、
専
用
鉄
道
と
連
絡
す
る

五
つ
の
桟
橋
で
構
成
さ
れ
、
桟
橋
の
下
に
は
ト
ン
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
。
底
開
き
炭
車
で
運
ば
れ
て
き
た
石
炭
は
、
高
架
桟
橋
よ
り
ト
ン
ネ

ル
に
投
下
さ
れ
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
貯
め
こ
ま
れ
た
石
炭
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
両
脇
の
漏
斗
を
通
じ
て
積
込
用
炭
車
へ
落
下
し
、
そ
の
積
込

用
炭
車
六
～
八
台
が
連
結
し
て
電
車
で
船
積
機
ま
で
移
動
す
る
（
空
車
は
ト
ン
ネ
ル
ま
で
戻
っ
て
く
る
）
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
（

�）。

開
港
の
翌
年
に
は
第
一
貯
炭
場
の
北
に
三
つ
の
木
造
高
架
桟
橋
が
築
造
さ
れ
、
主
に
粉
炭
用
と
し
て
利
用
さ
れ
た
（
当
時
は
粉
炭
桟
橋
と

呼
ば
れ
た
）
。
こ
の
第
二
貯
炭
桟
橋
の
両
脇
に
貯
蔵
さ
れ
た
石
炭
は
、
人
力
で
船
積
用
炭
車
に
積
み
込
ま
れ
、
炭
車
は
同
桟
橋
下
に
敷
設
さ

れ
た
軌
道
を
つ
う
じ
て
船
積
機
ま
で
移
動
し
た
。
一
九
一
一
年
に
は
桟
橋
と
船
積
機
の
間
に
電
車
線
が
連
結
さ
れ
た
（

�）。

ま
た
、
明
治
期
の
三
池
炭
鉱
で
は
船
舶
焚
料
用
（
三
池
炭
と
の
混
炭
用
）
と
し
て
主
に
山
野
炭
を
使
用
し
て
し
て
お
り
、
山
野
炭
を
艀
船

や
曳
船
に
積
み
込
む
た
め
、
船
渠
南
西
の
内
港
岸
壁
に
焚
料
用
桟
橋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
焚
料
用
桟
橋
付
近
に
貯
蔵
場
が
必
要
と
な

り
、
「
四
山
新
貯
炭
場
」
と
し
て
延
長
木
造
桟
橋
（
当
時
は
山
野
桟
橋
と
呼
ば
れ
た
）
が
建
造
さ
れ
、
九
州
鉄
道
で
運
ば
れ
て
き
た
山
野
炭

は
延
長
桟
橋
の
両
側
の
平
坦
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
（

�）。

（
三
）
内
港

内
港
の
大
部
分
は
、
船
渠
内
で
荷
役
を
行
わ
な
い
船
舶
（
入
渠
不
能
、
荷
役
待
ち
、
潮
待
ち
の
船
舶
）
の
碇
泊
地
と
し
て
築
造
さ
れ
た
。

外
港
と
閘
門
を
結
ぶ
航
路
区
域
を
水
深
干
潮
面
以
下
一
八
フ
ィ
ー
ト
（
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
）
に
浚
渫
し
た
う
え
で
、
漸
次
そ
の
他
の
海
面
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区
域
を
整
備
し
て
い
く
計
画
で
あ
っ
た
（

�）。

三
池
港
開
港
前
後
に
お
い
て
は
、
入
港
船
舶
に
対
す
る
焚
料
炭
は
横
須
浜
か
ら
内
港
ま
で
艀
で
運
搬
さ
れ
る
か
、
前
述
の
焚
料
用
桟
橋
で

艀
船
に
落
と
し
込
ま
れ
、
内
港
に
碇
泊
す
る
本
船
に
「
手
揚
げ
」
な
い
し
「
担
込
」
の
方
法
で
積
み
込
ま
れ
た
。
「
手
揚
げ
」
は
ヤ
ン
チ
ョ

イ
と
も
呼
ば
れ
、
本
船
の
舷
側
に
階
段
式
の
足
場
を
作
っ
て
人
夫
が
並
び
、
艀
の
石
炭
を
「
フ
ゴ
」
（
藁
製
の
か
ご
）
に
入
れ
て
手
渡
し
で

ハ
ッ
チ
ま
で
運
び
入
れ
た
。
「
担
込
」
と
は
、
艀
か
ら
本
船
に
道
板
を
架
け
て
、
石
炭
を
荷
か
ご
（
竹
製
の
か
ご
を
紐
で
担
ぎ
棒
に
括
り
付

け
た
も
の
）
に
入
れ
た
人
夫
が
そ
の
道
板
を
渡
っ
て
船
内
に
積
み
込
む
方
法
で
あ
る
（

�）。
一
九
〇
八
年
に
は
、
船
渠
内
に
荷
揚
桟
橋
が
建
造
さ

れ
て
お
り
、
船
渠
内
で
の
焚
料
炭
の
補
給
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
ヤ
ン
チ
ョ
イ
の
ほ
か
に
、
陸
か
ら
舷
側
に
板
を
か
け

て
人
力
で
担
ぎ
込
む
場
合
も
あ
っ
た
（

�）。

一
九
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
型
の
船
が
碇
泊
で
き
る
よ
う
に
内
港
の
浚
渫
が
す
す
め
ら
れ
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
は
内
港
の
航

路
筋
と
北
側
全
体
（
総
面
積
約
五
万
坪
）
が
干
潮
面
以
下
二
六
フ
ィ
ー
ト
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
に
掘
り
下
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
に
は
船
舶
の
大
型
化
の
傾
向
を
み
て
と
り
、
喫
水
二
八
フ
ィ
ー
ト
（
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
船
舶
も
入
港
で
き
る
よ
う
に

計
画
が
修
正
さ
れ
、
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
に
は
干
潮
面
以
下
三
五
フ
ィ
ー
ト
（
一
一
メ
ー
ト
ル
弱
）
ま
で
浚
渫
さ
れ
た
（

�）。

3

三
池

炭
の

仕
向

先

つ
づ
い
て
、
三
池
炭
の
仕
向
先
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
第

1表
に
よ
れ
ば
、
三
池
港
に
入
港
し
た
船
舶
は
開
港
翌
年
の
一
九
〇
九
年

（
下
期
の
み
）
に
一
〇
〇
隻
を
超
え
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
六
三
二
隻
に
達
し
た
。
日
本
船
に
関
し
て
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十

一
）
に
前
年
の
四
一
一
隻
・
約
九
〇
万
総
ト
ン
か
ら
五
〇
五
隻
・
一
三
〇
万
総
ト
ン
に
増
大
し
て
い
る
。
外
国
船
に
つ
い
て
は
、
世
界
大
戦

勃
発
に
と
も
な
う
東
洋
海
域
か
ら
の
引
き
揚
げ
に
よ
っ
て
減
少
し
た
も
の
の
、
戦
後
ゆ
る
や
か
に
増
大
し
、
一
九
二
三
年
か
ら
二
四
年
に
か
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け
て
一
二
一
隻
・
約
七
一
万
総
ト
ン
か
ら
二
一
九
隻
・
一
三
五
万
総
ト
ン
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
船
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
、

外
国
船
は
一
九
三
〇
年
代
に
増
加
傾
向
を
み
せ
て
お
り
、
入
港
船
合
計
は
一
〇
〇
〇
隻
前
後
を
推
移
し
た
。

三
池
炭
の
積
出
高
を
示
し
た
第

2表
に
よ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
は
三
池
港
（
四
山
積
）
か
ら
の
外
国
送
り
が
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
最

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）
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第1表 三池港の入港船舶数 （単位：隻、総トン）

日本船 外国船 合計

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数

1908年（明治41） 69 69

1909年（明治42） 136 12 148

1910年（明治43） 270 94 370

1911年（明治44） 264 454,738 83 221,024 347 675,762

1912年（明治45） 173 308,997 32 94,259 205 403,256

1913年（大正2） 322 877,964 114 518,944 436 1,396,908

1914年（大正3） 310 861,486 89 445,024 399 1,306,510

1915年（大正4） 317 874,128 52 292,246 369 1,166,374

1916年（大正5） 348 936,966 45 236,132 393 1,173,098

1917年（大正6） 428 951,821 60 295,229 488 1,247,050

1918年（大正7） 582 875,616 50 225,058 632 1,100,674

1919年（大正8） 501 893,891 98 502,693 599 1,396,584

1920年（大正9） 441 830,072 103 568,047 544 1,398,119

1921年（大正10） 411 879,688 106 634,804 517 1,514,492

1922年（大正11） 505 1,324,844 110 705,599 623 2,030,443

1923年（大正12） 513 1,424,957 121 715,065 634 2,140,022

1924年（大正13） 537 1,566,621 219 1,354,314 756 2,920,935

1925年（大正14） 643 1,835,667 160 1,090,406 803 2,926,073

1926年（大正15） 768 2,544,985 183 1,252,230 951 3,797,215

1927年（昭和2） 840 2,956,704 170 1,210,639 1,010 4,167,343

1928年（昭和3） 900 3,059,352 146 964,891 1,046 4,024,243

1929年（昭和4） 969 3,285,682 179 1,178,922 1,148 4,464,604

1930年（昭和5） 928 3,069,815 169 1,136,356 1,097 4,206,171

1931年（昭和6） 860 2,802,056 117 820,098 977 3,622,154

1932年（昭和7） 756 2,293,096 156 1,078,283 912 3,371,379

1933年（昭和8） 968 3,170,549 236 1,569,126 1,204 4,739,675

1934年（昭和9） 901 2,933,497 296 1,889,837 1,197 4,823,334

1935年（昭和10） 887 2,772,220 411 2,455,403 1,298 5,227,623

出所）「三池港務所沿革史」第1巻、五十年史稿本65、81ページより作成。

注） 1.1909年、1912年は下期のみ。

2.1922年の隻数合計が合わないが原典どおり。



も
多
く
、
約
六
〇
～
八
〇
万
ト
ン
が
海
外
市
場
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
特
殊
な
炭
質
を
も
つ
三
池

炭
は
国
内
炭
一
般
と
比
べ
る
と
需
要
先
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
（

�）。
大
戦
ブ
ー
ム
期
以
降
、
筑
豊
炭
な
ど
他
地
域
の
石
炭
の
大
部
分
が
国
内

市
場
で
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
相
対
的
に
工
場
用
に
不
向
き
で
あ
っ
た
三
池
炭
に
と
っ
て
輸
出
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
つ

づ
け
た
の
で
あ
る
。
輸
出
市
場
の
内
訳
は
、
一
九
二

〇
年
代
半
ば
ま
で
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

順
に
大
き
く
、
そ
の
三
つ
で
全
輸
出
高
の
八
～
九
割

を
占
め
て
い
た
（

�）。

ま
た
、
船
舶
焚
料
用
と
し
て
の
積
出
高
を
み
て
み

る
と
、
特
に
一
九
二
二
年
に
内
国
船
向
け
が
増
加
し

て
全
体
に
占
め
る
比
率
を
上
昇
さ
せ
て
お
り
、
一
九

二
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
は
約
三
〇
万
ト
ン
に
達
し
、

そ
れ
以
降
は
五
〇
～
六
〇
万
ト
ン
台
で
推
移
し
た
。

全
体
に
占
め
る
比
率
も
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は

二
割
を
超
え
、
一
九
三
四
年
に
外
国
送
り
よ
り
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
内

港
の
浚
渫
と
三
井
物
産
船
舶
部
の
焚
き
方
指
導
が
そ

の
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
外
国

船
用
の
焚
料
炭
は
一
九
二
四
年
に
急
増
し
、
一
九
三
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（単位：トン）

横須浜積
汽車
積出

地売渡
コークス
原料

自家用
焚料

合計
比率 帆船積 比率

5％ 440,023 22％ 22,086 26,802 128,341 205,426 1,961,332

6％ 328,782 18％ 18,286 19,574 149,144 211,735 1,790,548

7％ 418,578 22％ 19,250 13,643 152,293 230,579 1,922,393

5％ 363,436 18％ 47,262 16,543 216,849 250,273 2,013,781

6％ 308,101 16％ 81,918 21,017 226,387 303,109 1,959,603

7％ 351,527 18％ 105,556 26,828 184,621 322,683 1,972,320

5％ 307,452 15％ 85,576 24,280 221,385 290,284 2,008,215

5％ 199,361 12％ 40,547 15,621 177,492 291,310 1,605,696

13％ 212,085 11％ 56,095 22,038 122,086 289,836 1,849,951

13％ 245,593 13％ 62,413 25,255 112,522 261,699 1,841,522

16％ 133,647 7％ 49,869 19,034 187,493 267,722 1,836,966

17％ 139,561 7％ 58,876 25,465 177,764 278,821 2,003,338

20％ 148,230 6％ 59,700 26,187 208,986 234,895 2,388,798

25％ 150,454 7％ 82,573 24,523 247,826 209,193 2,312,528

26％ 139,649 6％ 73,211 27,277 271,788 243,349 2,306,851

26％ 168,874 7％ 76,669 27,273 267,830 252,761 2,535,636

23％ 113,721 5％ 58,396 26,330 249,598 243,122 2,242,267

24％ 93,762 5％ 39,043 21,878 278,667 221,849 2,059,558

22％ 107,050 6％ 22,777 26,010 241,476 238,113 1,915,799

24％ 94,286 4％ 23,418 23,222 267,698 234,045 2,379,498

26％ 117,243 5％ 32,609 26,621 288,174 255,492 2,374,774

25％ 132,065 5％ 27,008 45,584 322,375 254,959 2,480,289



〇
年
代
半
ば
ま
で
二
〇
～
三
〇
万
ト
ン
で
推
移
し
た
。

全
体
の
比
率
は
内
国
船
よ
り
も
小
さ
い
が
、
そ
れ
で

も
一
割
前
後
を
占
め
て
お
り
、
三
池
炭
の
主
要
な
販

路
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

な
お
、
横
須
浜
の
帆
船
積
出
高
は
第
一
次
世
界
大

戦
期
に
お
い
て
も
三
〇
～
四
〇
万
ト
ン
台
で
全
体
の

約
二
割
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
も
約
二
〇
万
ト
ン

を
維
持
し
て
い
た
が
、
一
九
二
四
年
以
降
は
一
〇
万

ト
ン
前
後
を
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
、
横

須
浜
か
ら
の
積
出
先
を
第

3表
で
み
て
み
よ
う
。
第

2表
の
横
須
浜
帆
船
積
の
数
値
と
合
致
し
な
い
が
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
く
、
趨
勢
を
捉
え
る
た
め

に
は
問
題
な
い
と
考
え
る
。

三
池
港
の
開
港
直
後
に
お
け
る
横
須
浜
か
ら
の
積

出
先
は
口
之
津
と
長
崎
で
大
部
分
が
占
め
ら
れ
て
お

り
（
合
計
約
九
〇
万
ト
ン
）
、
塩
田
お
よ
び
そ
の
他

瀬
戸
内
沿
岸
、
有
明
海
沿
岸
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
万
ト

ン
以
上
が
積
み
出
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
代
前

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）
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第2表 三池炭の積出高

四山積

汽船積
（外国送）

比率
汽船積
（内地送）

比率 帆船積
焚料炭

（外国船）
比率

焚料炭
（内国船）

1914年（大正3） 828,324 42％ 78,203 4％ 27,038 110,468 6％ 94,621

1915年（大正4） 774,205 43％ 74,824 4％ 31,187 74,369 4％ 108,442

1916年（大正5） 796,732 41％ 63,763 3％ 57,113 40,115 2％ 125,329

1917年（大正6） 821,364 41％ 93,304 5％ 42,696 62,584 3％ 99,470

1918年（大正7） 693,975 35％ 137,996 7％ 30,448 42,008 2％ 114,144

1919年（大正8） 634,048 32％ 100,270 5％ 22,928 88,917 5％ 134,942

1920年（大正9） 748,839 37％ 92,168 5％ 27,889 102,637 5％ 107,705

1921年（大正10） 591,056 37％ 39,668 2％ 28,348 138,057 9％ 84,236

1922年（大正11） 637,161 34％ 91,250 5％ 21,935 155,374 8％ 242,092

1923年（大正12） 663,218 36％ 71,048 4％ 21,227 144,596 8％ 233,951

1924年（大正13） 526,434 29％ 61,632 3％ 30,914 273,422 15％ 286,799

1925年（大正14） 673,892 34％ 69,333 3％ 26,480 216,422 11％ 336,724

1926年（大正15） 888,817 37％ 59,643 2％ 17,294 276,110 12％ 468,936

1927年（昭和2） 701,827 30％ 54,525 2％ 11,323 255,540 11％ 574,744

1928年（昭和3） 696,038 30％ 71,220 3％ 14,788 172,764 7％ 596,767

1929年（昭和4） 762,873 30％ 89,674 4％ 7,712 234,790 9％ 647,180

1930年（昭和5） 737,640 33％ 76,511 3％ 6,047 208,384 9％ 522,518

1931年（昭和6） 680,037 33％ 77,619 4％ 5,069 151,709 7％ 489,925

1932年（昭和7） 548,218 29％ 74,235 4％ 35,517 195,097 10％ 427,306

1933年（昭和8） 684,362 29％ 162,633 7％ 45,231 276,317 12％ 568,286

1934年（昭和9） 498,289 21％ 180,942 8％ 74,500 279,470 12％ 621,434

1935年（昭和10） 475,198 19％ 172,177 7％ 80,549 347,450 14％ 622,924

出所）「三池港務所沿革史」第9巻、商事会計、五十年史稿本72�2。



半
に
お
い
て
も
、
口
之
津
行
き
は
急
減
し
た
と
は
い
え
二
〇
万
ト
ン
前
後
を
維
持
し
て
い
る
。
三
池
港
の
完
成
に
よ
っ
て
三
池
炭
の
流
通
費

は
大
き
く
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
（

�）、
口
之
津
で
の
積
み
替
え
作
業
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
世

界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
外
国
船
舶
の
入
港
減
（
焚
料
炭
の
需
要
減
）
の

�り
を
う
け
て
一
〇
万
ト
ン
未
満
と
な
り
、
一
九
二
三
年
（
大
正

十
二
）
に
は
口
之
津
で
の
三
池
炭
積
込
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
長
崎
行
き
の
積
出
高
は
三
池
港
開
港
後
も
大
き
な
変
化
が
み
ら

れ
な
い
。
口
之
津
と
同
様
に
、
大
戦
後
に
な
る
と
減
少
し
て
い
く
が
、
一
九
二
三
年
だ
け
は
約
一
二
万
ト
ン
と
急
増
し
て
い
る
。

以
上
、
三
池
炭
の
積
出
状
況
を
概
観
し
た
が
、
国
内
の
船
舶
に
対
す
る
焚
料
炭
積
出
が
急
増
し
た
一
九
二
二
年
、
口
之
津
港
が
廃
止
さ
れ

横
須
浜
か
ら
の
長
崎
行
き
が
増
え
た
一
九
二
三
年
、

外
国
船
の
焚
料
炭
積
出
が
増
加
し
た
一
九
二
四
年
に

注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
で
は
、
三
池
炭
の

需
要
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
一
九
二
二
～

二
四
年
に
か
け
て
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た

の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

（

1）
口
之
津
港
ま
で
は
三
池
炭
鉱
の
自
社
船
と
「
番

船
」
と
呼
ば
れ
る
地
元
の
帆
船
業
者
が
輸
送
し
た
。

ま
た
、
口
之
津
港
に
お
け
る
汽
船
へ
の
積
込
作
業

と
揚
地
ま
で
の
輸
送
は
三
井
物
産
が
担
当
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
木
庭
俊
彦
「
明
治
期
の
三
井

三
池
炭
鉱
と
帆
船
輸
送
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
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（単位：トン）

その他
瀬戸内沿岸

塩田
地元売

有明港各地
その他 合計

150,380 112,050 8,960 1,272,580

136,600 170,070 5,100 1,249,110

44,721 54,710 7,029 493,960

40,659 35,321 20,479 501,497

48,402 0 746 5,789 481,542

23,148 0 35,365 8,459 440,986

23,248 0 37,948 6,273 330,546

4,027 39,299 0 6,712 370,163

2,006 21,806 59,702 2,600 367,091

3,726 31,744 40,479 0 314,235

4,704 34,561 73,172 194 375,935

144,920 335,040

83,650 222,140

112,172 230,631

41,866 74,280 255,218

45,706 45,677 143,018

51,599 56,631 166,324

45,189 82,809 168,983

鉱業所1616、1912～1916年は「官衙往復」三池鉱業所1550�1555。

役所往復」三池鉱業所1617�1624。

商社」分、17年以降は有明海沿岸と八代、水俣、天草など周辺港



四
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。
な
お
、
三
井

鉱
山
合
資
会
社
は
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）

に
合
名
会
社
に
改
組
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
〇
九

年
（
明
治
四
十
二
）
に
三
井
合
名
会
社
鉱
山
部
、

一
九
一
一
年
に
三
井
鉱
山
株
式
会
社
と
な
る
。
こ

こ
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
す
べ
て
「
三
井

鉱
山
」
と
す
る
。

（

2）
以
下
の
記
述
は
「
沿
革
史
」
第
一
巻
、
一
〇
四

～
一
一
二
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
三
池
港
務
所
の
組
織

お
よ
び
港
湾
労
働
者
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
す

る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
必
要
な
限
り
の
記
述
に

と
ど
め
る
。

（

3）
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
、
副
産
物
の
運
賃
は
ひ
と
ま

ず
ト
ン
哩
あ
た
り
三
銭
一
厘
と
決
定
し
た
。

（

4）
横
須
浜
で
の
積
込
賃
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
料
率
を
定
め
て
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

（

5）
三
井
鉱
山
本
店
は
付
け
替
え
ら
れ
た
金
額
を
売

炭
代
金
か
ら
差
し
引
い
て
償
却
し
た
（「
沿
革
史
」

第
九
巻
、
九
三
～
九
五
、
一
四
九
、
一
八
四
～
一

八
五
ペ
ー
ジ
）。

（

6）
「
沿
革
史
」
第
八
巻
、
二
、
四
二
、
二
六
五
、
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第3表 横須浜の積出先推移

口之津 長崎 高島 呉 佐世保 大阪 神戸

1907年（明治40） 769,010 182,080 16,570 2,490 3,800 16,710 10,580

1908年（明治41） 710,260 172,280 16,550 9,260 1,770 16,460 10,750

1911年（明治44） 180,824 142,714 27,475 8,794 2,256 15,515 9,922

1912年（明治45） 188,756 165,201 18,085 5,071 2,127 13,865 11,932

1913年（大正2） 220,613 166,901 12,644 6,445 1,402 9,480 9,120

1914年（大正3） 206,514 138,846 9,324 2,020 2,178 5,947 9,185

1915年（大正4） 139,571 101,139 7,228 2,350 1,961 3,843 6,985

1916年（大正5） 172,923 119,543 12,498 1,500 1,911 10,177 1,573

1917年（大正6） 81,688 180,787 7,498 463 2,786 4,950 2,805

1918年（大正7） 74,113 137,950 4,807 1,556 3,248 9,961 6,651

1919年（大正8） 107,803 112,339 3,783 1,352 2,389 18,946 16,692

1920年（大正9） 79,140 110,980

1921年（大正10） 71,720 51,900 14,870

1922年（大正11） 62,889 38,645 14,474 2,451

1923年（大正12） 0 119,244 18,470 1,358

1924年（大正13） 0 35,659 915 1,115 11,935 2,011

1925年（大正14） 0 35,441 1,703 1,475 16,966 2,509

1926年（大正15） 0 16,642 1,574 1,288 19,284 2,197

出所） 1907～1908年は「官衙往復」明治42年分、三池鉱業所1547。1911年は「大牟田町役場往復」三池

1917年は「官衙往復」（三池鉱業所1556）と「市役所往復」（三池鉱業所1617）、1918～1926年は「市

注） 1.石炭とコークスの合計。

2.1907～1908年の塩田は「塩田其他」と表記されており、瀬戸内沿岸向けを含むと推測される。

3.1912～15年までのその他瀬戸内沿岸には塩田も含まれると推測される。

4.地元売有明港各地については、1907、08年は「三池」、11年は「地売物産扱」、12と14年は「石炭

の合計。

5.1920、21、22年の内訳は不明な点が多く、「その他」で一括されている。



二
六
六
ペ
ー
ジ
、
「
沿
革
史
」
第
二
巻
、
一
一
九
～
一
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
7）

一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
に
南
と
三
井
物
産
が
「
石
炭
運
搬
労
働
契
約
」
を
締
結
し
た
。
以
下
の
記
述
は
断
り
の
な
い
限
り
、
「
三
井
鉱

山
五
十
年
史
稿
」
（
巻
二
〇
、
輸
送
及
販
売
二
、
七
二
～
七
三
ペ
ー
ジ
、
五
十
年
史
稿
本
二
二
）。
な
お
、
口
之
津
で
の
港
湾
荷
役
に
関
し
て
は
、

大
島
久
幸
「
明
治
期
三
井
物
産
に
お
け
る
荷
役
業
務

�口
之
津
港
の
事
例
」（『
高
千
穂
論
叢
』
第
四
〇
巻
第
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

（

8）
南
朝
彦
氏
（
南
彦
七
郎
の
子
息
）
は
、
「
人
夫
ハ
土
地
ノ
百
姓
ガ
大
部
分
デ
シ
テ
、
農
繁
期
ニ
ナ
ル
ト
農
業
ニ
人
手
ガ
ウ
バ
ハ
レ
閉
口
シ
マ

シ
タ
。
従
テ
人
夫
ヲ
遠
隔
ノ
地
ヨ
リ
募
集
セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
、
私
ガ
マ
ダ
子
供
ノ
頃
、
父
ト
一
緒
ニ
島
原
ノ
北
ノ
革
細
工
ヲ
ス
ル
村

ニ
行
ツ
テ
人
ヲ
求
メ
テ
キ
タ
事
ヲ
記
憶
シ
テ
オ
リ
マ
ス
、
又
或
時
ハ
私
ノ
家
ノ
特
別
縁
故
ノ
ア
ル
漁
村
ヨ
リ
人
手
ヲ
借
リ
テ
手
不
足
ヲ
補
ツ
タ

事
モ
ア
リ
マ
シ
タ
」
と
回
顧
し
て
い
る
（「
談
話
聴
取
録
三
池
」
其
四
、
一
八
ペ
ー
ジ
、
五
十
年
史
稿
本
五
二
〇
）。

（

9）
一
九
〇
九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
九
州
炭
礦
事
務
所
長
牧
田
環
発
三
井
物
産
石
炭
部
長
宛
「
口
之
津
人
夫
請
負
人
以
上
臨
時
手
当
支
給
ノ
件
」

（
「
沿
革
史
」
第
十
巻
、
五
三
～
五
六
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

10）
「
沿
革
史
」
第
八
巻
、
六
ペ
ー
ジ
。

（

11）
「
沿
革
史
」
第
四
巻
、
一
二
四
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
。

（

12）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
三
五
～
四
四
ペ
ー
ジ
。

（

13）
「
三
池
式
石
炭
積
込
器
械
運
転
成
績
報
告
書
」（
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
三
〇
～
三
三
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

14）
「
沿
革
史
」
第
四
巻
、
六
六
～
六
八
ペ
ー
ジ
、「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
二
六
三
～
二
六
五
ペ
ー
ジ
。

（

15）
一
九
一
七
年
に
は
桟
橋
が
増
設
さ
れ
て
い
る
（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
二
七
九
～
二
八
三
ペ
ー
ジ
）。

（

16）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
二
一
八
～
二
二
一
ペ
ー
ジ
。

（

17）
「
沿
革
史
」
第
四
巻
、
七
〇
～
七
一
ペ
ー
ジ
。

（

18）
「
沿
革
史
」
第
七
巻
、
七
ペ
ー
ジ
。

（

19）
な
お
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
渠
内
の
荷
揚
桟
橋
に
よ
る
艀
積
み
の
方
が
経
費
節
減
と
な
っ
た
た
め
、
内
港
西
南
の
焚
料
用
桟
橋
は
次
第
に
利

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
二
二
二
～
二
二
三
ペ
ー
ジ
）。
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（

20）
「
沿
革
史
」
第
四
巻
、
一
四
九
～
一
五
四
ペ
ー
ジ
、「
五
十
年
史
港
務
所
年
譜
資
料
」
一
九
二
一
年
十
月
三
日
、
稿
本
八
三
二

�一
。

（
21）

詳
し
く
は
前
掲
北
澤
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
三
池
炭
の
販
売
動
向
」
を
参
照
。
北
澤
論
文
と
重
複
す
る
が
、
三
池
港
に
お
け
る
石
炭
積
込

の
機
械
化
と
深
く
関
わ
る
た
め
、
輸
出
お
よ
び
船
舶
焚
料
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（

22）
「
沿
革
史
」
第
九
巻
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（

23）
三
井
物
産
三
池
支
店
長
の
赤
羽
克
己
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
三
池
築
港
に
は
ト
ン
当
た
り
約
一
円
の
節
減
効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
前

掲
『
三
井
事
業
史
』
第
三
巻
上
、
一
九
ペ
ー
ジ
）。

二
三
池
港
に
お
け
る
荷
役
問
題

1

需
要
の
動
向

（
一
）
海
外
市
場
の
実
情

ま
ず
、
主
な
輸
出
先
で
あ
っ
た
上
海
と
香
港
に
お
け
る
三
井
物
産
の
位
置
と
需
要
家
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
第

4表
は
、

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
の
上
海
に
お
け
る
主
要
石
炭
商
の
直
売
高
を
消
費
先
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
に

三
井
、
三
菱
、
古
河
、
満
鉄
と
の
間
で
「
五
社
販
売
協
定
（
開
平
協
定
）
」
を
結
ん
だ
開

�炭
礦
（
開
平
社
）
が
、
も
っ
と
も
多
く
の
石
炭

を
直
接
需
要
家
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
１
）。
三
菱
（
商
事
）
が
市
場
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
一
方
で
、
三
井
物
産
は

全
消
費
高
の
約
四
分
の
一
に
あ
た
る
三
六
万
ト
ン
を
直
接
需
要
家
に
販
売
し
て
い
る
（
２
）。

上
海
市
場
で
の
消
費
先
は
電
気
工
場
、
船
舶
用
、
紡
織
工
場
の
順
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
（
一
万
ト
ン
以
上
の
需
要
家
の
み
）
を
示
し
た
第

5表
に
よ
れ
ば
、
上
海
電
気
局
が
最
大
の
需
要
家
で
三
井
物
産
、
開

�炭
礦
、
古
河
鉱
業
が
三
池
炭
、
撫
順
炭
、
鴻
基
炭
、
開
平
炭
を
納
入
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し
て
い
た
。
ま
た
、
船
舶
焚
料
用
と
し
て
は
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
社
（
太
古
社
）
が
一
社
で

一
二
万
ト
ン
を
記
録
し
て
い
る
。
な
お
、
上
海
に
お
け
る
「
信
用
比
較
的
確
実
ナ
ル
得
意
先

ハ
石
炭
輸
入
商
ニ
於
テ
直
接
契
約
ノ
方
針
」
を
と
っ
て
い
る
が
、
地
方
工
場
な
ど
そ
の
他

「
支
那
人
経
営
ノ
諸
工
場
」
に
関
し
て
は
、
仲
買
人
が
経
営
等
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
た

め
、「
外
部
ノ
侵
入
ヲ
許
サ
」
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
と
し
て
も
、「
石
炭

消
費
者
ニ
対
ス
ル
直
売
ニ
多
ク
ヲ
望
ミ
難
シ
ト
セ
バ
、
結
局
仲
買
人
ノ
操
縦
其
宜
シ
キ
ヲ
得

テ
、
取
扱
高
ノ
増
加
ヲ
計
ラ
サ
ル
可
ラ
ズ
」
と
し
て
い
る
（
３
）。
仲
買
人
の
販
売
取
扱
高
は
全
体

の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
（
前
掲
第

4表
）
、
第

5表
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
紡
織
工

場
や
地
方
送
り
な
ど
諸
工
場
へ
の
小
口
納
入
が
多
い
。

つ
づ
い
て
、
第

6表
で
香
港
に
お
け
る
輸
入
高
推
移
を
石
炭
商
別
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

三
井
物
産
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
取
扱
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
全
体

の
三
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。
三
菱
は

G
reen

Isla
n
d

C
em

en
t,

S
ta
n
d
a
rd

O
il,
日

本
郵
船
、

P
&

O
な
ど
の
契
約
を
有
し
て
い
た
が
、
実
際
の
引
渡
高
は
「
極
メ
テ

�少
」
で
、

地
売
り
で
は
緊
縮
方
針
を
取
っ
て
い
た
た
め
、
第
一
世
界
大
戦
後
に
は
一
〇
万
ト
ン
未
満
の

取
扱
高
で
推
移
し
た
（
４
）。
開

�炭
礦
は
三
井
物
産
に
次
ぐ
輸
入
高
を
記
録
し
て
い
る
も
の
の
、
一
九
二
四
年
に
お
い
て
は
、
戦
乱
（
奉
直
戦
争
）

の
た
め
輸
送
機
関
の
運
行
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
主
力
を
上
海
市
場
に
注
い
で
い
る
こ
と
、
対
日
為
替
が
騰
貴
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

影
響
し
て
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
輸
入
高
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
は
、
鈴
木
商
店
と
山
下
汽
船
（
山
下
鉱

業
）
で
あ
っ
た
が
、
三
井
物
産
に
し
て
み
れ
ば
、
鈴
木
商
店
は
「
単
ニ
放
漫
ナ
ル
乱
売
政
策
ノ
結
果
」
で
あ
り
、
山
下
は
主
に
自
家
船
焚
料
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第4表 上海における主要石炭商別直売高（1922年）

（単位：トン）

三井物産 開平社 三菱 古河 仲買及び雑 合計

紡織 93,300 50,500 106,900 250,700

絹糸 3,800 3,400 181,100 188,300

電気 160,000 170,000 7,500 27,000 364,500

雑 13,900 58,600 7,000 41,000 120,500

造船 3,500 24,000 7,000 34,500

船舶 90,000 103,000 15,000 105,000 313,000

鉄道 0 0 80,000 80,000

家事 0 0 150,000 150,000

計 364,500 409,500 15,000 14,500 698,000 1,501,500

出所） 三井物産石炭部稲葉今三郎「上海出張報告」1923年、三井文庫所蔵未整

理資料。
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第5表 需給一覧（主要な需要家別） （単位：トン）

名称 石炭需要高 供給者 炭種

紡織工場 ShanghaiCottonmfgco. 34,500 三井 三池、山東

JapanChinaSp・g&W・rgCo. 18,000 三井 三池、撫順

EwoCottnmill 20,000 三井 三池

Yangtszepoocottonmill 13,000 開� 開平

SanSingCottonmfgCo. 16,000 湧記、裕昌、義泰興 撫順、開平

PaoCheongCottonSp・g&
W・rgCo.

15,000 宝成長 開平、雑炭

WingonCottonmill 11,000 劉鴻生 開平

Jungyihcottonmill 12,000 雑商 雑炭

合計 250,700

上海約定
地方送り

DohSungCottonmill（通州
海門）

25,000 仲買人 撫順、中興

合計 44,500

絲� 181,150

電気工場 ShanghaimunicipalElectricity 327,500 三井、開�、古河 三池、撫順、ホンゲ
イ、開平

FrenchTram way 10,000 開� 開平

PootungElectricity 20,000 雑

合計 364,500

絹糸工場 7,200

造船工場 ShanghaiDock 13,500 三井、開� 三池（3,500）、開平
（10,000）

KiangnanDock 15,000 開�、仲買 開平

合計 34,750

諸工場 ShanghaiGas 24,000 三井、古河、東亜通
商

松島（10,000）、目
尾（7,000）、満ノ浦
切（7,000）

ShanghaiWaterＷork 22,000 開� 開平

BritishcigarettesCo. 18,000 開� 開平

合計 120,500

船舶焚料 Butterfield& Swire 120,000 三井、開�、仲買 三池、開平、中興、
長興、六河溝福中

Chinemerchants 60,000 三井、開�、三菱、
中興

撫順、開平、崎戸、
中興

NissinKisenKaisha 44,000 三井、安川 撫順、明治切

Whangpooconservancy 10,800 開� 開平

JardineMatheson 12,000 開� 開平

ChineseNavy 30,000 仲買 中興、溜川

HoononS.S.Co 10,000 仲買 六河溝

NingposhaoshingS.N.Co. 10,000 仲買 中興、六河溝

M.M 14,000 中興 中興切

合計 332,200

出所） 第4表と同じ。
注） 1.内訳については1万トン以上の需要高のみを掲載。

2.第4表と数値が合致しないが原典どおり。



炭
供
給
で
「
商
売
方
針
ハ
鈴
木
商
店
ト
大
差
無
」
い
と

み
て
い
た
。

第

7表
の
と
お
り
、
香
港
市
場
の
消
費
先
は
、
艦
船

焚
料
（
約
六
二
万
ト
ン
）
で
半
分
以
上
が
占
め
ら
れ
て

お
り
、
広
東
送
り
生
糸
工
場
用
（
約
七
万
ト
ン
）
、
電

燈
電
力
、
広
東
送
り
小
蒸
気
船
用
、
製
糖
と
続
い
て
い

る
。
艦
船
焚
料
の
な
か
で
も
、
太
古
社
（
バ
タ
ー
フ
ィ

ー
ル
ド
社
）
と
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
が
主
要
な

需
要
家
で
あ
っ
た
が
、
三
井
物
産
の
主
な
納
入
先
は
、

太
古
社
、

H
em

a
zee,

J
.
C
.
J
.
L
（

J
a
v
a

C
h
in
a

J
a
p
a
n

L
in
e）
な
ど
で
あ
っ
た
。

H
em

a
zee
は
「
ペ

ル
シ
ヤ
ニ
於
ケ
ル
三
井
物
産
ト
モ
謂
フ
ベ
キ
巨
商
ニ
シ

テ
当
地
ニ
本
拠
ヲ
構
へ
」
、
土
地
投
資
・
船
舶
業
・
貿

易
業
を
経
営
す
る
会
社
で
あ
り
、

J
.
C
.
J
.
L
は
本
社

を
バ
タ
ビ
ヤ
に
置
く
船
会
社
で
「
永
年
当
社
ト
最
モ
親

厚
ナ
ル
関
係
ア
リ
、
絶
対
ニ
当
社
ヲ
信
頼
シ
年
度
契
約

ノ
如
キ
モ
最
初
ノ
指
値
其
儘
ニ
テ
即
座
ニ
引
受
ケ
」
る

程
の
得
意
先
で
あ
っ
た
（
５
）。
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第6表 香港輸入高（主要四社） （単位：トン）

三井物産
開�炭鉱
（開�社）

三菱商事 鈴木商店 山下汽船
総計

取扱高 比率 取扱高 比率 取扱高 比率 取扱高 比率 取扱高 比率

1906年 352,139 33％ 88,764 8％ 1,080,953

1907年 486,510 43％ 111,610 10％ 1,144,015

1908年 432,134 39％ 138,336 13％ 1,099,833

1909年 520,225 41％ 117,808 9％ 1,261,690

1910年 606,921 48％ 116,774 9％ 1,256,355

1911年 606,027 48％ 125,765 10％ 1,261,672

1912年 677,765 55％ 59,000 5％ 162,142 13％ 1,239,144

1913年 696,532 47％ 119,794 8％ 231,360 16％ 19,825 1％ 1,487,750

1914年 664,126 41％ 239,005 15％ 193,200 12％ 55,099 3％ 1,613,111

1915年 592,474 46％ 233,741 18％ 175,646 14％ 3,885 0％ 1,282,260

1916年 643,231 50％ 192,525 15％ 161,507 13％ 11,793 1％ 1,278,942

1917年 648,094 50％ 169,448 13％ 134,144 10％ 7,333 1％ 1,293,012

1918年 350,906 42％ 116,472 14％ 88,423 11％ 7,075 1％ 9,080 1％ 836,439

1919年 402,988 41％ 134,013 14％ 72,318 7％ 10,329 1％ 12,282 1％ 981,835

1920年 444,077 39％ 227,666 20％ 75,129 7％ 16,646 1％ 1,500 0％ 1,131,235

1921年 515,168 37％ 264,975 19％ 64,690 5％ 73,270 5％ 3,482 0％ 1,403,337

1922年 530,260 41％ 168,494 13％ 65,355 5％ 101,586 8％ 21,715 2％ 1,289,795

1923年 525,974 36％ 228,051 16％ 83,943 6％ 138,567 10％ 43,608 3％ 1,445,118

1924年 524,931 35％ 147,168 10％ 129,193 9％ 142,000 9％ 50,323 3％ 1,498,014

出所） 三井物産香港支店「石炭事務引継書」1925年、三井文庫所蔵未整理資料。

注） 1.香港と広東の合計。

2.三菱商事の取扱高は1917年まで三菱合資会社。
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第7表 1924年の香港における主要需要家 （単位：トン）

需要家 需要高
三井物産の納入分

合計 撫順炭 日本炭 鴻基炭

電燈電力 香港電燈 34,654

ChineLightPowerCo 37,987

小計 72,644

鉄道 九竜鉄道 18,000

新番鉄道 20,000 13,000 6,500 6,500

小計 38,000 13,000

製糖 TaikooSugar 34,000 12,000 12,000

ChinaSugar 27,600 12,000 12,000

小計 61,600 24,000

造船 TaikooDock 22,500 9,500 9,500

KowloonDock 6,600 1,200 1,200

諸造船工場 14,000 3,500 1,500 2,000

小計 43,100 14,200

艦船焚料 英海軍（自家輸入） 24,097

太古社 74,500 34,500 34,500

Jardine 69,026 1,000 1,000

Ｎ.Ｙ.Ｋ 17,000

Douglas 15,006 15,006 15,006

MackinonMackenzie 21,100

J.C.J.L（JavaChina
JapanLine.）

18,057 18,057 2,000 16,057

Hemazee 22,842 22,842 1,500 17,342 4,000

Thoresen 18,860 10,560 1,000 9,560

O.S.K 1,834 1,834 1,834

HkongCounter
macaoRiverBoat

15,733 733 733

Wofatsing 18,046 18,046 18,046

坤盛 15,000 14,000 14,000

福来祥 9,800 8,800 3,000 5,800

香港政庁 12,000

九龍船渠 7,209 7,209 7,209

雑 246,400 92,000 15,000 77,000

小計 623,010 244,587

セメント GreenIslandCement 55,451 25,451 25,451

瓦斯工場 HKGGasCo 12,186 10,186 10,186

その他工場 25,250 12,350 3,500 8,850

家事用炭 14,200 1,200 600 600

広東送り生糸工場用 74,000 56,000 26,000 30,000

広東送り小蒸気船用 67,000 25,000 5,000 20,000

澳門（マニラ）送り 11,000 1,500 1,000 500

合計 1,100,441 427,474 66,600 356,874 4,000

出所） 第6表と同じ。

注） 三井物産が納入していない需要家は1万トン以上のみを取り上げた。



な
か
で
も
太
古
社
は
、
三
井
物
産
が
香
港
支
店
を
開
設
す
る
ま
で
三
池
炭
の
販
売
代
理
店
を
務
め
て

お
り
、
そ
の
後
も
密
接
な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
三
井
物
産
石
炭
部
の
な
か
で
も
「
最
モ
重
要
ナ
ル

得
意
先
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
年
度
契
約
ノ
引
合
ハ
当
店
長
自
ラ
之
ニ
当
ル
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
６
）。
太
古
社
は
、

香
港
・
上
海
・
大
連
・
横
浜
・
神
戸
に
お
け
る
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
代
理
店
で
あ
り
、
船
舶
焚
料
用

と
し
て
の
三
池
炭
の
販
路
拡
張
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
７
）。
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第9表 塊炭需要 （単位：トン）

1919年 1920年 1921年 1922年

数量 数量 数量 数量

太古社 85,500 216,400 182,600 200,400

BarberLine 2,500 9,000 11,000 18,000

米陸軍 19,500 87,596 48,890

米海軍 8,500 41,845 25,000

米陸海軍 39,536

和蘭船 3,000 2,000

BenLine 1,500 10,880 5,400 6,000

日本郵船 3,000 5,500 11,000 4,800

大阪商船 2,900 9,900 584

バンコク 1,900 3,000

香港地売 4,500 4,000

怡和洋行 4,400 2,000

B社 6,000 1,000 2,500

Singapore桟橋局 6,000 500

シンガポール 70,000

G社 2,875 500

S.S.O 11,000

三社 55,000

英印汽船 20,000

P社 6,000 4,000

鈴木焚料 1,200

雑船 2,400 8,800

臨時焚料 2,400

臨時引合 900 6,000 3,000 36,000

合計 154,575 410,821 349,620 413,590

出所） 第8表と同じ。

注） 1.1920年の怡和洋行は「上海怡和焚料」。

2.1922年の太古社は「ホルト」と記載。

3.1922年の米国陸海軍は、「U.S.A（fob）」と「U.S.A（x.

s.）」の合計。

4.1922年のBenLineはBenLineとS.S.Oの合計。

第8表 需要見込高（1919�22年） （単位：トン）

塊炭 洗小塊 �塊 粉炭 �粉 合計

数量 比率 数量 比率 数量 比率 数量 比率 数量 比率 数量

1919年 154,57528％ 88,80016％ 57,06010％ 148,63327％ 96,24018％ 545,308

1920年 410,82122％ 339,59218％ 222,65012％ 474,66525％ 433,49323％ 1,881,221

1921年 349,62023％ 257,76417％ 183,24312％ 451,90329％ 294,64519％ 1,537,175

1922年 413,59025％ 247,03015％ 207,10013％ 519,25032％ 249,62015％ 1,636,590

出所）「三池炭需給表」三池鉱業所2172

注） 1919年は10月時点（10～12月分）、1920年、21年は2月時点（2～12月分）、22年は1月時点（1～12

月分）の見込高。



（
二
）
炭
種
別
の
需
要
動
向

以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
炭
種
別
の
需
要
動
向
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
第

8表
は
、
三
井
鉱
山
の
商
務

部
販
売
主
任
が
三
池
鉱
業
所
長
・
港
務
所
長
に
送
付
し
た
「
年
内
需
給
見
込
表
」
を
も
と
に
作
成
し
た
（
８
）。
同
表
に
よ
る
と
、
一
九
一
九
年

（
大
正
八
）
、
二
〇
、
二
一
、
二
二
年
に
お
け
る
塊
炭
類
（
塊
炭
・
洗
小
塊
・

�塊
）
と
粉
炭
類
（
粉
炭
・

�粉
）
の
需
要
見
込
高
は
、
そ
れ

ぞ
れ
約
半
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
粉
炭
の
販
売
・
供
給
が
増
大
し
主
力
を
な
し
て
い
く
が
（
９
）、
こ
の
時
期
は

比
較
的
高
価
格
の
塊
炭
類
が
三
井
鉱
山
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第

9表
に
よ
る
と
、
塊
炭
の
需
要
先
に
つ
い
て
は
太
古
社

が
圧
倒
的
な
位
置
に
あ
り
、
年
間
で
約
二
〇
万
ト
ン
、
全
体

の
半
分
に
あ
た
る
契
約
高
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
一

九
二
二
年
の
「
需
給
見
込
表
」
に
は
、
太
古
社
で
は
な
く

「
ホ
ル
ト
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
太
古
社
向
け
は
ブ
ル
ー
フ

ァ
ン
ネ
ル
の
需
要
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に

つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
（
船
舶

用
と
推
測
さ
れ
る
）
と
外
国
船
会
社
の
需
要
が
目
立
っ
て
い

る
。
洗
小
塊
に
つ
い
て
は
、
太
古
社
に
加
え
て
、

J
.
C
.
J
.

L
、
ア
メ
リ
カ
陸
海
軍
の
需
要
見
込
高
が
大
き
く
、
こ
の
三

者
で
約
七
～
八
割
を
占
め
て
い
た
（
第

10表
）
。
外
観
上
に

お
い
て
劣
化
が
見
ら
れ
る
も
品
質
上
の
差
は
な
い
と
い
わ
れ

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）
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第10表 洗小塊需要 （単位：トン）

1919年 1920年 1921年 1922年

数量 数量 数量 数量

太古社 23,100 67,000 50,380 46,000

J.C.J.L 9,300 54,200 61,600 42,000

米陸軍 21,600 88,763 101,165 33,890

米海軍 8,500 43,229 7,371 40,000

和蘭船 3,000 3,000

日本郵船 9,000 27,500 36,000

大阪商船 4,500 22,000

m.m 5,150 23,100

A&O 2,000

鉄道院（省） 2,400 8,600 2,400 8,100

H.A.S 18,000

□□□□ Service 24,970

K.P.M 5,368

ジャバ 3,000

太洋海運 2,250

蘭船見込 4,510

J.K.K 20,040

合計 88,800 339,592 257,764 247,030

出所） 第8表と同じ。

注） 1.1922年の日本郵船には「臨時焚料」を含む。

2.□□□□は判読不能の文字。



る

�塊
に
つ
い
て
は
、
第

11表
の
と
お
り
、
国
内

の
海
運
会
社
の
需
要
が
多
く
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
船
焚
料
用
（
三
井
物
産
船
舶
部
用
）
、

三
井
鉱
山
の
山
元
焚
料
用
と
し
て
も
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

粉
炭
の
需
要
先
（
第

12表
）
に
つ
い
て
は
、
前

述
し
た
上
海
・
香
港
市
場
に
お
け
る
各
種
工
場
・

会
社
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
表
の
内
訳
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
国
内
向
け
の
多
く
は
年
間

五
〇
〇
〇
ト
ン
未
満
の
需
要
家
で
あ
る
こ
と
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
に
は
社
船
焚
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
一
九
二
一
年
の
二
月
時
点
で
は
社
船
焚
料
用
に
五
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
九
月
段
階
で

�塊
の
需
要
が
見
込
を
下
回
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
粉
炭
に
代
え
て
余
剰
の

�塊
を
社
船
に
供
給
す
る
こ
と
に
な

る
。
商
務
部
販
売
主
任
は

�塊
を
自
家
消
費
用
に
も
廻
す
こ
と
と
し
、
三
井
物
産
東
京
石
炭
部
長
・
門
司
石
炭
支
部
長
に
対
し
て
、
「
三
池

積
焚
料
ニ
ハ
可
相
成
本
炭
（

�塊
：
引
用
者
）
ノ
御
積
取
ヲ
願
度
、
特
ニ
値
段
奮
発
致
居
候
事
ニ
付
宜
敷
御
吹
聴
被
下
度
候
」
と
述
べ
て

い
る
（

�）。
三
井
鉱
山
と
三
井
物
産
が
市
況
を
勘
案
し
な
が
ら
炭
種
の
振
り
向
け
先
を
変
更
し
、
双
方
で
需
給
の
調
整
を
図
っ
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
よ
う
。

�粉
（
第

13表
）
に
つ
い
て
は
、
外
見
上
に
難
点
が
あ
る
た
め
か
、
主
に
山
元
（
三
池
炭
鉱
）
で
の
消
費
に
充
て
ら
れ
て
い

る
。
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第11表 �塊需要 （単位：トン）

1919年 1920年 1921年 1922年

電化 2,700 7,700 4,620 9,000

BarberL 5,500 5,500

栗林汽船 240 2,200

犬神汽船 2,000

東洋汽船 5,400 16,500 22,000

大阪商船 1,500 5,500 9,900 24,000

日本郵船 9,750 13,750 20,000

Douglas 1,200 11,000 10,835 13,200

Wofatsing 2,250 9,000 13,888 12,000

太洋海運 2,400 16,500

鈴木焚料 2,100

Ｂ社 1,000

G社 500

J.C.J.L 700

香港政庁 1,000

S.S.O 5,500

国際汽船 31,000

招商局 9,900

新嘉坡（臨時売） 4,400 6,000

臨時焚料 6,000 14,500 33,000 12,000

社船焚料 30,000 87,000 63,250 20,000

山元焚料 4,670 27,500 50,000

合計 57,060 222,650 183,243 207,100

出所） 第8表と同じ。

注） 1920年のBarberLineには「雑船主」を含む。



こ
こ
で
、
国
内
船
の
焚
料
炭
積
込
が
増
大
し
た
一
九
二
二
年
に
注
目
し
て
み
る
と
、
一
月
時
点
で
は
国
際
汽
船
に
対
す
る

�塊
三
万
一
〇

〇
〇
ト
ン
（
第

11表
）
、

�粉
三
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
（
第

13表
、
三
池
渡
し
分
と
の
合
計
）
の
新
規
需
要
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
大
阪
商
船
の

�塊
と
粉
炭
の
需
要
増
も
大
き
い
（
第

11表
、
第

12表
）
。
そ
の
後
、
三
月
時
点
の
調
査
で
は
、

�塊
の
需
要
と
し
て

「
国
際
汽
船
、
社
船
焚
料
等
増
加
の
見
込
ニ
有
之
、
社
船
焚
料
ハ
結
局
壱
万
噸
位
の
追
加
約
定
必
要
な
る
べ
き
か
と
存
候
」
と
報
告
さ
れ
て
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第12表 粉炭需要 （単位：トン）

1919年 1920年 1921年 1922年

三池 15,189 44,000 39,600 55,900

（内訳）石炭会社 7,500 16,500 16,500 12,000

日本窒素 11,000 9,900 10,000

玉名商店 9,900 5,500 8,400

電化 5,500 6,600 9,000

日本セメント 16,500

門司 13,530 47,000 26,800 42,900

（内訳）八幡製鉄 6,000 22,000 4,700 10,500

浅野セメント 8,000 13,750

豊国セメント 5,000 2,750 12,000

小野田セメント 10,800

大分セメント 6,000

長崎 3,810 5,390 4,785 1,200

岡山広島 2,340 12,700 2,615 10,400

（内訳）播磨造船 6,000

塩田 9,475 24,118 18,000

各工� 4,000 10,605 10,800 9,600

鉄道省 1,860 7,150 5,700 6,000

満州朝鮮 900 7,200 13,900 3,600

（内訳）大日本製糖 5,000 5,800

平壌鉱業 7,000

大阪 11,480 34,430 25,050 25,200

（内訳）小野商店 6,600 5,500 3,600

神戸 1,530 8,700 4,440 2,400

東京 1,930 5,500

（内訳）釜石鉱山 1,500 5,500

名古屋 3,056 19,540 6,725 12,600

（内訳）愛知セメント 9,300 2,200

山元 1,200 3,300 55,000 23,000

（内訳）社船焚料 1,100 55,000 5,000

臨時焚料 12,000

大阪商船（鹿児島） 6,000

香港 21,800 95,700 105,930 97,800

（内訳）太古社 15,000 55,000 66,580 54,000

青島セメント 27,500 24,800 26,000

怡和洋行（怡和社） 9,900 12,350 13,000

マニラ電灯 13,000

鴻基炭鉱 6,000 20,000 20,000 12,150

上海太古焚料 2,750



い
る
（

�）。
さ
ら
に
、
六
月
に
な
る
と
社
船
焚
料
用
と
し
て
粉
炭
約
三
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
（
五
～
十
二
月
分
）
、

�粉
一
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
（
五

～
十
二
月
分
）
が
既
約
需
要
と
し
て
加
算
さ
れ
た
。
特
に

�粉
に
つ
い
て
は
、
「
塩
田
其
他
に
売
拡
め
、
且
つ
三
池
積
邦
船
焚
料
と
し
て
専

ら
消
化
に
努
め
」
た
結
果
、
大
型
船
の
焚
料
炭
契
約
が
「
続
々
成
立
」
し
た
よ
う
で
あ
る
（

�）。
販
売
主
任
は
、
「
邦
船
焚
料
と
し
て
も
漸
次
三

池

�粉
一
本
の
消
化
を
見
る
に
至
り
居
候
際
と
て
、
供
給
力
の
増
加
は
多
々
益
々
便
ず
べ
き
事
と
奉
存
候
」
と
三
池
鉱
業
所
長
に
提
言
し
て

434

1919年 1920年 1921年 1922年

上海 49,600 137,700 106,440 167,000

（内訳）怡和紡績 13,340 15,000

公益紡績 5,500 6,000

老公茂 6,600 8,000

日華紡績 6,600 10,000

上海紡績 12,830 14,500

上海電灯 42,170 40,000

支那人 17,300 10,000

太古洋行 60,000

製�所（水島、日比） 933

一本焚（阪神） 24,000

一本焚（名古屋） 8,500

合計 148,633 474,665 451,903 519,250

出所） 第8表と同じ。

注） 1.1922年の合計が合わないが原典のまま。

2.内訳は5,000トン以上のもの。

3.門司には若松を含むと推測される（1921年は「若門」と記載）。

第13表 �粉炭需要 （単位：トン）

1919年 1920年 1921年 1922年

三池 3,000 11,550 0 48,500

（内訳）鐘淵紡績 8,250 9,800

台湾製糖 11,400

国際汽船 22,000

東京 8,792 22,550 26,200 22,800

塩田各地 18,700 7,035 9,000

大阪 1,200 7,700 3,100 0

山元 83,248 372,993 258,310 154,320

（内訳）水洗原料 41,250

コークス原料 45,000 197,763 152,710 93,120

山焚料 37,708 132,000

自家消費 104,500 46,800

臨時船焚料 12,000

国際汽船 15,000

合計 96,240 433,493 294,645 249,620

出所） 第8表と同じ。

注） 1.内訳は5,000トン以上のもの。

2.大阪の需要先のうち、1920年に5,000トンを超えるものが1件あ

ったが、判読不能のため省略した。



お
り
、
同
年
に
粉
炭
・

�粉
の
売
り
込
み
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
（

�）。
つ
ま
り
、
前
掲
第

2表
で
み
た
一
九
二
二
年
に

お
け
る
国
内
船
へ
の
焚
料
炭
積
出
の
急
増
は
、
大
阪
商
船
と
三
井
物
産
船
舶
部
に
加
え
て
、
Ｋ
ラ
イ
ン
の
発
足
で
大
西
洋
航
路
に
進
出
し
た

国
際
汽
船
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（

�）。
後
に
三
池
港
務
所
長
と
な
る
船
津
勝
は
、
「
大
戦
後
ノ
不
況
ノ
時
ニ
口
ノ
津
ニ
四
万
噸

モ
置
イ
テ
ダ
ン
ピ
ン
グ
ヲ
行
ヒ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
之
ガ
契
機
ト
ナ
ツ
テ
日
本
船
ニ
盛
ニ
捌
ケ
ル
様
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
ソ
ノ
結
果
ハ
日
本
船
ノ
国

際
汽
船
ニ
モ
使
用
ス
ル
様
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
」
と
回
顧
し
て
い
る
（

�）。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
特
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
い
て
は
、
日
本
船
へ
の
積
極
的
な
売
り
込
み
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
相
対
的
に
高

価
格
の
塊
炭
の
う
ち
五
割
が
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
（
代
理
店
の
太
古
社
）
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
三
池
炭
の
需
要
は
同
社
に
規
定
さ
れ
る
側

面
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
販
路
の
あ
り
方
は
三
池
炭
の
輸
送
、
と
り
わ
け
港
湾
で
の
積
込
作
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
海
運
会
社
に
と
っ
て
は
、
燃
料
を
積
み
込
む
た
め
の
費
用
の
削
減
と
停
泊
日
数
の
短
縮
が
、
船
舶
を
運
航
す
る
う

え
で
の
最
大
の
関
心
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
大
戦
後
の
不
況
下
に
お
い
て
、
三
井
鉱
山
は
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
側
か
ら
港
湾
荷
役
の

改
善
を
迫
ら
れ
て
い
く
。

2

三
池

港
へ

の
大

型
船

誘
致

（
一
）
口
之
津
港
の
廃
止

三
池
港
が
開
港
し
た
後
も
、
最
大
の
需
要
家
で
あ
る
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
う
ち
七
〇
〇
〇
総
ト
ン
を
超
え
る
よ
う
な
大
型
船
は
、
閘
門

の
水
路
幅
や
水
深
な
ど
の
関
係
か
ら
口
之
津
で
の
積
込
を
継
続
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
ク
イ
ッ
ク
・
デ
ス
パ
ッ

チ
（
早
荷
役
）
お
よ
び
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
か
ら
、
長
崎
港
な
い
し
三
池
港
で
の
石
炭
荷
役
を
要
求
す
る
圧
力
が
強

ま
っ
て
い
く
。
以
下
、
「
三
池
港
務
所

沿
革

史
」
に
所

収
さ
れ
て
い
る

書
信
の

写
し
を
も
と
に
、
三
井
鉱
山
が
い
か
に
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
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の
大
型
船
を
三
池
港
に
誘
致
し
た
の
か
を
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

三
井
物
産
三
池
石
炭
支
部
長
の
書
信
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
一
月
頃
に

C
y
cla

p
s
号
な
ど
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
大

型
船
数
隻
が
、
口
之
津
港
を
通
過
し
て
試
験
的
に
三
池
港
で
石
炭
積
込
を
行
っ
て
い
る
（

�）。
そ
れ
を
う
け
て
、
口
之
津
村
の
代
表
者
十
数
名
が

三
井
物
産
三
池
支
店
（
石
炭
支
部
）
を
訪
ね
、
「
三
池
集
中
主
義
」
へ
の
懸
念
を
表
明
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
三
池
支
部
は
「
海
運

界
ノ
現
状
及
船
主
ノ
勝
手
ナ
ル
配
船
状
態
ヲ
説
明
」
し
て
理
解
を
求
め
た
。
他
方
で
、
本
部
・
香
港
支
部
に
「
太
古
社
ノ
意
向
至
急
御
探
求

御
願
申
上
度
」
と
、
三
井
物
産
と
し
て
の
「
根
本
方
針
」
の
確
定
を
要
請
し
た
。

当
時
の
口
之
津
港
で
は
荷
役
量
が
減
少
し
た
結
果
、
人
夫
た
ち
が
船
員
、
土
木
工
事
、
紡
績
工
場
な
ど
に
流
れ
、
従
来
の
積
込
能
力
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
沖
人
夫
三
〇
〇
名
（
女
性
や
子
供
九
〇
名
を
含
む
）
、
陸
上
人
夫
八
〇
名
、
選
炭
夫
女
性
一
〇
名
を

集
め
る
の
に
、「
人
夫
頭
ノ
縁
故
知
合
ニ
依
リ
無
理
ニ
引
出
シ
稼
働
セ
シ
ム
ル
ノ
状
態
」
で
あ
り
、「
最
近
ノ
口
之
津
焚
料
積
取
船
ハ
大
型
ノ

空
船
ノ
ミ
ニ
テ
、
水
面
三
十
四
五
尺
ノ
高
サ
ニ
有
之
、
強
大
ナ
ル
労
力
ヲ
要
シ
、
積
込
能
力
ノ
削
減
亦
甚
敷
キ
ニ
強
健
ナ
ル
人
夫
ハ
離
散
ス

ル
」
と
い
う
現
状
で
あ
っ
た
。
前
述
の
船
津
勝
は
、
次
の
よ
う
に
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
船
（
当
時
は
青
筒
線
な
い
し
青
筒
船
と
表
記
、

以
下
同
じ
）
が
積
込
遅
延
を
理
由
に
口
之
津
積
み
を
避
け
、
長
崎
港
よ
り
も
ト
ン
当
た
り
一
円
五
〇
銭
か
ら
二
円
程
安
く
な
る
三
池
港
で
の

荷
役
を
希
望
し
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
（

�）。

（
前

略
）
一

昼
夜
ニ
一

千
噸
ノ
荷
役
ヲ
ナ
ス

為
メ
ニ
ハ
五

百
人

位
ノ
人
夫

ガ
要
ル
、
夫

レ
デ

モ
仲

々
急
ニ
集

ッ
テ
来
ナ

イ
、
集

メ
ヤ

ウ
ト
ス

レ
バ
高

イ
賃
銭
ヲ
要
求
ス
ル
、

ソ
レ
デ
モ
昼
間
ダ
ケ
ノ
仕
事
ハ
一
日
五
百
噸
多
ク
テ
八
百
噸
シ
カ
積
込
メ
ナ
イ
為
メ
、
青
筒
船
ノ
如
キ
大
キ
ナ
船
ハ
「

�カ

二
千

噸
ノ
バ
ン
カ
ー
ヲ
積
ム
ノ
ニ
四
日
モ
掛
ラ
ネ
バ
積
込
メ
ナ
イ
ヤ
ウ
デ
ハ
モ
ウ
口
之
津
港
積
ハ

止
メ

タ
、

ソ
シ
テ
口
之
津
ニ
テ
積
ム
代
リ
ニ
長
崎

ニ
行
ク
」
、
「
然
シ
三
池
デ
積
メ
ル
様
ニ
ナ
レ
バ
一
噸
ニ
付
イ
テ
一
円
五
十
銭
乃
至
二
円
位
長
崎
ヨ
リ
モ
安
ク
ナ
ル
、
大
キ
ナ
船
デ
モ

何
ト

カ
シ
テ
三
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池
港
デ
積
込
メ
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
呉
レ
ナ
イ
カ
」
ト
青
筒
ノ
方
カ
ラ
モ
申
出
テ
来
タ
（
後
略
）

一
九
二
三
年
に
入
る
と
、
三
井
鉱
山
と
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
と
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ル
ト
よ
り

三
池
港
積
み
の
希
望
が
表
明
さ
れ
た
。
三
井
物
産
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
の
瀬
古
孝
之
助
と
と
も
に
ホ
ル
ト
を
訪
ね
た
三
井
鉱
山
商
務
部
の
木
瀬

和
吉
は
（

�）、
同
年
一
月
五
日
に
リ
バ
プ
ー
ル
よ
り
本
店
に
む
け
て
書
簡
を
発
し
て
い
る
（

�）。
こ
の
「
ホ
ル
ト
訪
問
之
事
」
と
題
す
る
報
告
に
は
、

会
談
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
や
長
い
が
引
用
し
た
い
。

瀬
古
氏
ノ
同
伴
ヲ
願
ヒ
本
日
ホ
ル
ト
訪
問
致
シ

R
ich

a
rd

H
o
lt
氏
其
ノ
他
ノ

stu
ff
一
堂
ニ
会
見
仕
候
、
先
以
テ
團
理
事
長
ノ
消
息
ヲ
聞
カ
レ
次

ニ
三
池
港
ノ
話
題
ニ
入
リ
申
候
、
先
以
テ
現
在
実
行
セ
ル
モ
ノ
ハ
内
港
全
部
ヲ
丗
四
呎
掘
下
ゲ
其
完
成

�ニ
除
々
ニ
積
込
設
備
ヲ
考
案
ス
ル
事
、
筆

者
当
地
方
ニ
参
リ
タ
ル
目
的
之
一
ツ
ハ
何
カ
適
切
ナ
ル
考
モ
得
度
ニ
ア
ル
、
然
ル
ニ
香
港
ニ
立
寄
リ
タ
ル
節
、
口
ノ
津
荷
役
ヲ
好
マ
レ
ズ
是
非
三
池

又
ハ
他
港
積
ヲ
欲
セ
ラ
ル
ヽ
様
子
ニ
付
、
長
崎
積
ノ
事
並
ニ
三
池
ニ
テ
ノ
技
師
ノ
腹
案
ニ
就
キ
御
説
明
申
上
ゲ
度
ト
ノ
冒
頭
ノ
下
ニ
、
船
幅
六
三
呎

六
吋
以
下
ノ
モ
ノ
ヲ
船
渠
内
ニ
入
港
セ
シ
ム
ル
事
ニ
就
キ
話
度
候
モ
、
監
督
其
ノ
他
ヲ
呼
寄
セ
テ
ノ
結
果
、
五
七
呎
見
当
之
船
ニ
テ
風
ア
ル
際
ハ
危

険
ナ
リ
、
壱
万
屯
余
ノ
他
社
船
ガ
一
度
入
渠
シ
テ
其
船
長
ハ
再
ビ
三
池
ニ
ハ
行
カ
ヌ
ト
申
居
ト
ノ
事
ニ
有
之
候
、
従
而
大
形
船
ヲ
入
渠
セ
シ
ム
ル
事

ハ
絶
対
ニ
絶
望
ニ
御
座
候
（
中
略
）

次
ニ
、
三
池
港
ヲ
望

ミ
口
ノ
津
港
ヲ
望
マ
ヌ
事
ハ
ホ
ル
ト
本
社
ト
シ
テ
ハ

第
一
ニ

直
航
ノ

点
ニ
有
之
候
、

d
esp

a
tch
ノ

点
ニ
就
テ
ハ

代
理
店
又
ハ

船
員
ハ
八
ヶ
間
敷
強
ル
次
第
ニ
テ
、
本
社
自
身
ト
シ
テ
ハ
直
チ
ニ
余
リ
ニ
強
ク
響
キ
居
ラ
ヌ
如
ク
、
如
何
ニ
長
崎
ガ
早
キ
ト
テ
直
チ
ニ
長
崎
ニ
替
ル

事
ハ
出
来
兼
ル
様
子
ニ
御
座
候

三
池
ニ
テ
完
全
ナ
ル
積
込
設
備
出
来
ザ
ル
場
合
、
手
積
ニ
ヨ
リ
テ
モ
安
ク
供
給
出
来
候
ハ
バ
内
港
積
ヲ
欲
ス
ル
次
第
ニ
テ
、
手
積
ノ
場
合
ハ
其
ノ

費

用
機

械
積
ノ
現
率
ヨ
リ
高
ク
相
成
候
事
モ
申
候
処
、
或
程
度

�ハ
差
支
エ
ナ
キ
哉
ノ
意
向
ニ
有
之
候
様
感
ゼ
ラ
レ
申
候
、
其
ノ
積
込
設
備
ニ
付
キ
適
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当
之
モ
デ
ル
ア
ラ
バ
紹
介
方
申
出
候
処
、

�モ
角
リ
バ
プ
ー
ル
ノ
設
備
一
見
可
然
ニ
テ
紹
介
致
シ
呉
レ
一
見
仕
リ
候
（
後
略
）

大
型
船
に
関
し
て
は
三
池
港
（
渠
内
）
で
の
積
込
に
難
色
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
ホ
ル
ト
本
社
」
と
し
て
は
「

d
esp

a
tch
」
（
早

荷
役
）
よ
り
も
直
航
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
り
、
長
崎
の
荷
役
能
力
が
高
く
て
も
三
池
港
（
内
港
）
で
の
積
込
の
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
結

論
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
横
須
浜
／
口
之
津
な
い
し
横
須
浜
／
長
崎
の
輸
送
お
よ
び
積
替
に
要
す
る
費
用
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
内
港

で
の
人
力
に
よ
る
積
込
作
業
で
割
高
に
な
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
姿
勢
を
み
せ
て
い
た
。

三
井
鉱
山
と
三
井
物
産
は
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
側
と
協
議
を
繰
り
返
す
な
か
で
、
「
船
主
側
ニ
於
テ
口
之
津
寄
港
ヲ
絶
対
ニ
承
知
セ
ズ
、

最
早
此
上
ハ
交
渉
ノ
余
地
ナ
シ
」
と
判
断
し
、
三
池
港
積
み
の
決
定
を
発
表
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
、
口
之
津
村
は
連
日
会
議
を

開
き
、
代
表
者
が
三
井
物
産
口
之
津
出
張
所
に
寄
港
を
嘆
願
す
る
と
と
も
に
、
村
民
は
「
口
之
津
維
持
同
盟
会
」
を
組
織
し
て
口
之
津
港
の

存
続
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
三
井
鉱
山
は
、
「
此
ノ
問
題
ハ
全
然
青
筒
側
ノ
都
合
ニ
テ
決
定
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
当

社
ト
シ
テ
強
イ
テ
之
ニ
反
対
ヲ
唱
ヘ
候
時
ハ
約
定
数
量
ニ
モ
影
響
ヲ
及
ボ
シ
可
申
、
結
局
口
之
津
積
取
モ
実
現
覚
束
ナ
カ
ル
ベ
ク
、
然
ラ
バ

最
初
ヨ
リ
綺
麗
ニ
先
方
意
向
ヲ
迎
ヘ
置
ク
方
得
策
」
と
し
て
説
得
に
あ
た
っ
た
（

�）。
一
九
二
三
年
一
月
末
に
は
口
之
津
港
で
の
積
込
作
業
が
廃

止
さ
れ
、
二
月
十
七
日
の
口
之
津
村
臨
時
村
会
に
お
い
て
、
三
井
鉱
山
と
三
井
物
産
が
支
出
し
た
失
業
救
済
金
、
慰
労
金
、
寄
付
金
の
受
け

入
れ
が
承
認
さ
れ
た
（

�）。

（
二
）
三
池

式
快

速
船
積

機
の

限
界

ち
ょ
う
ど
同
じ
こ

ろ
、
渠
内
の

�船
壁
に
設
置
さ
れ
た
三
池
式

快
速
船
積
機
で
の
積
込
作
業
に

不
備
が
生
じ
て
い
た
。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ

ル
の
巨
大
船

舶
は
口
之
津
港
で
の
積
み
替
え
を

継
続
し
て

行
っ
て
い
た
が
、
船

舶
が
大
型
化
し
て
い
く
な
か
で
、
三
池
港
で
も
次
第
に
焚
料
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炭
積
み
を
主
た
る
目
的
と
す
る
「
純
焚
料
船
」
の
入
港
が
増
大
し
て
い
た
。
「
三
池
港
務
所
沿
革
史
」
は
、
全
入
港
船
数
の
う
ち
「
純
焚
料

船
ノ
割
合
ハ
大
正
九
年
ニ
二
一
％
、
大
正
十
年
ニ
ハ
三
四
％
、
大
正
十
一
年
ニ
ハ
四
〇
％
ト
イ
フ
著
シ
キ
増
大
ノ
傾
向
」
を
み
せ
た
と
し
て

い
る
（

�）。
通
常
の
場
合
、
焚
料
炭
は
煙
突
付
近
に
あ
る

S
a
d
d
le（

S
id
e
B
u
n
k
er

H
o
ld
に
通
じ
る
）
と

C
ro

ss
H
a
tch
（

C
ro

ss
B
u
n
k
er

H
o
ld
に
通
じ
る
）
か
ら
積
み
込
ま
れ
る
が
、
こ
の

S
a
d
d
le
と

C
ro

ss
H
a
tch
は
カ
ー
ゴ
・
ハ
ッ
チ
（
貨
物
と
し
て
石
炭
を
運
び
入
れ
る

積
込
口
）
よ
り
高
い
位
置
に
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
渠
内
の
三
池
式
快
速
船
積
機
は
シ
ュ
ー
ト
で
船
内
に
落
と
し
込
む
装
置
で
あ
っ
た
が
、
第
一
号
・

第
二
号
船
積
機
の
シ
ュ
ー
ト
口
の
高
さ
は
満
潮
面
上
二
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
、
第
三
号
機
は
二
三
フ
ィ

ー
ト
（
約
七
メ
ー
ト
ル
）
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
比
較
的
に
大
き
な
船
の
場
合
、

S
a
d
d
le
の
高

さ
は
満
潮
面
上
四
二
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
二
・
八
メ
ー
ト
ル
）
な
い
し
四
五
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
三
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に

も
達
し
、
三
池
式
快
速
船
積
機
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
第
一
号
機
と
二
号
機
は
焚
料
炭
用
と
し

て
「
今
日
殆
ン
ド
其
用
ヲ
ナ
サ
ズ
」
、
三
号
機
だ
け
が
干
潮
時
に
渠
内
の
水
位
を
下
げ
る
こ
と
で
「
辛
ジ
テ
」
積
込

可
能
に
な
る
程
度
で
あ
っ
た
（

�）。

一
号
機
、
二
号
機
、
三
号
機
の
い
ず
れ
も
が
、
潮
位
の
関
係
に
よ
っ
て
積
込
作
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
「
潮 し
お

湛 だ
た

リ
（
満
潮
ノ
為
荷
役
作
業
ヲ
阻
害
セ
ラ
ル
ヽ
事
ヲ
称
シ
最
長
時
間
一
潮
七
時
間
平
均
三
時
間
）
」
は
一
年
間
で
約

百
数
十
回
に
も
及
ん
だ
と
い
う
（

�）。
三
池
港
と
口
之
津
港
に
お
け
る
船
舶
焚
料
炭
の
積
込
時
間
を
比
較
し
た
第

14表
に

よ
れ
ば
、
三
池
（
渠
内
積
）
は
一
時
間
平
均
ト
ン
数
で
一
〇
〇
ト
ン
に
達
し
て
お
ら
ず
、
口
之
津
よ
り
も
約
四
四
ト

ン
も
少
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
明
治
末
に
最
新
鋭
で
あ
っ
た
三
池
式
快
速
船
積
機
で
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
後
に
増
大
し
た
「
純
焚
料
船
」
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
状
況
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
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第14表 船舶焚料炭の積込時間

時期 調査対象
1時間平均
積込トン数

三池（渠内積） 大正9年7月～大正10年8月 青筒船23隻 89.46

口之津 大正9年9月～大正10年8月 入港船31隻 133.07

出所）「三池港務所沿革史」第7巻、稿本71、37、39ページ。



（
三
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
の
導
入

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
三
池
港
務
所
は
口
之
津
港
の
廃
止
を
決
断
す
る
と
と
も
に
「
内
港
手
積
」
の
方
法
に
関
す
る
研
究
を
す
す

め
、
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
四
月
に
基
本
構
想
を
固
め
た
（

�）。
そ
の
計
画
は
、
応
急
的
設
備
と
し
て
沖
積
用
の
「

�込
機
」
付
バ
ケ
ッ
ト
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
二
台
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
懸
垂
用
の
起
重
機
船
一
隻
を
新
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
一
隻
は
既
存
の
大
金
剛
丸
を
使
用
）。

起
重
機
船
に
設
置
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
焚
料
炭
の
約
六
割
を
、
残
り
約
四
割
を
人
力
に
よ
る
「
ウ
イ
ン
チ

�き
」
で
本
船
に
積
み
込
む
方

法
を
採
用
し
た
。
設
備
費
と
し
て
五
万
円
が
予
定
さ
れ
、
積
込
能
力
は
一
日
一
〇
時
間
で
一
三
〇
〇
ト
ン
、
諸
掛
は
ト
ン
当
た
り
一
円
一
六
・

八
銭
で
現
状
の
積
込
費
七
六
・
六
銭
（
渠
内
積
の
費
用
と
推
測
さ
れ
る
）
と
の
差
は
四
〇
・
二
銭
と
見
積
も
ら
れ
た
。
た
だ
、
「
幸
ニ
八
五

〇
（
八
五
銭

：
引
用
者
）
ノ

E
x
tra

ch
a
rg

es
ヲ
青
筒
社
ヨ
リ
貰
受
ル
コ
ト
ヲ
得
、
約
四
〇
銭
ノ
利
益
ヲ
得
」
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（

�）。

た
だ
ち
に
三
池
港
務
所
は
「
内
港
汽
船
艀
積
設
備
費
」
と
し
て
起
業
費
支
出
を
申
請
し
、
四
月
十
一
日
に
三
井
鉱
山
社
長
か
ら
認
可
を
得

た
。
三
池
港
務
所
長
の
服
部
省
三
が
起
業
費
申
請
書
の
中
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
こ
こ
で
考
案
さ
れ
た
内
港
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
み
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
三
井
鉱
山
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
（

�）。

（
前
略
）
既
ニ
本
年
一
月
限
リ
口
之
津
積
廃
止
ヲ
断
行
シ
、
地
元
並
ニ
関
係
者
ヘ
ノ
救
助
金
給
与
ノ
御
認
可
ヲ
仰
キ
、
本
年
二
月
ヲ
以
テ
口
之
津
引

払
ヲ
完
了
仕
候
、
然
ル
ニ
一
方
三
池
港
ニ
於
テ
ハ
閘
門
並
ニ
渠
内
水
深
ニ
制
限
ア
ル
ガ
為
、
従
来
口
之
津
積
汽
船
中
大
型
ニ
属
ス
ル
船
舶
ハ
船
渠
内

ヘ
ノ
出
入
多
少
ノ
不
便
ノ
点
有
之
候
為
、

�角
大
事
ヲ
取
ル
青
筒
線
ニ
於
テ
ハ
船
幅
五
十
八
呎
四
吋
以
上
ノ
船
舶
ハ
三
池
港
積
込
ヲ
欲
セ
ズ
長
崎
積

ヲ
要
請
ス
ル
ニ
至
リ
、
目
下
ハ
不
得
已
長
崎

�帆
船
輸
送
ヲ
ナ
シ
同
港
ニ
テ
本
船
積
替
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
状
況
ニ
有
之
候

上
記
ノ
如
ク
、
当
港
船
渠
ハ
其
水
深
並
閘
門
幅
員
ニ
於
テ
制
限
ア
ル
ヲ
以
テ
、
巨
大
船
舶
ニ
対
ス
ル
積
込
ハ
将
来
内
港
ニ
於
テ
積
込
ノ

必
要
有
之
候

ニ
付
、
予
テ
之
ガ
積
込
設
備
ニ
関
シ
研
究
中
ニ
シ
テ
各
種
ノ
設
計
案
モ
有
之
候
処
、
何
レ
モ
之
ガ
本
設
備
ハ

莫
大
ノ
起
業
費
ト
不

尠
時
日
ト
ヲ
要
シ
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口
之
津
廃
止
ノ
今
日
直
チ
ニ
以
テ
対
応
シ
難
ク
、
サ
リ
ト
テ
折
角
口
之
津
廃
止
ヲ
断
行
シ
乍
ラ
長
崎
港
ニ
奪
ハ
レ
候
事
ハ
、
三
池
炭
ノ
販
路
関
係
並

ニ
三
池
港
ノ
将
来
ニ
於
テ
多
大
ノ
不
利
益
ヲ
認
メ
候
ニ
付
、
此
際
内
港
ニ
於
ケ
ル
簡
易
ナ
ル
積
込
設
備
ヲ
施
シ
青
筒
線
船
舶
ノ
全
部
ヲ
当
港
ニ
誘
引

ス
ル
事
ハ
刻
下
ノ
急
務
ニ
有
之
候
（
後
略
）

口
之
津
港
を
廃
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閘
門
の
幅
や
水
深
の
問
題
か
ら
大
型
船
舶
は
三
池
港
を
忌
避
し
、
長
崎
港
で
の
積
み
替
え
を

求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
掲
第

3表
で
み
た
よ
う
に
、
横
須
浜
か
ら
長
崎
行
き
の
積
出
高
が
一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
に
急
増
し
た
の

は
、
こ
う
し
た
三
池
港
の
荷
役
能
力
の
限
界
と
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
側
の
事
情
で
あ
っ
た
。
三
池
炭
の
需
要
構
造
を
踏
ま
え
る
と
、
内
港
で

の
沖
積
み
作
業
を
効
率
化
し
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
大
型
船
舶
を
三
池
港
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
、
三
井
鉱
山
の
優
先
的
な
課
題
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

同
年
七
月
頃
に
は
、
予
定
ど
お
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
二
台
）
と
台
船
と
な
る
起
重
機
船
が
竣
工
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
を
行
う
体
制
が
整

っ
た
（

	）。
石
炭
を
搭
載
し
た
艀
船
を
内
港
に
碇
泊
す
る
本
船
の
脇
に
横
付
け
し
、
懸
垂
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
起
重
機
船
（
大
金
剛
丸
、

合
力
丸
）
と
本
船
と
が
艀
船
を
挟
み
込
む
形
で
荷
役
が
行
わ
れ
た
。
ウ
イ
ン
チ

�き
は
艀
船
を
本
船
に
よ
せ
て
、
荷
役
組
織
・
四
口
（
一
口

の
人
夫
数
は
三
〇
名
）
が
直
接
ハ
ッ
チ
に
積
み
込
み
、
残
り
二
口
が
船
内
で
の
持
直
し
（
甲
板
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
炭
を
艙
内
に
担
ぎ

込
む
作
業
）
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
使
用
す
る
人
夫
の
数
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
が
約
二
五
名
、
ウ
イ
ン
チ

�き
が
合
計
六
口
約
一

八
〇
名
、
積
込
能
力
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
二
台
で
一
時
間
八
〇
ト
ン
、
ウ
イ
ン
チ

�き
で
一
時
間
五
〇
ト
ン
、
合
計
一
三
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
（


）。

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
に
関
し
て
は
念
入
り
に
試

験
が

繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
社
船
（
三
井
物

産
船
舶
部
）
以

外
へ
の
積
込

開
始
は
当

初

の
計
画
よ
り
も

遅
延
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
池
港
務
所
長
は
本

店
の
販
売

主
任
に
対
し
て
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
が
「
Q
u
ick

d
esp

a
tch

ヲ
最

モ
必
要

視
シ

居
ル
様
ニ
有
之
、
本
設
備

開
始
当

初
ニ
於
テ
些

少
タ
リ
共
先

方
ノ
不

満
ヲ
買
フ

如
キ
事
有
之
候
テ
ハ
、
将
来
永
遠
ノ
不
利

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）

441



益
ヲ
醸
ス
ヤ
モ
難
図
ト
存
候
ニ
付
、
此
際
充
分
慎
重
ノ
態
度
ヲ
採
リ
」、「
他
ノ
汽
船
ニ
少
ク
ト
モ
三
、
四
隻
実
施
ノ
上
大
丈
夫
ト
充
分
ノ
確

心
ヲ
得
タ
ル
後
」
に
船
を
迎
え
た
い
と
述
べ
て
い
る
（

�）。
そ
う
し
た
事
前
準
備
が
功
を
奏
し
て
、
一
九
二
三
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
行
わ
れ
た

ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
第
一
号
荷
役
（
カ
ル
カ
ス
号
）
は
好
成
績
に
終
わ
り
、
積
込
高
三
四
三
四
ト
ン
、
所
要
時
間
三
二
時
間
五
四
分
、
一
時

間
あ
た
り
積
込
高
は
一
三
〇
ト
ン
で
一
昼
夜
二
四
〇
〇
ト
ン
を
記
録
し
た
（

�）。
以
後
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
な
ど
の
大
型
船
舶
が
内
港
で
焚
料

炭
を
積
み
込
む
よ
う
に
な
り
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
に
外
国
船
焚
料
炭
の
積
出
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
第

2表
）。

以
上
の
よ
う
に
内
港
で
の
沖
積
は
一
定
程
度
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
応
急
的
施
設
を
採
用
し
た
が
ゆ

え
に
、
数
年
後
に
は
い
く
つ
か
の
欠
点
を
露
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
に
、
沖
積
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
限
界
と
三
井
鉱
山
の
対
応
策
を
明
ら

か
に
し
て
い
こ
う
。

（

1）
「
五
社
販
売
協
定
」
と
は
、
三
井
、
三
菱
、
古
河
、
満
鉄
、
開

�の
五
社
が
毎
年
秋
に
協
議
会
を
開
催
し
、
上
海
、
香
港
な
ど
東
ア
ジ
ア
の

主
要
市
場
に
お
け
る
最
低
炭
価
、
販
路
を
協
定
す
る
と
し
た
も
の
（
荻
野
喜
弘
「
石
炭
鉱
業
の
展
開
」
『
福
岡
県
史
』
通
史
編
近
代
産
業
経
済

二
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
四
章
、
四
四
二
ペ
ー
ジ
）。

（

2）
一
九
一
一
年
七
月
～
一
九
一
二
年
六
月
の
上
海
に
お
け
る
輸
入
炭
の
う
ち
、
三
菱
（
合
資
）
は
約
一
七
万
ト
ン
、
全
体
の
一
四
％
を
、
三
井

物
産
は
約
四
七
万
ト
ン
、
全
体
の
約
三
八
％
を
取
り
扱
っ
て
い
た
（
畠
山
秀
樹
『
三
菱
合
資
会
社
の
東
ア
ジ
ア
海
外
支
店
』
追
手
門
学
院
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）。

（

3）
三
井
物
産
石
炭
部
稲
葉

今
三
郎
「
上
海
出
張
報
告
」
一
九
二
三
年
、
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
資
料
。

（

4）
た
だ
し
、
一
九
二
四
年
に
は
積
極
方
針
に
転
換
し
た
た
め
、
第

6表
の
と
お
り
輸
入
高
が
増
加
し
て
い
る
。
以
下
の
記
述
は
、
三
井
物
産
香

港
支
店
石
炭
支
部
「
石
炭
事
務
引
継
書
」
一
九
二
五
年
、
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
資
料
。

（

5）
た
だ
し
、
海
軍
業
界
の

不
振
に
と
も
な
っ
て
、

契
約
締
結
に
際
し
て
開
平
炭
と
の
駆
け
引
き
が
必
要
に
な
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
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「
石
炭
事
務
引
継
書
」）
。

（
6）

前
掲
「
石
炭
事
務
引
継
書
」
。
一
八
九
〇
年
代
の
上
海
、
香
港
市
場
で
三
池
炭
の
契
約
高
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
太
古
社
で
あ
り
、
一
九
二

〇
年
代
に
お
い
て
も
そ
の
重
要
性
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
（
前
掲
春
日
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展
構
造
」
、
二
二
四
ペ
ー

ジ
、
山
下
直
登
「
日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
石
炭
市
場
と
三
井
物
産

�上
海
市
場
を
中
心
に
」
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
№

八
、
一
九
七
七
年
、
山
下
直
登
「
日
本
帝
国
主
義
成
立
期
の
香
港
市
場
と
三
井
物
産
（
下
）」『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
№
一
一
、
一
九
八
一
年
）。

（

7）
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
ラ
イ
ン
（
B
lu
e
F
u
n
n
el
L
in
e）
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ホ
ル
ト
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ホ
ル
ト
が
一
八
六
五
年
に
リ
バ

プ
ー
ル
で
設
立
し
た
O
cea
n
S
tea
m
S
h
ip
C
o
.
を
中
核
と
す
る
海
運
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
し
た
地
域
は
一
九
二
三
年
時

点
の
も
の
（
M
a
lco
lm
F
a
lk
u
s,

T
H
E

B
L
U
E

F
U
N
N
E
L

L
E
G
E
N
D
,
H
o
u
n
d
m
ills,

P
A
L
G
R
A
V
E
M
A
C
M
IL
L
A
N
,
1
990,

p

5
4
）
。

（

8）
「
三
池
炭
需
給
表
」
に
所
収
（
三
池
鉱
業
所
二
一
七
二
）
。
「
年
内
需
給
見
込
表
」
は
ほ
ぼ
毎
月
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の

契
約
高
で
は
な
く
、
既
約
分
と
未
約
分
を
合
算
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
毎
月
の
表
が
残
存
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
）
。
た

だ
、
前
掲
第

2表
の
積
出
高
と
比
較
す
る
と
、
一
九
二
〇
年
の
積
出
高
約
二
〇
〇
万
ト
ン
に
対
し
て
一
一
ヶ
月
分
で
約
一
九
〇
万
ト
ン
見
込
、

二
一
年
積
出
高
約
一
六
〇
万
ト
ン
に
対
し
て
一
一
ヶ
月
分
で
約
一
五
四
万
ト
ン
見
込
、
二
二
年
積
出
高
一
八
五
万
ト
ン
に
対
し
て
約
一
六
四
万

ト
ン
見
込
で
あ
り
、
極
端
に
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
イ
ン
ク
の
薄
れ
や
紙
の
破
損
等
が
著
し
く
、
判
読
困
難
な
文
字

が
多
い
た
め
、
第

9表
～

13表
の
需
要
家
に
つ
い
て
は
推
定
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

（

9）
前
掲
北
澤
「
両
大
戦
間
期
に
け
る
三
池
炭
の
販
売
動
向
」
九
～
一
〇
ペ
ー
ジ
。

（

10）
一
九
二
一
年
九
月
十
四
日
、
商
務
部
販
売
主
任
発
三
井
物
産
東
京
石
炭
部
長
・
門
司
石
炭
支
部
長
宛
「
三
池
炭
年
内
需
給
予
想
ト
売
抜
御
依

頼
ノ
事
」
（
前
掲
「
三
池
炭
需
給
表
」）
。
以
下
、
資
料
の
引
用
に
つ
い
て
は
適
宜
、
句
読
点
を
加
え
た
。

（

11）
一
九
二
二
年
三
月
三
日
、
商
務
部
販
売
主
任
発
三
池
鉱
業
所
長
・
港
務
所
長
宛
「
三
池
炭
年
内
需
給
見
込
の
事
」（
前
掲
「
三
池
炭
需
給
表
」）。

そ
の
後
、

�塊
の
追
加
契
約
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
資
料
が
欠
け
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な
い
。

（

12）
一
九
二
二
年
六
月
十
日
、
商
務
部
販
売
主
任
発
三
池
鉱
業
所
長
・
港
務
所
長
宛
「
三
池
粉
炭
及

�粉
年
内
需
給
見
込
の
事
」
（
前
掲
「
三
池
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炭
需
給
表
」
）
。

（
13）

一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
に
三
井
物
産
船
舶
部
の
富
士
山
丸
機
関
長
・
弘
中
嘉
市
が
三
池
炭
の
焚
方
研
究
を
行
い
、
三
池
粉
炭
を
用
い
て

三
池
／
上
海
間
を
二
十
数
回
航
海
し
て
い
る
（
わ
ず
か
に
混
炭
を
使
用
、「
富
士
山
丸
三
粉
試
焚
成
績
報
告
書
」「
沿
革
史
」
第
十
巻
一
二
七
～

一
三
七
ペ
ー
ジ
所
収
）
。
そ
の
後
、
時
期
は
不
明
だ
が
三
井
物
産
は
自
社
船
に
粉
炭
を
焚
く
よ
う
指
示
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
不
況
下
の
一
九

二
〇
年
代
に
粉
炭
の
一
本
焚
が
推
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（「
沿
革
史
」
第
九
巻
、
四
六
ペ
ー
ジ
）。
な
お
、
三
井
物
産
船
舶
部
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
一
九
二
六
年
に
は
自
社
船
に
対
し
て
粉
炭
を
焚
く
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
（
三
井
物
産
船
舶
部
「
船
舶
部
打
合
会
議
々
事
録
」
一
九

二
六
年
八
月
、
一
四
七
ペ
ー
ジ
、
R
G

13
1
,
E
n
try

109,
B
o
x
338、

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（

14）
Ｋ
ラ
イ
ン
は
一
九
二
一
年
五
月
に
発
足
し
た
川
崎
汽
船
、
川
崎
造
船
所
、
国
際
汽
船
の
三
社
が
所
有
船
舶
を
共
同
運
航
す
る
新
ラ
イ
ン
で
、

鈴
木
商
店
を
総
代
理
店
と
し
、
手
始
め
に
日
本
か
ら
大
連
、
豪
州
、
北
米
太
平
洋
を
経
て
パ
ナ
マ
な
い
し
ス
エ
ズ
経
由
で
大
西
洋
方
面
へ
と
就

航
し
た
（
川
崎
汽
船
株
式
会
社
『
川
崎
汽
船
五
十
年
史
』
一
九
六
九
年
、
四
六
、
四
七
、
三
二
五
、
三
二
六
ペ
ー
ジ
）。

（

15）
「
談
話
聴
取
録
（
三
池
）」
其
四
、
二
一
ペ
ー
ジ
、
五
十
年
史
稿
本
五
二
〇
。
船
津
勝
は
一
九
二
一
年
十
二
月
時
点
で
運
輸
事
務
員
三
池
港
荷

役
担
当
（
「
三
井
鉱
山
株
式
会
社
職
員
録
」
一
九
二
一
年
、
Ａ
〇
五
二

�一

�三
）。

（

16）
以
下
の
記
述
は
、
一
九
二
二
年
七
月
六
日
、
三
池
支
部
長
発
石
炭
部
長
・
香
港
支
部
長
宛
「
青
筒
船
今
後
ノ
配
船
ト
口
之
津
港
ニ
就
テ
」

（
「
沿
革
史
」
第
十
巻
、
六
四
～
七
一
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

17）
船
津
勝
談
話
「
内
港

�船
岸
壁
新
設
ノ
原
因
」
（
「
沿
革
史
」
第
四
巻
、
二
一
六
～
二
一
九
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

18）
一
九
二
一
年
十
二
月
十
五
日
現
在
で
商
務
部
長
（「
三
井
鉱
山
株
式
会
社
職
員
録
」
Ａ
〇
五
二

�一

�三
）。

（

19）
一
九
二
三
年
一
月
五
日
、
木
瀬
和
吉
発
本
店
取
締
役
宛
「
ホ
ル
ト
訪
問
之
事
」（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
九
五
～
九
七
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

20）
一
九
二
三
年
一
月
十
日
、
商
務
部
長
発
三
池
港
務
所
長
宛
「
青
筒
口
之
津
寄
港
廃
止
問
題
」
（
「
沿
革
史
」
第
十
巻
、
七
二
ペ
ー
ジ
所
収
）
。

な
お
、
こ
こ
で
は
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
側
の
都
合
だ
と
い
う
立
場
を
貫
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
九
一
九
～
二
一
年
に
お
い
て
、

三
井
物
産
が
口
之
津
で
の
積
替
作
業
を
長
崎
に
移
す
計
画
を
考
案
し
て
い
る
。
こ
の

計
画
は
実
現
に

至
ら
な
か

っ
た
が
、
三
井
物
産
と
三
井
鉱

山
と
の
間
で
人
夫
の
取
り

扱
い
等
に
つ
い
て
の
調
整
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
三
井
鉱
山
は
口
之
津
港
廃
止
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
ブ
ル
ー
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フ
ァ
ン
ネ
ル
側
と
協
議
を
重
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
三
井
物
産
「
第
八
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
一
九
二
一
年
、
三
一
四
ペ
ー
ジ
、
物
産

一
九
八

�八
）
。

（

21）
「
沿
革
史
」
第
十
巻
、
一
八
、
六
二
～
六
三
ペ
ー
ジ
。

（

22）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
四
五
～
四
六
ペ
ー
ジ
。

（

23）
一
九
二
三
年
五
月
十
七
日
、
三
池
港
務
所
長
発
社
長
宛
「
起
業
費
申
請
ノ
件
」（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
四
九
～
五
一
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

24）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
四
八
ペ
ー
ジ
。

（

25）
三
井
鉱
山
商
務
部
販
売
主
任
が
、「
ド
ウ
シ
テ
モ
内
港
手
積
ノ
方
法
ニ
依
ル
外
無
之
、
H
o
lt
氏
モ
又
大
体
此
ノ
方
法
ニ
賛
成
致
居
リ
候
様
子
」

で
あ
る
と
し
て
、
「
内
港
手
積
ノ
研
究
ヲ
御
完
成
結
果
至
急
御
申
聞
被
下
度
」
と
三
池
港
務
所
長
に
返
答
を
急
が
せ
て
い
た
（
一
九
二
三
年
二

月
十
六
日
、
商
務
部
販
売
主
任
発
三
池
港
務
所
長
宛
「
三
池
内
港
手
積
設
備
ノ
事
」「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
九
八
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

26）
一
九
二
三
年
四
月
五
日
、
三
池
港
務
所
服
部
省
三
発
本
店
生
島
主
事
宛
書
信
（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
九
九
～
一
〇
三
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

27）
一
九
二
三
年
四
月
六
日
、
三
池
港
務
所
長
発
社
長
宛
「
起
業
費
申
請
ノ
件
」（「
沿
革
史
」
第
七
巻
、
五
五
～
五
九
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

28）
起
業
費
と
し
て
「
内
港
汽
船
艀
積
設
備
費
」
六
万
七
七
七
一
円
が
支
出
さ
れ
た
（「
沿
革
史
」
第
九
巻
）。

（

29）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
一
一
〇
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

（

30）
一
九
二
三
年
七
月
十
八
日
、
三
池
港
務
所
長
発
販
売
主
任
宛
「
内
港
汽
船
艀
積
設
備
ノ
事
」（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
一
〇
六
～
一
〇
七
ペ
ー

ジ
所
収
）
。

（

31）
「
沿
革
史
」
第
七
巻
、
六
二
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
カ
ル
カ
ス
号
の
積
込
作
業
は
予
想
以
上
の
好
成
績
を
収
め
た
た
め
、
「
取
締
役
」
（
不
明
）
よ

り
「
今
後
大
型
船
ノ
内
港
積
取
上
多
大
ノ
好
影
響
ヲ
及
ボ
シ
候
事
同
慶
至
極
」
と
い
う
祝
意
が
三
池
港
務
所
に
届
い
て
い
る
（
「
五
十
年
史
港

務
所
年
譜
資
料
」
五
十
年
史
稿
本
八
三
二

�一
、
一
九
二
三
年
十
二
月
二
十
六
日
）。
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三
石
炭
積
込
の
機
械
化

1

沖
積

用
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

限
界

（
一
）
積
込
費
用
の
増
大

内
港
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
・
ウ
イ
ン
チ

�き
を
開
始
し
て
か
ら
二
年
も
経
過
し
て
い
な
い
一
九
二
四
年
末
か
ら
二
五
年
末
に
か
け
て
、

三
池
炭
の
販
売
に
関
わ
る
重
大
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
三
池
港
務
所
長
は
、
「
長
崎
ニ
奪
レ
タ
ル
青
筒
大
型
船
誘
引
」
の
た

め
に
沖
積
設
備
を
建
造
し
、
「

�モ
角
今
日

�二
ヶ
年
余
青
筒
大
型
船
ヲ
引
受
、
積
込
ヲ
遂
行
」
し
て
き
た
が
、
以
下
の
五
点
の
理
由
か
ら

積
込
方
法
の
見
直
し
を
図
る
べ
き
と
し
た
。
第
一
に
、
人
夫
不
足
の
た
め
ウ
イ
ン
チ

�が
十
分
な
荷
役
量
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
た
。
第
二
に
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
大
型
船
舶
は
二
五
〇
〇
ト
ン
以
上
の
焚
料
炭
を
要
求
し
（
場
合
に
よ
っ
て
は
三
五
〇
〇
ト
ン
以
上

に
及
ぶ
）、
積
込
作
業
を
終
え
る
の
に
一
昼
夜
以
上
滞
船
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、「
彼
等
ノ
満
足
ヲ
得
難
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
（
中
略
）
往
々
積

荷
ヲ
打
切
リ
出
帆
ス
ル
事
例
」
も
あ
っ
た
。
第
三
に
多
数
の
人
夫
を
使
用
す
る
た
め
渠
内
積
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
「
不
経

済
」
で
あ
る
こ
と
、
第
四
に
本
船
備
え
付
け
ウ
イ
ン
チ
を
借
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
船
長
が
使
用
を
許
可
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
、

第
五
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
設
備
は
防
砕
装
置
が
な
い
た
め
品
質
を
劣
化
さ
せ
て
し
ま
う
点
が
問
題
視
さ
れ
た
（
１
）。

特
に
、
第
一
点
目
と
第
三
点
目
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
方
式
の
計
画
時
点
で
懸
念
さ
れ
て
い
た
課
題
で
あ
り
、
三
池
港
務
所
は
作
業
開
始
直

後
か
ら
円
滑
な
人
夫
確
保
と
作
業
遂
行
の
た
め
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
六
月
に
は
「
口
之
津
人
夫
臨

時
募
集
之
件
」
と
い
う
案
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
最
近
内
港
積
青
筒
船
の
連
続
入
港
に
よ
り
作
業
困
難
之
折
柄
、
荷
揚
船
鉱
石
及

鴻
基
炭
輻
輳
の
為
め
人
夫
払
底
と

相
成

候
間
」
、
一
時

的
な
対
応

策
と
し
て
口
之
津
人
夫
を
臨
時
募
集
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
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で
は
、
六
日
間
で
三
三
名
の
雇
入
れ
（
社
宅
合
宿
所
を
提
供
）
を
予
定
し
、
請
負
賃
率
は
土
地
人
夫
と
同
様
、
賄
費
は
港
務
所
が
負
担
す
る

と
さ
れ
た
（
２
）。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
の
試
験
（
一
九
二
三
年
の
金
華
山
丸
）
の
際
に
は
、
与
論
人
夫
と
土
地
人
夫
の

�込
賃
（
日
役
賃
銭
）
が
昼
作

業
三
割
増
、
夜
作
業
七
割
増
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
第
一
号
積
込
船
（
カ
ル
カ
ス
号
）
に
つ
い
て
も
、
「
第
一
船
の

事
と
て
荷
役
の
迅
速
を
期
」
す
た
め
各
作
業
に
対
し
て
二
割
増
の
賃
金
を
支
払
う
こ
と
、
雨
夜
業
に
関
し
て
は

�込
賃
を
ト
ン
当
た
り
五
割

増
に
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
（
４
）。
そ
の
後
も
、
「
内
港
積
ハ
陸
上
作
業
ニ
比
シ
困
難
ニ
シ
テ
、
内
港
積
初
期
ノ
現
今
其
成
績
ノ
良
好
ヲ
示
ス

為
ニ
ハ
一
層
ノ
注
意
努
力
ヲ
要
ス
ル
故
、
多
少
奨
励
ノ
意
味
ニ
於
テ
」
日
給
の
増
額
を
継
続
し
て
い
る
（
５
）。
内
港
で
の
沖
積
作
業
が
関
係
し
て

い
る
か
不
明
だ
が
、
請
負
人
夫
の
一
般
賃
率
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
四
年
九
月
に
七
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
積
込
に
関
わ
る
費
用
が

膨
張
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
（
６
）。
な
お
、
桟
橋

↓艀

↓本
船
と
経
由
す
る
内
港
で
の
沖
積
作
業
の
費
用
は
、
船
渠
内
の
船
積
機
に
よ

る
積
込
費
と
比
較
し
て
約
五
〇
～
六
〇
銭
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
（
７
）。

（
二
）
品
質
問
題

第
五
点
目
の
品
質
の
損
傷
は
、
塊
炭
が
積
込
の
過
程
で
塊
分
と
粉
分
に
分
離
す
る
と
い
う
荷
役
作
業
に
と
っ
て
避
け
が
た
い
現
象
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
比
較
的
に
高
炭
価
で
最
大
の
需
要
家
（
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
）
に
納
め
て
い
る
塊
炭
が
粉
化
す
る
と
い
う
事
態
は
、
三
井
鉱

山
お
よ
び
三
井
物
産
に
お
い
て
三
池
炭
の
販
売
動
向
を
左
右
す
る
重
大
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

残
存
し
て
い
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）

頃
に
は
三
池
炭
の
品
質
に
関
す
る
苦
情
が
大

口
需
要
家
か
ら
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
同
年
の
三
井
物
産
石
炭
部
の
会

議
で
は
、
三
井
鉱
山

常
務

取
締
役
の
牧
田

環
を
交
え
て
三
池
炭
の
品
質
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。

ボ
タ
の

混
入
な
ど
不
満
を

誇
張
し
て
伝
え
て
い
る
面
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
次
の
と
お
り
、

牧
田
の

苦
し
い
立

場
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
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で
き
る
（
８
）。

牧
田
：
三
井
鉱
山
炭
ノ
品
質
問
題
ニ
就
キ
御
希
望
承
リ
度
シ
。
又
腹
蔵
ナ
キ
御
非
難
モ
結
構
ナ
リ
但
シ
主
ト
シ
テ
如
何
ナ
ル
炭
ニ
多
キ
ヤ
。

部
長
：
殆
ド
全
部
ト
申
ス
ベ
シ
。
三
池
田
川
山
野
ニ
苦
情
ア
リ

山
本
（
香
港
）
：
青
筒
社
渡
焚
料
ニ
就
キ
テ
ハ
最
近
殆
ド
毎
回
苦
情
ア
リ
、
然
モ
先
方
ヨ
リ
ノ
苦
情
ニ
ハ
具
体
的
証
拠
ア
レ
共
当
方
ニ
ハ
之
ニ
対
シ

貴
炭
鉱
ヘ
問
合
セ
ノ
報
告
常
ニ
新
シ
キ
モ
ノ
故
、
左
様
ナ
ル
筈
無
シ
ト
ノ
抽
象
的
回
答
ニ
過
ギ
ザ
ル
為
メ
返
答
ニ
困
ル
事
度
々
也
。
山
元
ニ
テ
積

込
ミ
ノ
際
其
積
出
炭
ノ
分
析
、
計
量
等
ノ
検
炭
報
告
ヲ
作
成
願
ハ
レ
マ
ジ
ク
ヤ
。
斯
カ
ル
資
料
無
ク
テ
ハ
当
方
ニ
テ
先
方
ヘ
対
シ

P
ro

test
ス
ル

時
ノ
論
拠
無
キ
ニ
困
ズ
。

牧
田
氏
：
主
ト
シ
テ
如
何
ナ
ル
非
難
ナ
ル
ヤ

山
本
（
香
港
）：

C
o
n
su

m
p
tio

n
ノ
多
キ
事
主
タ
リ
。

菊
地

：
本
年
四
月
ニ
入
リ
テ
三
池
塊
炭
ニ
就
キ
香
港
ヨ
リ
出
タ
ル
炭
質
非
難
四
通
ア
リ
。
何
レ
モ

C
o
n
su

m
p
tio

n
ニ
対
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
ノ
原

因
ハ
粉
分
ノ
多
キ
ト
ボ
タ
ノ
多
キ
ト
ニ
依
ル
ト
ノ
事
ナ
リ
。
粉
分
ノ
多
キ
ハ
内
港
積
ニ
依
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ト
ノ
報
告
二
通
ア
リ
キ
。

牧
田
氏

：
夫
レ
ハ

H
a
n
d
lin

g
ニ
テ
積
ム
結
果
ナ
レ
共
香
港
ニ
テ
積
取
ル
ヨ
リ
少
ナ
シ
ト
思
フ
。
勿
論

L
o
a
d
er
ヨ
リ
多
キ
ハ
仕
方
ナ
カ
ル
ベ
キ
カ
。

相
当
山
元
ニ
テ
研
究
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
惟
ス
。

菊
地
：
此
等
ノ
非
難
ハ
新
嘉
坡
ヨ
リ
モ
ア
リ
タ
リ
。

山
地
氏
：
日
本
郵
船
ノ
香
取
丸
ニ
行
キ
テ
聞
キ
タ
ル
苦
情
ハ
焚
ク
前
ニ
石
ガ
混
入
シ
居
リ
テ
非
常
ニ
重
カ
リ
シ
由
。
鉱
山
ニ
テ
ハ
如
何
御
考
ヘ
ナ
リ

ヤ
。

山
本
（
香
港
）
：

Y
o
u
n
g
氏
ハ

�ニ
角
ナ
レ
共

B
ra

w
n
氏
ハ
執
拗
ナ
レ
バ
古
キ
書
状
ヲ
モ

R
efer

シ
テ
追
求
シ
来
ル
事
ア
ル
故
将
来
是
レ
ガ
弁
解

ニ
資
ス
ル
証
拠
戴
キ
度
シ
。

牧
田
氏
：
一
々
積
出
炭
ニ
就
キ
其
都
度
分
析
其
他
検
炭
証
明
ヲ
附
ス
ル
事
ハ
言
フ
ベ
ク
シ
テ
行
ハ
レ
難
カ
ル
ベ
シ
。
要
ス
ル
ニ
山
元
ニ
テ
鉱
山
員
ト

448



物
産
員
ト
立
会
テ
検
炭
、
検
量
ス
ル
様
為
サ
バ
捷
径
ナ
ラ
ザ
ル
ヤ
。

島
田
：
小
役
嘗
テ
香
港
ニ
在
リ
シ
時
三
池

�塊
検
炭
セ
シ
ニ
ボ
タ
ノ
混
入
五
％
見
当
ア
リ
シ
ヲ
経
験
シ
タ
ル
事
ア
リ
キ
。

山
地
氏
：
万
田
坑
ニ
ハ
大
ナ
ル
磐
石
ア
ル
ベ
キ
モ
小
ナ
ル
石
ノ
ア
ル
筈
無
シ
。

牧
田
氏
：
事
実
ア
リ
得
ベ
カ
ラ
ズ
、
誇
張
セ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。

島
田
：
結
局
、
現
在
若
松
ニ
テ
行
ヘ
ル
ガ
如
ク
少
ナ
ク
ト
モ
一
ヶ
月
一
回
位
鉱
山
物
産
立
会
ノ
上
検
査
、
検
炭
ヲ
為
シ
且
ツ
分
析
シ
タ
ル
其
結
果
ヲ

各
店
ヘ
知
ラ
シ
ム
ル
様
ニ
願
度
シ
。

牧
田
氏
：
左
様
致
シ
度
シ
。

香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
三
池
塊
炭
の
品
質
に
苦
情
が
続
出
し
、
粉
分
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
内
港
積
が
原
因
で
は
な
い
か
と

い
う
指
摘
が
現
場
か
ら
あ
が
っ
て
い
る
。
特
に
、
太
古
社
（
青
筒
社
渡
焚
料
）
か
ら
の
追
及
は
「
執
拗
」
で
あ
り
、
反
論
の
根
拠
を
用
意
す

る
た
め
に
、
鉱
山
と
物
産
の
双
方
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
検
炭
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
各
店
に
報
告
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。
三
井
物

産
香
港
支
店
は
、
同
年
の
苦
情
頻
出
に
つ
い
て
「
内
港
積
開
始
ノ
際
ニ
テ
設
備
ノ
関
係
上
粉
分
夥
多
ナ
リ
シ
事
モ
一
因
ナ
ル
ベ
シ
」
と
捉
え

て
お
り
、
太
古
社
に
約
一
万
三
〇
〇
〇
円
の
弁
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
問
題
の
沈
静
化
を
図
っ
た
（
９
）。

し
か
し
、
外
国
船
会
社
か
ら
の
苦
情
は
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
頃
ま
で
続
い
た
こ
と
が
当
時
の
往
復
書
類
か
ら
確
認
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
一
九
二
五
年
九
月
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
報
告
を
う
け
た
三
井
鉱
山
商
務
部
販
売
主
任
は
、
塊
炭
の
「
粉
分
過
多
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
（

�）。

（
前
略
）
最
近
の

J
.
C
.
J
.
L
,
B
en

.
L
,
H
o
lt

L
,
P
a
terso

n
,
D
o
u
g
la
s
等
の
品
質
苦
情
の
理

由
は
一
に
粉
分
夥
多
と
い

ふ
点
に

帰
着
致
し

居
り

候
様

被
存
候
処
、
此
の
点
の
改
善
に
付
て
は
既
に
御
研
究
中
と
は
被
存
候
も
、
此
の
苦
情
に
よ
り
万
一
三
池
炭
買
付
を
渋
る
様
に
な
つ
て
は
剰

余
数
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量
丈
は
他
の
方
面
に
売
抜
く
事
必
要
に
御
座
候
も
、
売
先
が
比
較
的
深
く
狭
く
又
特
殊
の
品
質
を
有
す
る
三
池
炭
の
新
販
路
開
拓
は
仲
々
難
渋
に
有

之
、
結
局
堂
し
て
も
今
ま
で
の
得
意
先
に
固
く
拠
り
、
漸
進
的
に
新
販
路
開
拓
が
賢
き
策
と
被
存
候
も
、
最
近
の
如
く
の
品
質
苦
情
続
出
で
は
一
寸

新
販
路
開
拓
も
至
難
の
様
被
存
候

御
承
知
の
通
り
三
池
塊
需
給
よ
り
す
れ
ば
青
筒
線
と

P
a
terso

n
約
定
は
絶
対
必
要
の
得
意
先
に
有
之
、
殊
に
来
年
度
は

H
o
lt
の
新
嘉
坡
渡
五
〇

〇
〇
〇
／
八
〇
〇
〇
〇
屯
と

P
a
terso

n
の
一
〇
〇
〇
〇
〇
／
一
二
〇
〇
〇
〇
ト
ン
は

N
a
ta
l
炭
と

C
o
m
p
ete
し
て
、
是
非
三
池
塊
に
て
物
に
致

度
と
各
店
協
力
し
て
画
策
致
し
居
り
候
際
、
右
の
如
く
の
品
質
苦
情
が
出
て
は
先
方
も
三
池
塊
を
買
渋
る
可
申
事
重
大
に
御
座
候
（
後
略
）

大
口
の
得
意
先
で
あ
る

J
.
C
.
J
.
L
、
ホ
ル
ト
（
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
）
、

P
a
terso

n
な
ど
で
苦
情
が
続
出
し
、
三
池
炭
を
「
買
渋
る
」

よ
う
な
事
態
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
危
惧
し
て
い
る
（

�）。
別
の
書
簡
で
も
、
特
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
イ
ン
ド
炭
と
ナ
タ
ー
ル
炭
が
安

売
り
攻
勢
を
強
め
、
「
三
池
塊
炭
売
抜
に
一
大
恐
脅
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
「
値
段
と
品
質
で

co
m
p
ete
せ
ね
ば
其
の
販
路
の
維
持
も
困

難
な
る
際
に
付
、
新
嘉
坡
送
り
三
池
塊
の
品
質
は
特
に
吟
味
被
下
度
」
と
要
請
し
て
い
る
（

�）。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
要
求
に
応
じ
る
な
か
で

採
用
さ
れ
た
内
港
で
の
沖
積
施
設
は
、
三
池
炭
の
競
争
力
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
欠
陥
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

2

船
積

機
の

新
造

と
改

良

（
一
）
内
港
石
炭
積
込
機
の
完
成

内
港
で
の
新
た
な
荷
役
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
）
の
末
に
は
、
粉
砕
予
防
の
改
良
を
加
え
た
積
込
機
械
船

（
能
力
一
時
間
一
二
〇
ト
ン
、
一
日
二
四
〇
〇
ト
ン
）
の
新
造
案
が
三
池
港
務
所
か
ら
提
案
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
「
内
港
汽
船
積
設
備
拡
張

費
」
と
し
て
一
三
万
五
〇
〇
〇
円
の
起
業
費
支
出
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ウ
イ
ン
チ

�に
多
く
の
人

夫
を
必
要
と
し
、
月
二
／
三
回
の
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ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
入
港
に
際
し
て
船
渠
内
で
の
「
積
込
船
ニ
支
障
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
莫
大
ナ
ル
」
た
め
、
ウ
イ
ン
チ

�を
「
機
械
力
ニ
変

更
シ
一
昼
夜
四
千
屯
ノ
能
力
ヲ
発
揮
シ
焚
料
船
ニ
至
大
ノ
便
益
ヲ
与
ヘ
三
池
港
ノ
名
声
ヲ
発
揚
セ
ン
ト
ス
ル
」
計
画
で
あ
っ
た
（

�）。

と
こ
ろ
が
、
新
機
械
船
二
隻
の
見
積
額
が
三
八
万
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
（
一
隻
一
九
万
円
に
見
積
が
増
大
）
、
焚
料
炭
を
積
み
込
む

船
舶
の
入
港
が
旺
盛
に
な
っ
た
こ
と
、
将
来
的
に
船
渠
内
で
の
積
込
作
業
を
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
十
一
月
に
は

内
港
東
岸
に
大
規
模
な
積
込
設
備
を
築
造
す
る
計
画
に
変
更
し
た
（

�）。
工
事
費
は
五
五
万
円
に
増
大
し
た
も
の
の
、
積
込
費
は
現
状
の
沖
積
み

が
ト
ン
当
た
り
一
円
二
五
銭
九
厘
、
新
機
械
船
が
一
円
九
厘
で
あ
る
の
に
対
し
、
岸
壁
設
備
の
場
合
は
七
七
銭
七
厘
と
見
積
も
ら
れ
た
。
現

状
の
設
備
に
比
べ
て
ト
ン
当
た
り
四
八
銭
二
厘
・
年
額
四
万
八
二
〇
〇
円
、
新
機
械
船
と
比
べ
て
ト
ン
当
た
り
二
三
銭
二
厘
・
年
額
二
万
三

二
〇
〇
円
の
節
約
が
可
能
に
な
る
と
い
う
計
算
で
あ
っ
た
（

�）。

こ
の
計
画
は
三
井
物
産
に
と
っ
て
も
市
場
シ
ェ
ア
を
維
持
・
拡
大
さ
せ
て
い
く
う
え
で
密
接
に
関
わ
る
案
件
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
は

「
今
後
同
炭
（
三
池
炭

：
引
用
者
）
ノ
消
化
上
、
焚
料
商
内
ノ
発
展
ヲ
画
ス
ル
事
最
モ
緊
要
」
で
あ
る
が
、
現
在
の
沖
積
設
備
に
は
次
の
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
（

�）。
第
一
に
「
荷
役
力
ノ
貧
弱
ナ
ル
事
」、
第
二
に
塊
炭
の
粉
砕
に
よ
っ
て
品
質
が
低
下
し
、「
ホ
ル
ト
社
其
他
ヨ
リ

苦
情
続
出
シ
居
ル
事
」
、
第
三
に
積
込
費
が
割
高
で
「
積
取
船
誘
因
力
ノ
余
地
少
キ
」
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
三
井
鉱
山
と
同
様
の
認
識
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
設
備
が
完
成
す
れ
ば
「
焚
料
商
売
ヲ
助
長
シ
取
扱
高
増
加
ニ
ヨ
リ
当
社
ノ
享
ク
ル
利
益
」
は
少
な
く
な
く
、
ま

た
、
「
ホ
ル
ト
社
ニ
対
シ
テ
、
当
社
ハ
鉱
山
会
社
ノ
意
ヲ
受
ケ
積
込
機
ヲ
改
良
シ
テ
品
質
低
下
ヲ
防
止
ス
ル
事
ヲ
声

明
シ
居
ル
事
ト
テ
、
同

社
ニ
対
ス
ル

義
理
合
上
ヨ
リ
モ

急
速
ニ
設
備
ノ
改

善
ヲ
ナ

サ
シ

ム
ル
要
ア
リ
」
と

判
断
し
た
。
そ
こ
で
、
三
井
物
産
は

所
要

資
金
五
五
万
円

の
う
ち
四
五
万
円
を

石
炭

部
が

保
管
す
る
三
井
鉱
山
と
の
共
同
積

立
金
か
ら
融

通
す
る
こ
と
、
償

還
方
法
は
竣
工
後
三
年
以
内
に
半
期
ご
と

の
分
割

返
済
と
す
る
こ
と
、
償

還
さ
れ
た

金
額
は
共
同
積

立
金
に

還
元
す
る
こ
と
、

金
利
は
最
低
年

六
分
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（

	）。
さ
ら

に
、
「

本
設
備
ハ
当
社
焚
料
商
売
上
至
大
ノ
便
益
ヲ
受
ク
ル

義
ニ

付
、

特
ニ
鉱
山
会
社

委
託

石
炭

販
売

手
数
料

収
受
額
ヨ
リ

金
拾
万
円
ヲ
割
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戻
ト
シ
テ
同
社
ヘ
返
戻
シ
、
設
備
費
中
ニ
充
当
シ
貰
」
う
こ
と
を
三
井
鉱
山
に
提
案
し
た
。

三
井
鉱
山
は
三
井
物
産
石
炭
部
長
の
申
し
出
を
受
け
て
、
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
一
月
十
三
日
、
「
三
池
内
港
積
込
設
備
ニ
付
物
産

会
社
補
助
金
受
諾
並
ニ
該
資
金
融
通
之
件
」
を
三
井
合
名
会
社
の
理
事
会
に
諮
っ
て
承
認
を
得
た
（

�）。
二
月
末
に
は
、
内
港
東
側
護
岸
岸
壁
に

一
五
〇
尺
（
約
四
五
メ
ー
ト
ル
）
の

�留
場
と
移
動
式
船
積
機
を
築
造
す
る
た
め
に
五
五
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
、
こ
の
起
業
費
に
つ
い
て

は
石
炭
ト
ン
当
た
り
一
四
・
九
銭
（
利
息
年
六
分
、
二
〇
年
償
却
）
を
も
っ
て
特
別
の
償
却
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
（

�）。
土
木
設
備
関
係
の

設
計
・
工
事
を
三
池
鉱
業
所
建
築
課
が
、
機
械
と
電
気
設
備
の
設
計
・
製
作
・
組
立
を
三
池
製
作
所
が
担
当
し
た
。

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
五
月
、
内
港
の
北
側
と
東
側
に

�船
壁
が
築
造
さ
れ
、
東
側
岸
壁
の
背
後
に
石
炭
積
込
機
が
完
成
し
た
（

�）。
坑
口

な
い
し
貯
炭
場
か
ら
底
開
き
貨
車
で
搬
送
さ
れ
た
石
炭
は
、

�船
壁
の
背
後
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
・
ホ
ッ
パ
ー
上
か
ら
放
下
さ
れ
、
ホ
ッ
パ
ー
内

の
給
炭
機
で
傾
斜
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
移
さ
れ
る
。
傾
斜
コ
ン
ベ
ヤ
ー
は
地
上
か
ら
五
三
尺
（
約
一
六
メ
ー
ト
ル
）
の
高
さ
ま
で
運
搬
し
、
水
平

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
転
載
す
る
。
こ
の
水
平
コ
ン
ベ
ヤ
ー
は
、

�船
壁
の
す
べ
て
の
距
離
に
わ
た
っ
て
お
り
、
船
の
位
置
に
応
じ
て
任
意

の
場
所
か
ら
船
積
機
に
石
炭
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
石
炭
は
水
平
コ
ン
ベ
ヤ
ー
か
ら
船
積
機
（

T
ra

v
ellin

g
L
o
a
d
er）
を
経
て
、

防
砕
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
た
突
出
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で
本
船
内
に
積
み
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
船
積
機
に
は
粉
炭
篩
装
置
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

抜
き
取
ら
れ
た
粉
炭
は
バ
ケ
ッ
ト
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
炭
車
に
積
み
込
ま
れ
、
貯
炭
場
に
返
送
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
積
込
能

力
は
一
時
間
に
約
四
〇
〇
ト
ン
で
、
本
船
に
積
み
込
む
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
高
さ
は
満
潮
面
上
五
五
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
七
メ
ー
ト
ル
）
に
設
定
さ

れ
た
（

�）。

三
ヶ
月
間
の
試
験
積
み
を
経
た
う
え
で
、
八
月
に
第
一
号
荷
役
船
と
し
て
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
大
型
船
（

T
a
lth

y
b
iu
s
号
）
が
入
港

し
た
（

�）。
三
池
塊
炭
二
六
三
〇
ト
ン
を
約
二
〇
時
間
三
〇
分
か
け
て
積
み
込
み
、
平
均
一
時
間
当
た
り
約
一
三
〇
ト
ン
、
運
転
時
間
平
均
一
時

間
当
た
り
約
二
〇
〇
ト
ン
を
記

録
し
た
。
船
内

均
し
の
関
係
か
ら
最
大
積
込
能
力
は
発

揮
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
時
間
二
〇
〇
ト
ン
積
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の
結
果
は
予
定
ど
お
り
で
あ
り
、
三
池
港
務
所
長
は
本
店
商
務
部
長
に
対
し
て
次
の
と
お
り
報
告
し
て
い
る
（

�）。

本
船
今
般
特
ニ

D
esp

a
tch
ヲ
急
ギ
居
候
際
如
上
ノ
好
果
ヲ
得
、
本
船
側
ニ
於
テ
モ
非
常
ニ
満
足
致
申
候
、
青
筒
第
一
回
船
ノ
事
ト
テ
万
一
些
少
ノ

故
障
ニ
テ
モ
相
生
ジ
候
場
合
ハ
当
方
機
械
建
設
上
ノ
信
用
ハ
勿
論
、
先
方
ノ

F
irst

Im
p
ressio

n
モ
如
何
ト
存
ジ
随
分
慎
重
ノ
用
心
ヲ
加
ヘ
運
転

仕
候
処
、（
中
略
）
大
体
二
／
三
〇
〇
〇
噸
ノ
焚
料
ハ
一
昼
夜
ヲ
以
テ
出
帆
出
来
ル
確
信
ヲ
得
タ
ル
次
第
ニ
有
之
候
、（
中
略
）
炭
塊
防
砕
設
備
モ
成

績
良
好
、
エ
レ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
積
ニ
比
シ
粉
分
ハ
確
ニ
減
少
ノ
見
込
ニ
有
之
候

（
二
）
三
池
式
快
速
船
積
機
の
改
造

他
方
で
、
大
型
船
へ
の
積
込
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
三
池
式
快
速
船
積
機
の
改
良
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
す
す
め
ら
れ
た
。
す
で
に
一
九

二
三
年
（
大
正
十
二
）
六
月
に
は
、
第
一
号
船
積
機
の
改
造
計
画
（
起
業
費
二
万
五
〇
〇
〇
円
）
が
承
認
さ
れ
て
い
た
が
、
設
計
変
更
な
ど

に
と
も
な
う
予
算
増
に
よ
り
、
工
事
が
完
了
し
た
の
は
二
年
後
の
一
九
二
五
年
七
月
で
あ
っ
た
（

	）。
大
き
な
改
造
点
と
し
て
は
、
第
一
シ
ュ
ー

ト
を
テ
レ
ス
コ
ピ
ッ
ク
シ
ュ
ー
ト
（
筒
状
の
伸
縮
シ
ュ
ー
ト
で
粉
砕
を
防
ぐ
）
に
変
更
し
、
塊
炭
積
の
際
に
は
そ
の
先
端
に
バ
ー
ス
ク
リ
ー

ン
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
第
二
・
第
三
シ
ュ
ー
ト
を
取
り
除
き
、
突
出
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
設
け
て
上
下
そ
れ
ぞ
れ
に
約
二
二
度
の
勾
配
を
つ
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
粉
炭
抜
用
の
シ
ュ
ー
ト
と
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
取
り
付
け
、
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
で
ふ
る
い
分
け
ら
れ
た
粉

炭
を
炭
車
に
送
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
（


）。

起
業
費
四
万
三
〇
一
五
円
を
支
出
し
て
第
一
号
機
の
改
造
を
行
っ
た
結
果
、
積
込
能
力
は
一
時
間
あ
た
り
四
〇
〇
ト
ン
、
積
込
口
は
満
潮

面
上
三
九
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
二
メ
ー
ト
ル
）
と
従
来
の
二
倍
の
高
さ
と
な
っ
た
。
「
三
池
港
務
所

沿
革

史
」
で
は

「
窮
状
ヲ

打
破
ス
ル
事

ガ

出
来
タ

」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
（

�）。
前
掲
第

2表
の
と
お
り
、
三
池
炭
は
送
炭
制

限
が
再

開
さ
れ
た
一
九
二
六
年
に
積
出
高
を
前
年
比
で
約
三
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八
万
ト
ン
増
加
さ
せ
て
お
り
、
第
一
号
船
積
機
の
改
造
が
船
渠
内
で
の
積
込
需
要
の
増
大
を
支
え
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
う
し
た
一
号
機
の
好
成
績
を
踏
ま
え
て
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
二
月
に
は
第
二
号
船
積
機
の
改
造
費
と
し
て
三
万
円
を
支
出
す
る

こ
と
が
立
案
さ
れ
、
承
認
を
う
け
た
（

�）。
さ
ら
に
六
月
に
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
第
三
号
機
の
改
造
費
二
万
五
〇
〇
〇
円
の
支
出
が
申
請
さ

れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
「
近
年
長
足
ノ
発
達
ヲ
遂
ゲ
タ
ル
三
池
炭
焚
料
商
売
ニ
対
シ
」、
三
菱
系
の
崎
戸
炭
が
「
強
敵
」

と
し
て
三
池
炭
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
崎
戸
炭
の
品
質
は
三
池
炭
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
販
路
が
海
外
市
場
と
船
舶
焚
料

用
に
向
け
ら
れ
、
出
炭
増
加
に
と
も
な
っ
て
三
池
炭
と
「
大
競
争
」
を
展
開
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
池
港
務
所
長
は
、
崎
戸
炭
と
の
競

合
に
対
応
す
る
た
め
に
三
号
機
の
改
造
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
次
に
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（

�）。

（
前
略
）
三
池
炭
ノ
大
得
意
先
ニ
シ
テ
年
度
約
定
ヲ
有
ス
ル
山
下
、
太
洋
海
運
、
国
際
（
汽
船

：
引
用
者
）
、
南
洋
礦
業
等
ノ
船
舶
焚
料
ハ
、
既
ニ

（
一
九
二
八
年

：
引
用
者
）
五
月
ニ
於
テ
一
万
噸
以
上
崎
戸
ニ
奪
レ
、
近
キ
将
来
ニ
於
テ
ハ
崎
戸
ハ
月
額
三
万
噸

�焚
料
船
獲
得
ノ
方
針
ヲ
以
テ
万

有
方
法
ヲ
講
ジ
居
リ
、
三
池
炭
ニ
取
リ
テ
ハ
正
ニ
青
天
ノ
霹
靂
ニ
シ
テ
大
脅
威
ニ
有
之
候
、
崎
戸
ノ
位
置
タ
ル
三
池
ニ
対
シ
遥
カ
ニ
有
利
ニ
シ
テ
三

池
ハ
崎
戸
ニ
比
シ
一
層

D
eu

ia
te
ト
ナ
リ
、
且
ツ
三
池
船
渠
ハ
閘
門
ノ
関
係
上
潮
待
時
間
ノ
タ
メ
荷
役
ノ
迅
速
ニ
阻
害
ア
ル
ヲ
以
テ
、
崎
戸
ニ
対

抗
ス
ニ

（
マ
マ
）ハ
徹
底
的
ニ
荷
役
ノ
快
速
ヲ
講
ズ
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
、
必
然
三
池
炭
ノ
惨
敗
ト
ナ
ル
外
無
キ
急
迫
セ
ル
事
情
ニ
有
之
候
、
依
テ
之
カ
対
策
ト
シ

テ
炭
価
モ
約
定
ヨ
リ
既
ニ
毎
噸
三
十
銭
乃
至
五
十
銭
見
当
ノ
値
引
ア
ル
ト
仝
時
ニ
、
三
池
港
快
速
荷
役
ノ
徹
底
ヲ
以
テ
競
争
中
ニ
有
之
候
ニ
付
キ
、

此
際
一
日
モ
早
ク
第
三
号
船
積
機
ノ
改
造
ヲ
行
ヒ
改
造
ノ
三
機

�ッ
テ
優
秀
ナ
ル
能
力
ヲ
遺
憾
ナ
ク
発
揮
セ
シ
メ
、
一
層
三
池
港
荷
役
快
速
ノ
名
声

ヲ
発
揚
シ
益
々
積
取
船
吸
収
ノ
好
果
ヲ
達
成
致
度
（
後
略
）

長
崎
県
西
彼
杵
郡
（
現
西
海
市
）
に
位
置
す
る
崎
戸
の
石
炭
は
、
三
菱
が
資
金
を
提
供
す
る
九
州
炭
礦
汽
船
に
よ
っ
て
採
掘
さ
れ
、
相
対

的
に
不
況
下
の
一
九
二
〇
年
代
に
出
炭
高
を
順
調
に
増
加
さ
せ
て
い
た
（

�）。
そ
の
炭
質
は
高
島
炭
や
三
池
炭
と
同
様
に
粘
結
性
の
あ
る
瀝
青
炭
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で
船
舶
焚
料
用
に
適
し
て
お
り
、
崎
戸
炭
を
一
手
に
取
り
扱
う
三
菱
商
事
が
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
に
同
炭
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
（

�）。
崎
戸
炭
の
勢
い
を
止
め
る
に
は
、
炭
価
の
値
引
き
と
ク
イ
ッ
ク
・
デ
ス
パ
ッ
チ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
申
請
は
直
ち
に
認
可
さ
れ
、
翌
年
に
は
第
三
号
機
の
改
修
工
事
（
費
用
二
万
四
四
六
六
円
）
が
竣
工
し
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
式
に

あ
ら
た
め
ら
れ
た
。

（
三
）
機
械
化
の
意
味

最
後
に
、
三
池
港
に
お
け
る
石
炭
積
込
の
機
械
化
の
意
味
に
つ
い
て
、
海
運
業
界
に
お
け
る
船
舶
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
と
関
わ
ら
せ
て
検
討

し
て
お
き
た
い
。
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
世
界
的
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
普
及
が
す
す
み
、
日
本
で
も
三
〇
年
代
に
は
急
速
に
デ
ィ
ー
ゼ

ル
船
が
建
造
さ
れ
た
（

�）。

三
井
物
産
船
舶
部
も
レ
シ
プ
ロ
船
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
コ
ス
ト
比
較
を
行
っ
た
う
え
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
有
す
る
船
舶
に
積
極
的
に

投
資
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
は
、
船
舶
部
門
司
派
出
員
が
門
司
港
の
将
来
に
つ
い
て
「
焚
料
油
ノ
使
用
其
他
石

炭
消
費
節
約
方
法
ノ
現
ハ
ル
ヽ
ト
共
ニ
、
漸
次
悪
イ
方
面
ノ
ミ
ニ
向
フ
バ
カ
リ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
」
と
会
議
上
で
発
言
し
た
よ
う
に
、
船
舶
焚

料
炭
の
需
要
減
少
に
対
す
る
不
安
が
表
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（

	）。
し
か
し
、
こ
れ
は
若
松
港
と
比
較
す
る
と
い
う
文
脈
で
述
べ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
三
井
物
産
石
炭
部
、
同
三
池
支
店
、
三
井
鉱
山
が
燃
料
の
重
油
へ
の
切
り
替
え
を
懸
念
し
、
そ
の
対
策
を
議
論
し
て
い
る
資
料

は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
逆
に
、
三
井
物
産
三
池
支
店
は
「
最
初
『
カ
ー
ゴ
、
ポ
ー
ト
』
ト
シ
テ
築
カ
レ
タ
ル
三
池
港
モ

漸
次
『
バ
ン
カ
ー
、
ポ
ー
ト
』
タ
ラ
ン
ト
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
吾
々
ハ
此
趨
勢
ヲ
助
長
セ
シ
ム
ル
為
メ
船
員
ト
ノ
接

触
ニ
付
細
心
ノ
注
意
ヲ
払

ヒ
、

且
ツ
三
池
炭
ノ
真
価
ヲ
知
ラ
シ

ム
ル
為

メ
努

力
」
し
て
い
た
（


）。

こ
う
し
た
三
池
支
店
の
姿
勢
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
三
井
物
産
船
舶
部
の
見

解
を

基
底
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
六
年
の
船

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）
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舶
部
打
合
会
議
に
お
い
て
、
調
査
掛
主
任
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
が
有
望
で
今
後
増
大
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
つ
つ
も
、
現
状
で
は
全
世

界
の
船
腹
の
五
％
に
満
た
ず
、
「
英
国
造
船
業
者
又
ハ
海
運
業
者
ノ
意
見
ヲ
総
合
シ
テ
見
マ
ス
ル
ニ
、
モ
ー
タ
ー
船
ハ
漸
増
ス
ル
ト
雖
モ
汽

船
屯
数
ニ
対
ス
ル
比
ハ
五
対
五
ガ
其
頂
上
ト
見
テ
ヨ
ロ
シ
カ
ロ
ウ
ト
申
シ
テ
居
リ
マ
ス
」
と
今
後
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
（

�）。
そ
の
根
拠
は
、

第
一
に
石
油
が
豊
富
で
な
い
国
の
場
合
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
み
で
は
「
有
事
ノ
際
ノ
燃
料
政
策
上
」
に
問
題
が
生
じ
、
第
二
に
重
油
の
価
格
は

次
第
に
上
昇
し
て
炭
価
と
の
差
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
第
三
に
レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
に
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
蒸
気
船
の
効

率
性
は
上
昇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
下
汽
船
の
よ
う
に
、
重
油
の
購
入
に
制
約
が
あ
る
と
し
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
に
懐
疑
的

な
態
度
を
み
せ
る
海
運
業
者
も
存
在
し
て
い
た
（

�）。

三
池
塊
炭
の
最
大
の
需
要
家
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
（
ホ
ル
ト
）
に
関
し
て
は
、
一
九
二
六
～
三
〇
年
ま
で
に
新
造
し
た
船
一
五

隻
は
す
べ
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
で
あ
っ
た
（

�）。
し
か
し
、
三
井
物
産
の
支
店
長
会
議
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
方
で
ホ
ル
ト
が
蒸
気
船
（
ボ
イ
ラ
ー
）

に
関
す
る
投
資
も
行
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
島
田
勝
之
助
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
は
、
「

H
o
lt
ニ
テ
ハ
油
ノ
ミ
ニ
依
頼
ス
ル
ヲ
危
険
ト

シ
P
u
lv
erizer

又
ハ

H
ig
h

p
ressu

re
b
o
iler
ヲ
研
究
セ
リ
、

H
o
lt
翁
ハ
独
逸
ニ
テ
一
五
〇
〇

lb
s
ノ
高
圧
汽
缶
ヲ
舶
用
ニ
応
用
ス
ル
モ

ノ
完
成
セ
ラ
レ
、
之
ガ
使
用
時
代
ニ
入
ラ
バ
三
池
ヲ
焚
ク
ベ

シ
ト
話
セ
シ
」
と
報
告
し
て
い
る
（

�）。
つ
ま
り
、
遠
洋
航
路

（
特
に
北
米
航
路
の
快

速
船
）
に
関
し
て
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化

を
推
進
し
つ
つ
も
、
重
油
の
購
入
コ
ス
ト
、
重
油
に
依
存
し

た
場
合
の
リ
ス
ク
、
快
速
性
が
求

め
ら
れ
な
い
航
路
で
の

非

経
済
性
を
考

慮
に
入
れ
る
と
（

�）、
近
海
航
路
、

ア
メ
リ
カ
を

経

由
し
な
い
地
域
へ
の

輸
送
、
不

定
期
船
に
関
し
て
は
、
将
来
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横須浜
合計

荷物 比率

245,307 18％ 1,363,787

122,836 9％ 1,342,387

130,677 10％ 1,318,454

148,231 8％ 1,859,024

150,453 9％ 1,748,410

139,650 8％ 1,691,225

168,873 9％ 1,911,103

113,722 7％ 1,664,819

93,760 6％ 1,498,117

107,050 8％ 1,387,423

94,285 5％ 1,831,113

117,242 7％ 1,771,879

132,064 7％ 1,830,361

107,103 7％ 1,614,882

136,312 8％ 1,748,909

167,748 9％ 1,799,002

182,358 10％ 1,909,393

所収）。

11月まで。1936年は前年12月～



的
に
も
焚
料
炭
の
需
要
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

三
井
鉱
山
は
三
井
物
産
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
形
で
内
港

の
石
炭
船
積
機
を
新
造
し
た
の
で
あ
り
、
第

15表
に
示
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
船
積
機
が
完
成
し
た
一
九
二
七
年
以
降
は
、

主
に
貨
物
と
し
て
の
石
炭
が
船
渠
内
で
、
船
舶
焚
料
用
の
石

炭
が
渠
内
と
内
港
で
積
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に

一
九
二
九
年
に
は
、
崎
戸
炭
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
外
国
船

（
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
と

J
.
C
.
J
.
L
）
用
に
築
造
さ
れ
た
船

積
機
を
「
一
般
的
に
開
放
常
時
使
用
」
し
、
内
港
で
の
焚
料

炭
積
出
を
増
大
さ
せ
た
（

�）。
こ
う
し
て
三
池
港
で
は
ブ
ル
ー
フ

ァ
ン
ネ
ル
の
要
求
す
る
早
荷
役
の
実
績
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
く
な
か
で
、
崎
戸
炭
な
ど
の
競
合
炭
を
退
け
る
こ
と
に
成

功
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
定
期
船
に
も
焚
料
炭
を
供
給
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
八
月
、
日
本
郵
船
と
の
間
で
豪

州
航
路
の
焚
料
炭
契
約
を
締
結
し
、
北
野
丸
の
三
池
寄
港
が

決
定
し
た
。
そ
れ
ま
で
同
航
路
の
焚
料
炭
は
長
崎
港
で
積
み

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）
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第15表 場所別積出高

渠内 内港

荷物 焚料 計 比率 荷物 焚料 計 比率

1923年 726,799 391,681 1,118,480 82％

1924年 635,925 583,626 1,219,551 91％

1925年 702,580 485,197 1,187,777 90％

1926年 965,750 745,043 1,710,793 92％

1927年 767,675 788,268 1,555,943 89％ 42,014 42,014 2％

1928年 782,043 651,482 1,433,525 85％ 118,050 118,050 7％

1929年 860,261 535,045 1,395,306 73％ 346,924 346,924 18％

1930年 820,195 449,578 1,269,773 76％ 281,324 281,324 17％

1931年 762,723 320,035 1,082,758 72％ 321,599 321,599 21％

1932年 657,968 294,208 952,176 69％ 328,197 328,197 24％

1933年 892,226 389,487 1,281,713 70％ 455,115 455,115 25％

1934年 753,730 438,371 1,192,101 67％ 462,536 462,536 26％

1935年 682,935 505,105 1,188,040 65％ 44,991 465,266 510,257 28％

1936年 598,131 444,398 1,043,529 65％ 38,802 425,448 464,250 29％

1937年 674,844 434,697 1,109,541 63％ 65,714 437,342 503,056 29％

1938年 877,217 353,122 1,230,339 68％ 61,979 338,936 400,915 22％

1939年 1,006,862 307,050 1,313,912 69％ 22,519 390,604 413,123 22％

出所） 三井鉱山三池支店受渡課編「三池炭の需給概観」（1955年、『石炭研究資料叢書』№30、2009年に

注） 1.1923年～1924年までは1月～12月。1925年は1月～11月。1926年～1935年までは前年12月から

10月。1937～1939年は前年11月～10月。

2.1923～27年の内港でのエレベーター積、ウインチ�は渠内に含まれていると思われる。



込
ま
れ
て
い
た
が
、
日
本
郵
船
は
「
燃
料
費
節
約
ノ
趣
旨
ヨ
リ
昭
和
五
年
十
一
月
ヨ
リ
炭
価
低
廉
ナ
ル
三
池
ニ
寄
港
採
炭
ノ
事
」
に
変
更
し

た
の
で
あ
る
（

�）。
日
本
郵
船
が
豪
州
航
路
で
使
用
し
て
い
た
石
炭
の
銘
柄
が
不
明
な
た
め
、
積
込
費
用
を
含
め
て
「
炭
価
低
廉
」
と
判
断
さ
れ

た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
早
荷
役
が
定
期
船
の
寄
港
を
促
す
た
め
の
重
大
な
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。焚
料
炭
契
約
が
成
立
す
る
同
年
八
月
に
お
い
て
、
三
池
港
務
所
は
長
崎
に
寄
港
し
て
い
る
北
野
丸
を
内
密
に
調
査
し
、
船
型
お
よ
び
ハ
ッ

チ
の
位
置
を
踏
ま
え
て
三
〇
〇
〇
ト
ン
の
積
込
に
要
す
る
時
間
を
算
出
し
て
い
る
（

�）。
そ
の
際
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
と

の
関
係
で
あ
っ
た
。
荷
役
の
順
番
は
原
則
的
に
入
着
順
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
場
合
は
最
大
の
顧
客
で
あ
る
こ
と
か
ら

優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（

�）。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
船
が
先
着
の
「
優
先
ヲ
認
メ
ズ
ト
ス
レ
バ
無
理
強
要
モ
出
来
」

な
い
た
め
、
「
甚
ダ

S
erio

u
s
ノ
事
態
」
に
直
面
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
池
港
務
所
と
し
て
は
、（
一
）
日
本
郵
船
へ
の
積

込
は
原
則
と
し
て
内
港
積
と
す
る
、
（
二
）
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
と
「
日
郵
船
ト
カ
チ
合
ヒ
タ
ル
場
合
ハ
日
郵
船
ハ
渠
内
積
ト
シ
テ
極
力
早

荷
役
ヲ
ナ
シ
、
内
港
積
ト
同
様
ノ
結
果
ヲ
得
ル
様
尽
力
ス
ル
」
と
い
う
方
針
を
立
て
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
郵
船
の
了
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
本
店
に
調
整
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
「

N
.
Y
.
K
誘
引
上
凡
有
方
法
ヲ
以
テ
快
速
ヲ
期
ス
ル
タ
メ
、
当
日
ハ
他
船
荷
役
ノ
多
少
犠
牲

ニ
シ
テ
極
力
日
郵
船
荷
役
ニ
集
中
ス
ル
ト
シ
テ
」
、
荷
役
時
間
は
内
港
積
で
約
一
八
時
間
、
渠
内
積
で
約
二
〇
時
間
（
潮
待
ち
時
間
等
を
含

む
）
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

さ
ら
に
万
全
を
期
す
た
め
、
ヤ
ン
チ
ョ
イ
お
よ
び
陸
か
ら
の
担
込
を
併
用
す
る
こ
と
も
計
画
さ
れ
、
人
夫
頭
に
門
司
港
の
ヤ
ン
チ
ョ
イ
現

場
を
見
学
さ
せ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
十
一
月
十
三
日
、
北
野
丸
の
第
一
回
目
の
荷
役
が
行

わ
れ
、
積
込
高
二
八
〇
〇
ト
ン
の
う
ち
機
械
積

が
二
一

六
九
ト
ン
、
陸
か
ら
の
担
込
が
三
四
一
ト
ン
、
ヤ
ン
チ
ョ
イ
が
二
九
〇
ト
ン
で
、
所
要
時
間
一
五
時
間
四
四
分
を
記

録
し
た
（

�）。
三
池

港
務
所
は
ヤ
ン
チ
ョ
イ
の
た
め
に
、
与

論
人
夫
の
中
か
ら
経
験
者
数
名
を

抜

�し
て

連
合
の
二

口
（
計
七

六
人
）
を
編
成
し
、

請
負
業
者
の
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坂
田
彦
市
に
経
験
者
中
心
の
一
口
（
三
六
人
）
を
組
織
さ
せ
た
。
ま
た
、
陸
か
ら
の
担
ぎ
込
み
作
業
に
関
し
て
は
、
坂
梨
哲
（
四
五
人
）
と

坂
田
治
吉
（
四
五
人
）
に
請
け
負
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
三
池
港
務
所
と
し
て
は
、
第
一
回
目
は
「
作
業
不
馴
の
為
め
遺
憾
な
が
ら
積
込

能
率
を
発
揮
す
る
」
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
促
え
て
お
り
、
「
奨
励
」
の
意
味
を
こ
め
て
、
北
野
丸
に
対
す
る
ヤ
ン
チ
ョ
イ
賃
と
担
込
賃

を
二
割
増
で
支
給
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
（

�）。

こ
う
し
た
奨
励
策
に
加
え
て
炭
車
運
搬
（
電
車
操
縦
）
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
、
日
本
郵
船
に
対
す
る
焚
料
炭
積
の
所
要
時
間
は

短
縮
さ
れ
、
三
〇
〇
〇
ト
ン
前
後
の
積
込
に
要
す
る
時
間
は
一
〇
～
一
一
時
間
程
度
に
な
っ
た
（

�）。
渠
内
で
の
積
込
も
併
用
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
船
の
入
港
と
調
整
し
な
が
ら
、
渠
内
と
内
港
の
二
つ
の
場
所
を
組
み
合
わ
せ
て
、
日
本
郵
船
の
要
求
す
る
ク
イ
ッ

ク
・
デ
ス
パ
ッ
チ
を
遂
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
は
ア
フ
リ
カ
航
路
に
就
航
す
る
大
阪
商
船
あ
り
ぞ

な
丸
の
焚
料
炭
契
約
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
内
港
お
よ
び
渠
内
に
お
け
る
石
炭
積
込
機
の
新
造
・
改
造
に
よ
っ
て
、
積
込
費
の
圧
縮
お
よ

び
早
荷
役
が
実
現
さ
れ
、「

B
u
n
k
er

P
o
rt

M
iik

e」
（

	）

の
地
位
が
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1）
一
九
二
五
年
十
一
月
二
十
日
、
三
池
港
務
所
長
発
社
長
宛
「
新
規
別
途
起
業
費
支
出
申
請
ノ
件
」（「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
一
三
二
～
一
四
〇

ペ
ー
ジ
所
収
）
。

（

2）
一
九
二
四
年
六
月
十
日
「
口
之
津
人
夫
臨
時
募
集
之
件
稟
議
」（
三
池
港
務
所
「
本
稟
議
」
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
資
料
）。

（

3）
一
九
二
三
年
十
月
二
十
六
日
決
定
稟
議
「

E
lev

a
to
r


込
歩
増
之
件
稟
議
（
臨
時
）
」
（
三
池
港
務
所
「
稟
議
」
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
資

料
）
。

（

4）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
に
割
増
賃
金
を
設
定
す
る
理
由
は
、
人
夫
の
「
往
復
路
に
相

当
の
時
間
を
要
し
渠
内
作
業
に
比
し
何
か
と
不

便
」
で
あ
る
た

め
と
さ
れ
た
。

以
上
、
一
九
二
三
年
十
二
月
十
五
日
決
定
稟
議
「
内
港

E
lev

a
to
r
使
用
焚
料
船
積
込
支

払
賃

銭
割
増
之
件
稟
議
」
、
「

E
lev

a
to
r


込
支
払
賃
制
定
ノ
件
稟
議
」（
前
掲
「
稟
議
」
）
。
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（

5）
一
九
二
三
年
一
月
十
九
日
決
定
稟
議
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
作
業
従
事
直
轄
夫
ヘ
歩
増
給
与
稟
議
」
（
前
掲
「
稟
議
」
）
。
な
お
、
こ
の
直
轄
夫

へ
の
増
給
は
昼
間
作
業
で
一
分
増
、
夜
間
作
業
で
二
分
増
と
さ
れ
た
。
同
日
に
決
定
し
た
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
積
込
作
業
ニ
歩
増
給
与
ノ
件
」
で

は
、
対
象
者
が
不
明
も
日
給
を
昼
間
作
業
一
割
増
、
夜
間
作
業
二
割
増
に
設
定
し
て
い
る
（
同
右
）。

（

6）
「
沿
革
史
」
第
九
巻
、
一
三
九
～
一
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（

7）
前
掲
、
三
池
港
務
所
長
発
社
長
宛
「
新
規
別
途
起
業
費
支
出
申
請
ノ
件
」。

（

8）
石
炭
部
総
務
掛
「
石
炭
会
議
々
事
録
」（
一
九
二
四
年
四
月
、
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
資
料
）。

（

9）
Y
o
u
n
g
は
太
古
社
の
香
港
支
配
人
で
、
B
ra
w
n
は
一
九
二
五
年
に
香
港
に
赴
任
し
た
「
辣
腕
家
」
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
石
炭
事
務
引

継
書
」
）
。

（

10）
一
九
二
五
年
九
月
十
二
日
、
商
務
部
販
売
主
任
三
池
港
務
所
宛
「
H
o
lt
L
.
・a
g
a
m
em
n
o
n
・
渡
三
池
塊
及
P
a
terso

n
渡
新
嘉
坡
送
り
三

池
塊
品
質
苦
情
の
事
」（
三
池
鉱
業
所
「
本
店
往
復
（
商
務
部
）」
三
池
鉱
業
所
一
四
五
七
）。

（

11）
J
.
C
.
J
.
L
は
「
比
較
的
販
路
の
狭
き
三
池
洗
小
塊
」
の
最
大
の
「
華
客
」
と
さ
れ
て
い
る
（
一
九
二
六
年
七
月
九
日
、
商
務
部
販
売
主
任

発
三
池
港
務
所
宛
書
信
「
三
池
洗
小
塊
J
.
C
.
J
.
L
苦
情
品
質
特
ニ
吟
味
願
度
」
前
掲
「
本
店
往
復
（
商
務
部
）」）。

（

12）
一
九
二
六
年
十
月
七
日
、
商
務
部
販
売
主
任
発
三
池
鉱
業
所
・
港
務
所
宛
書
信
「
P
a
terso

n
渡
三
池
塊
品
質
苦
情
の
事
」
（
前
掲
「
本
店
往

復
（
商
務
部
）
」
）
。
な
お
、
別
の
書
信
で
は
「
問
題
は
粉
分
の
焚
方
不
馴
の
点
に
懸
り
居
候
様
存
候
、
積
込
の
際
炭
質
上
成
分
粉
化
す
る
事
不

得
止
と
せ
ば
焚
方
を
指
導
す
る
外
致
方
可
無
之
候
」
と
し
て
い
る
（
一
九
二
五
年
八
月
二
十
九
日
、
商
務
部
販
売
主
任
発
三
池
港
務
所
宛
「
P

a
terso

n
三
池
炭
品
質
苦
情
の
事
」
前
掲
「
本
店
往
復
（
商
務
部
）
」
）
。
す
で
に
前
掲
北
澤
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
三
池
炭
の
販
売
動
向
」

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
池
粉
炭
の
特
殊
な
焚
き
方
（
数
種
の
「
S
lice

B
a
r」
を
利
用
し
て
通
風
を
十
分
に
行
う
）
が
周
知
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
時
に
苦
情
が
続
出
し
た
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
塊
炭
の
納
入
先
に
粉
炭
が
混

入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
内
港
で
の
沖
積
み
に
起
因
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

（

13）
「
起
業
費
支
出
之
件
」
一
九
二
四
年
三
月
四
日
承
認
（「
鉱
山
会
社
議
案
」
傘
下
九
八
）。

（

14）
前
掲
、
一
九
二
五
年
十
一
月
二
十
日
「
新
規
別
途
起
業
費
支
出
申
請
ノ
件
」。
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（

15）
一
九
二
六
年
三
月
十
八
日
「
新
規
別
途
起
業
費
支
出
申
請
ノ
件
」（「
沿
革
史
」
第
七
巻
、
八
四
～
九
〇
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（
16）

以
下
、
三
井
物
産
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
年
一
月
十
三
日
承
認
「
三
井
鉱
山
株
式
会
社
ヘ
三
池
内
港
焚
料
積
込
設
備
資
金
ト
シ
テ

金
四
十
五
万
円
也
融
通
ノ
件
」（
「
物
産
会
社
議
案
」
傘
下
二
五
）。

（

17）
一
九
二
六
年
上
期
に
四
万
一
五
〇
〇
円
、
同
年
下
期
に
三
〇
万
八
九
〇
〇
円
、
そ
の
翌
年
上
期
に
九
万
九
六
〇
〇
円
の
支
出
が
予
定
さ
れ
た

（
脚
注

16と
同
じ
）
。
た
だ
し
、
三
井
鉱
山
の
事
情
に
よ
り
、
実
際
に
は
全
額
を
即
時
貸
出
の
か
た
ち
で
融
通
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
一
九
二
六

年
三
月
三
日
「
三
井
鉱
山
株
式
会
社
三
池
内
港
焚
料
積
込
設
備
資
金
貸
出
時
期
変
更
ノ
件
」
三
井
物
産
文
書
課
「
回
議
綴
」
物
産
二
三
七
八
）。

（

18）
「
鉱
山
会
社
議
案
」
傘
下
一
〇
〇
。

（

19）
一
九
二
六
年
二
月
二
十
四
日
承
認
「
起
業
費
支
出
之
件
」（「
鉱
山
会
社
議
案
」
傘
下
一
〇
〇
）。
な
お
三
井
物
産
船
舶
部
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

こ
の
船
積
機
は
主
と
し
て
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
と

J
.
C
.
C
.
L
の
船
に
使
用
し
、
そ
の
際
に
は
「

ex
tra

ch
a
rg

e」
を
設
定
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
（
前
掲
三
井
物
産
船
舶
部
「
船
舶
部
打
合
会
議
々
事
録
」
一
九
二
六
年
、
一
二
三
ペ
ー
ジ
）。

（

20）
最
終
的
な
起
業
費
は
五
八
万
五
八
二
六
円
で
あ
っ
た
（「
沿
革
史
」
第
九
巻
）。

（

21）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
一
五
〇
～
一
五
一
ペ
ー
ジ
、
一
五
七
ペ
ー
ジ
、
三
池
港
務
所
吉
村
明
「
三
池
港
荷
役
概
論
」
一
九
三
七
年
、
一
六
六

～
一
六
七
ペ
ー
ジ
（
九
州
大
学
所
蔵
）。

（

22）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
一
六
四
ペ
ー
ジ
。

（

23）
一
九
二
七
年
八
月
十
九
日
、
三
池
港
務
所
長
発
本
店
商
務
部
長
宛
「
内
港
新
設
備
第
一
回
積

S
.
S

T
a
lth

y
b
iu
s
号
荷
役
ノ
事
」（「
沿
革
史
」

第
七
巻
、
九
二
～
九
三
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

24）
一
九
二
五
年
六
月
三
日
承
認
「
起
業
費
追
加
支
出
之
件
」（「
鉱
山
会
社
議
案
」
傘
下
九
八
）。

（

25）
「
沿
革
史
」
第
六
巻
、
五
八
～
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（

26）
「
沿
革
史
」
九
巻
、
第
六
巻
（
引
用
部
分
は
第
六
巻
の
一
一
ペ
ー
ジ
）。

（

27）
一
九
二
八
年
二
月
二
十
二
日
「
起
業
費
支
出
之
件
」（「
鉱
山
会
社
議
案
」
傘
下
一
〇
四
）。
実
際
に
要
し
た
金
額
は
二
万
七
八
一
九
円
（「
沿

革
史
」
第
九
巻
）
。
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（

28）
以
上
の
記
述
お
よ
び
引
用
は
、
一
九
二
八
年
六
月
七
日
、
三
池
港
務
所
長
発
社
長
宛
「
新
規
起
業
費
申
請
理
由
書
発
送
ノ
件
」（「
沿
革
史
」

第
六
巻
、
五
五
～
五
七
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

29）
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
十
一
月
に
設
立
し
た
九
州
炭
礦
汽
船
株
式
会
社
は
、
四
年
後
の
一
九
一
一
年
に
三
菱
合
資
会
社
か
ら
一
〇
〇
万

円
の
資
金
供
与
を
う
け
て
一
手
販
売
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
）
に
三
菱
鉱
業
に
合
併
さ
れ
る
（
『
三
菱
鉱
業
社

史
』
一
九
七
六
年
、
二
二
六
～
二
二
七
ペ
ー
ジ
）。
な
お
、
崎
戸
炭
の
出
炭
高
は
一
九
二
一
年
約
三
四
万
ト
ン
、
一
九
二
四
年
約
五
〇
万
ト
ン
、

二
七
年
約
六
八
万
ト
ン
、
二
九
年
約
八
三
万
ト
ン
と
推
移
し
て
い
る
（
奥
中
孝
三
『
石
炭
鉱
業
聯
合
会
創
立
拾
五
年
誌
』
石
炭
鉱
業
聯
合
会
、

一
九
三
六
年
）
。

（

30）
一
九
三
五
年
時
点
に
お
い
て
、
崎
戸
炭
の
販
売
高
の
半
数
近
く
が
国
内
船
向
け
で
あ
っ
た
（
北
澤
満
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
三
菱
の
石
炭

販
売
」
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
四
年
）。
な
お
、
三
池
炭
の
品
質
は
塊
炭
の
場
合
、
水
分
〇
・
五
六
、
揮
発
分
三
七
・
五
六
、

固
定
炭
素
五
二
・
五
五
、
灰
分
九
・
三
三
、
硫
黄
分
三
・
三
七
、
発
熱
量
七
九
一
〇
カ
ロ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
崎
戸
塊
炭
（
五
塊
）

は
水
分
〇
・
七
六
～
一
・
五
三
、
揮
発
物
三
六
・
一
五
～
三
九
・
七
八
、
固
定
炭
素
五
一
・
二
八
～
五
八
・
一
七
、
灰
分
四
・
一
五
～
九
・
二

八
、
硫
黄
二
・
一
一
～
三
・
二
〇
、
発
熱
量
七
〇
二
五
～
七
七
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
で
あ
っ
た
（
三
池
炭
に
つ
い
て
は
「
沿
革
史
」
第
九
巻
、
三
七

ペ
ー
ジ
、
崎
戸
炭
に
つ
い
て
は
三
井
物
産
石
炭
部
総
務
掛
「
石
炭
研
究
資
料
第
一
輯
」
一
九
二
五
年
五
月
、
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
資
料
）。

（

31）
各
国
が
保
有
す
る
船
腹
の
う
ち
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
装
備
し
た
船
の
割
合
は
、
一
九
二
三
年
二
・
六
％
（
イ
ギ
リ
ス
二
・
〇
％
、
日
本
〇
・

八
％
）
、
二
七
年
六
・
六
％
（
イ
ギ
リ
ス
六
・
一
％
、
日
本
三
・
〇
％
）
）
、
三
一
年
一
三
・
四
％
（
イ
ギ
リ
ス
一
二
・
四
％
、
日
本
一
二
・
〇

％
）
、
三
五
年
一
七
・
四
％
（
イ
ギ
リ
ス
一
六
・
六
％
、
日
本
二
〇
・
四
％
）、
三
九
年
二
四
・
四
％
（
イ
ギ
リ
ス
二
五
・
六
％
、
日
本
二
七
・

二
％
）
と
推
移
し
た
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
・
Ｇ
・
ス
タ
ー
ミ
ー
、
地
田
知
平
監
訳
『
英
国
海
運
と
国
際
競
争
』
東
洋
経

済
新
報
社
（
一
九
六
五
年
、
一
〇
四
～
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（

32）
前
掲
「
船
舶
部
打
合
会
議
々
事
録
」
一
九
二
六
年
、
一
三
九
ペ
ー
ジ
。

（

33）
三
井
物
産
「
第
九
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
一
九
二
六
年
、
三
二
九
ペ
ー
ジ
、
物
産
一
九
八

�九
。

（

34）
前
掲
「
船
舶
部
打
合
会
議
々
事
録
」
一
九
二
六
年
、
七
八
～
八
〇
ペ
ー
ジ
。

462



（

35）
山
下
亀
三
郎
は
、
北
米
の
よ
う
な
重
油
が
安
価
な
地
域
は
問
題
な
い
が
、
高
価
な
地
域
を
航
海
す
る
際
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
は
能
率
を
発
揮
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
主
張
し
て
い
た
（
中
川
敬
一
郎
『
両
大
戦
間
期
の
日
本
海
運
業
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
八
ペ
ー
ジ
）。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
経
済
的
有
利
性
を
明
ら
か
に
し
た
牧
野
文
夫
『
招
か
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
』
（
風
行
社
、
一
九
九
六
年
、
第
五
章
、
九
七
、

一
〇
三
ペ
ー
ジ
）
も
、
ア
メ
リ
カ
で
の
安
価
な
重
油
の
購
入
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
利
潤
率
の
上
昇
に
寄
与
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（

36）
た
だ
し
、
所
有
船
の
隻
数
、
総
ト
ン
数
か
ら
み
れ
ば
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
割
合
は
小
さ
い
と
さ
れ
て
い
る
（
伊
坂
市
助
『
英
国
船
主
事
情
』
神

戸
海
運
集
会
所
出
版
部
、
一
九
三
〇
年
、
三
八
六
～
三
八
七
ペ
ー
ジ
）。

（

37）
三
井
物
産
「
第
十
回
支
店
長
会
議
議
事
録
」
一
九
三
一
年
、
二
六
二
ペ
ー
ジ
、
物
産
一
九
八

�一
〇
。

（

38）
一
九
二
三
年
の
船
舶
部
打
合
会
議
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
燃
料
消
費
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る
（
「
船
舶
部
打
合
会
議
々
事

録
」
一
九
二
三
年
、
R
G
13
1
,
E
n
try
1
09
,
B
o
x
3
3
4、
三
〇
二
～
三
〇
八
ペ
ー
ジ
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

田
代
氏

デ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ヂ
ン
ハ
常
ニ
フ
ル
・
ス
ピ
ー
ド
デ
走
ル
方
ガ
経
済
デ
co
a
l
b
u
rn
in
g
ノ
如
ク
臨
機
応
変
ニ
速
力
ヲ
落
ス
ニ
シ
テ
モ

eco
n
o
m
ica
l
ニ
ハ
行
カ
ヌ

（
中
略
）

伊
坂
氏

S
tea
m
er
ノ
方
ハ
多
分
ハ
米
国
木
材
積
取
ニ
使
ヒ
夏
ハ
近
海
木
材
積
取
ニ
使
用
シ
「
デ
イ
ー
ゼ
ル
」
船
ノ
方
ハ
遠
洋
専
属
ト
シ
タ
ラ

宜
カ
ロ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス

部
長
近
海
ニ
使
フ
時
ハ
大
シ
テ
sp
eed
モ
イ
ル
マ
イ
ト
思
フ
。
九
浬
位
出
ル
ダ
ラ
ウ

永
津
氏
S
tea
m
er
ノ
方
ハ
十
一
浬
位
ハ
出
セ
ル
予
定
デ
ア
リ
マ
ス

（

39）
一
九
二
八
年
十
二
月
十
二
日
「
起
業
費
支
出
之
件
」（「
鉱
山
会
社
議
案
」
傘
下
一
〇
五
）。

（

40）
日
本
郵
船
貨
物
課
編
『
我
社
各
航
路
ノ
沿
革
』
一
九
三
二
年
、
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（

41）
以
下
、
断

り
の
な
い

限
り
、
一
九
三
〇
年
八
月
二
十
六
日
、
本
店

商
務
部
長

宛
（
三

池
港

務
所
長
発
と

推
定
さ
れ
る
）
「
日
郵

荷
役
力
ト

夜

間
出
入
問
題
」
（
「
沿
革

史
」
第
七
巻
、
一
二
九
～
一
三
五
ペ
ー
ジ
所
収
）。

（

42）
一
九
二
〇
年
代

半
ば
の
三
井
物
産

香
港
支
店
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
「

青
筒

線
ノ
B
u
n
k
er
O
rd
er
ハ
数

量
巨

額
ニ
上
ル
ノ

ミ
ナ
ラ

ズ
、
常
ニ
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D
esp

a
tch

ヲ
急
カ
ル
ヽ
為
メ
、
予
メ
十
分
太
古
当
事
者
ト
打
合
セ
テ
出
来
ル
ダ
ケ
早
ク
大
体
ノ
予
想
ヲ
知
リ
、
三
池
店
ニ
炭
繰
、
先
着
船

ノ
都
合
等
ヲ
問
合
セ

co
n
firm

シ
置
ク
事
ヲ
要
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
石
炭
事
務
引
継
書
」
）
。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
船
に
つ
い
て

は
、
三
井
物
産
と
三
池
港
務
所
と
の
間
で
荷
役
状
況
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
な
積
込
作
業
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（

43）
「
沿
革
史
」
第
七
巻
一
三
六
ペ
ー
ジ
。
与
洲
奥
都
城
会
『
三
池
移
住
五
十
年
の
歩
み
』（
一
九
六
六
年
、
七
〇
～
七
一
ペ
ー
ジ
）
の
以
下
の
記

述
か
ら
は
、
三
池
港
務
所
が
日
本
郵
船
に
対
し
て
い
か
に
早
荷
役
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
三
千
ト
ン
の
焚
料
（
バ
ン
カ
ー
）
を
一
潮
出
し
の
契
約
で
港
務
所
が
誘
致
し
た
も
の
で
、
会
社
と
し
て
は
上
等
の
お
客
さ
ん
で
あ
る
。

従
っ
て
そ
の
張
り
き
り
方
は
異
常
な
も
の
が
あ
っ
た
。
港
務
所
は
そ
の
持
て
る
全
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
一
潮
出
し
の
定
期
船
と
取

り
組
ん
だ
。
（
中
略
）
郵
船
入
港
の
連
絡
が
は
い
る
と
、
そ
の
前
日
か
ら
港
務
所
は
昂
奮
の
ル
ツ
ボ
と
化
す
る
。
世
話
方
は
人
員
確
保
の

た
め
に
個
別
訪
問
し
て
出
勤
の
確
約
を
と
る
。
医
者
の
休
業
証
明
の
な
い
限
り
欠
勤
は
認
め
な
い
。
（
中
略
）
ひ
と
た
び
ロ
ー
ダ
ー
が
回

転
を
は
じ
め
た
ら
、
作
業
終
了
ま
で
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
何
か
事
故
で
、
ロ
ー
ダ
ー
で
も
止
め
よ
う
も
の
な
ら
、

内
港
事
務
所
に
陣
取
っ
て
、
作
業
全
般
の
進
行
状
態
に
血
走
っ
た
眼
を
光
ら
せ
て
い
る
荷
役
主
任
が
、
気
で
も
狂
っ
た
よ
う
に
喚
き
散
ら

す
か
ら
だ
。
手
当
り
次
第
に
石
炭
を
わ
し
づ
か
み
し
て
投
げ
つ
け
た
り
、
雁
爪
を
な
げ
つ
け
た
り
す
る
。
（
中
略
）
日
頃

威
張
り

く
さ
っ

て
い
る
小
頭
連
中
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
戦
々
競
々
と
し
て
、
コ
マ
鼠
の
よ
う
に
船
艙
に
も
ぐ
っ
た
り
、
沖

側
・

陸
側
と
炭
塵
を
浴
び
て

走
り
廻
っ
て
い
る
。」

（

44）
陸
か
ら
の

担
込
に
つ
い
て
は
、
本
船
と
炭

車
と
の

距
離
が

遠
く
従
来
の
作
業
と

比
べ
て

収
入

減
と
な
る
た
め
、
「

賃
銭

補
給
」
の

意
味
合
い

も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
軌
道
が
敷
設
さ
れ
本
船
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。
以
上
は
一
九
三
〇

年
十
一

月
二
十
五
日

決
定

稟
議
「
日
本
郵
船

北
野

丸
及
若

狭
丸
焚
料
積
込

賃
銭

割
増

支
給

之
件
」
、
一
九
三
一
年
六

月
二
十

四
日
「
内
港
本
船

担
込
賃
二
〇
％
増
撤
廃
之
件
」
（
三
池
港
務
所
「
荷
役
稟
議
」
三
井

文
庫
所
蔵
未
整
理
資
料
）。

（

45）
た
と
え
ば
一
九
三
一
年
三
月
十
九
日
の
熱
田
丸
二
六
八
〇
ト
ン
積
の
所
要
時
間
は
一
〇
時
間
四
〇
分
、
同
年
五
月
十
七
日
の

北
野
丸
二
九
九

二
ト
ン
積
の
所
要
時
間
は
一
一
時
間
二
五
分
（
「
沿
革
史
」
第
七
巻
、
一
三
九
ペ
ー
ジ
）。

（

46）
三
井

鉱
山
三
池

支
店

受
渡

課
編
「
三
池
炭
の

需
給

概
観
」
一
九
五
五
年
（
『
石
炭

研
究

資
料

叢
書
』

№
三
〇
、

二
〇
〇
九
年
に
所

収
、

四
五
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ペ
ー
ジ
）
。

お
わ
り
に

以
下
、
三
池
炭
の
販
路
の
維
持
・
拡
大
要
因
に
つ
い
て
、
三
池
港
の
石
炭
積
込
の
機
械
化
の
過
程
に
即
し
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
三
池
炭
市
場
は
、
輸
出
の
占
め
る
比
重
が
大
き
く
、
と
り
わ
け
上
海
と
香
港
に
お
い
て
は
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン

ネ
ル
（
ホ
ル
ト
社
）
の
代
理
店
で
あ
る
太
古
社
を
中
心
に
、
外
国
船
舶
の
焚
料
炭
用
が
需
要
の
多
く
を
占
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
炭
種
別
の
需
要
で
み
て
も
、
比
較
的
高
価
格
の
塊
炭
に
つ
い
て
は
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
に
依
存
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。
低
価
格

の
粉
炭
に
関
し
て
は
、
三
井
物
産
の
社
船
に
利
用
が
奨
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
の
船
舶
に
対
す
る
積
極
的
な
売
り
込
み
と
三
井
物
産
船

舶
部
に
よ
る
焚
き
方
指
導
に
よ
っ
て
、
販
路
の
開
拓
が
企
図
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
特
定
の
船
主
に
需
要
動
向
が
規
定
さ
れ
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
三
池
炭
は
、
相
対
的
に
不
況
下
の
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、

港
湾
荷
役
の
効
率
化
（
三
池
港
で
の
直
積
と
滞
船
日
数
の
短
縮
）
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ
ル
の
需
要
を

確
保
す
る
た
め
に
、
三
井
鉱
山
は
口
之
津
港
の
廃
止
を
決
定
し
、
内
港
の
整
備
と
沖
積
作
業
の
機
械
化
を
す
す
め
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
応
急
的
な
設
備
を
採
用
し
た
が
ゆ
え
に
、
積
込
費
用
の
増
大
や
品
質
の
劣
化
な
ど
三
池
炭
の
競
争
力
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
よ

う
な
問
題
が
生
じ
た
。
ま
た
、
明
治
期
に
最
先
端
の
技
術
で
建
造
さ
れ
た
三
池
式
快
速
船
積
機
も
船
舶
焚
料
用
と
し
て
は
機
能
し
な
い
と
い

う
事
態
に
直
面
し
た
。
三
井
鉱
山
は
、
三
井
物
産
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
三
池
式
快
速
船
積
機
の
改
良
工
事
と
内
港

船
積
機
の
築
造
に
投
資
し
、
積
込
作
業
の
迅
速
化
、
ト
ン
当
た
り
積
込
費
の
削
減
、
品
質
の
劣
化
防
止
に
取
り
組
ん
だ
。
ブ
ル
ー
フ
ァ
ン
ネ

ル
の
要
求
す
る
早
荷
役
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
な
か
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
日
本
郵
船
や
大
阪
商
船
の
定
期
船
の
三
池
寄
港
（
焚
料
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炭
契
約
）
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。

本
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
が
世
界
的
に
普
及
し
て
い
く
な
か
で
、
三
井
鉱
山
と
三
井
物
産
は
船
舶

焚
料
炭
の
市
場
規
模
を
見
定
め
つ
つ
、
三
池
港
の
設
備
を
改
善
し
て
「
バ
ン
カ
ー
ポ
ー
ト
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
図
っ
て
い
っ
た
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
（
１
）。
大
口
の
取
引
先
で
あ
る
船
主
の
需
要
を
維
持
す
る
た
め
に
、
渠
内
・
内
港
で
の
石
炭
積
込
の
機
械
化
を
推
進
し
、
早
荷

役
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
が
三
池
港
の
「
バ
ン
カ
ー
ポ
ー
ト
」
と
し
て
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
船
舶
焚
料
用
と
し
て
の
三
池
炭
の

需
要
を
喚
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
二
つ
の
論
点
を
挙
げ
て
結
び
と
し
た
い
。

第
一
に
、
三
池
港
の
「
バ
ン
カ
ー
ポ
ー
ト
」
と
し
て
の
確
立
を
明
確
に
す
る
に
は
、
三
池
炭
の
特
殊
性
と
周
辺
諸
港
と
の
関
係
を
考
慮
に

入
れ
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
筑
豊
炭
、
高
島
炭
、
崎
戸
炭
の
品
質
と
炭
価
、
門
司
、
長
崎
、
崎
戸
の
荷
役
能
力
（
積
込
や
給

水
）
を
踏
ま
え
て
、
三
池
港
で
焚
料
炭
を
積
み
込
む
こ
と
が
、
海
運
会
社
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
経
済
的
優
位
性
を
も
っ
た
の
か
を
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
三
池
港
に
お
け
る
荷
役
組
織
の
変
遷
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
全
国

的
に
港
湾
荷
役
の
合
理
化
が
進
展
し
、
石
炭
積
出
港
に
お
い
て
は
、
荷
主
（
炭
鉱
）
企
業
が
積
込
の
機
械
化
に
と
も
な
っ
て
荷
役
請
負
業
者

と
の
取
引
関
係
を
選
別
・
強
化
し
て
い
っ
た
（
２
）。
三
井
鉱
山
の
港
と
し
て
機
能
し
て
い
た
三
池
港
で
は
、
ど
の
よ
う
な
荷
役
組
織
が
編
成
さ
れ
、

「
バ
ン
カ
ー
ポ
ー
ト
」
と
し
て
の
地
位
を
向
上
さ
せ
て
い
く
な
か
で
、
三
井
鉱
山
と
請
負
業
者
・
港
湾
労
働
者
と
の
関
係
が
い
か
に
変
容
し

た
の
か
を
稿
を
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（

1）
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
普
及
が
本
格
化
す
る
両
大
戦
間
期
の
海
運
業
界
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
船
舶
焚
料
用
と
し
て
の
三
池
炭
需
要
の
維
持
・
拡
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大
要
因
を
論
じ
る
べ
き
と
い
う
問
題
意
識
は
、
高
千
穂
大
学
大
島
久
幸
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
。
船
舶
焚
料
炭
の
市
場
規
模
と

そ
の
趨
勢
、
世
界
市
場
の
な
か
で
の
三
池
炭
の
位
置
な
ど
、
三
井
鉱
山
と
三
井
物
産
の
販
売
戦
略
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
論
点
を
積
み
残
し
て
い
る
が
、
石
炭
積
込
の
機
械
化
過
程
に
即
し
た
一
応
の
結
論
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

（

2）
木
庭
俊
彦
「
戦
間
期
の
筑
豊
石
炭
産
業
に
お
け
る
港
湾
荷
役

�石
炭
積
込
の
機
械
化
と
港
湾
荷
役
業
界
の
再
編

�」
『
経
営
史
学
』
第
四
六

巻
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
、
同
「
一
九
二
〇
年
代
の
北
海
道
石
炭
産
業
に
お
け
る
港
湾
荷
役
問
題

�北
海
道
炭
礦
汽
船
株
式
会
社
の
事
例

�」

九
州
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
研
究
』
第
七
九
巻
、
第
二
・
三
合
併
号
、
二
〇
一
二
年
。

一九二〇年代における三池炭需要と石炭積込の機械化（木庭）
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